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はじめに

お使いになる前に、取扱説明書を必ずお読みください

このたびは、コンビネーションベーラをお買い上げいただきありがとうございま

した。

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載してい

ます。

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解

して正しくお使いください。

また、お読みになった後も、この取扱説明書を製品に近接して保存し、必要に応じ

て活用してください。

お願い

● この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。

● 本製品を貸したり、譲渡するときは、この取扱説明書を本製品に添付して

お渡しください。

● この取扱説明書および安全銘板を、紛失または損傷された場合は、速やか

に当社の特販店、または JA にご注文ください。

● この取扱説明書には、安全に作業していただくために、「1章安全な作業をす

るために必ずお守りください」を記載しています。ご使用前に必ずお読みく

ださい。

● ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただいた

特販店、または JA へご相談ください。

おことわり

● 本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際に

は、本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場

合がありますので、あらかじめご了承ください。

● 本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。
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説明記号の見方

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う

ことになるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う

危険性があるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあ

るものを示します。

誤りやすい操作に対する注意を示します。守らないと、機械

の破損や、故障の原因になります。

作業能率を良くしたり、誤った操作をしないための補足説明

です。

本製品の使用目的について

本製品は、飼料イネや麦、牧草などの作物の刈取、梱包用の作業機としてご使用

ください。使用目的以外の作業や改造などは、決してしないでください。

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご注意

ください。（詳細は、保証書をご覧ください。）

関係法規について

公道走行について

このコンビネーションベーラは、道路運送車両法の保安基準に適合する装備を

しておりませんので、法令により公道を自走することができません。

公道を移動する場合は、必ずトラックなどに載せて運搬してください。

※積載するトラックの選定など、道路交通法を守ってください。

排出ガス規制について

このコンビネーションベーラは、道路運送車両法の排出ガス規制に適合して

います。

規制適合を維持していくためには「2. 定期点検一覧表」（91 ページ）に従っ

て、エンジンオイル・オイルフィルタ・燃料フィルタ、およびエアクリーナエ

レメントなどの交換とエンジン以外も含む、定期メンテナンスを励行すること

が必要です。

定期的なメンテナンスを怠り、排出ガス基準値をクリアできなかった場合は、

罰則が課せられる場合があります。

危険

警告

注意

[ 重要 ]

[ 参考 ]
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1章 安全な作業をするために必ずお守りください

●ここに記載されている注意事項は、安全に関する

重要な内容です。必ず守ってください。

●ここに記載されている注意項目を守らないと、死

亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じるおそれ

があります。

1. 作業者の体調・服装について

警告

■ こんなときは、運転しない!

・ 過労・病気・薬物の影響、その他の理由により

作業に集中できないとき。

・ 酒を飲んだとき。

・ 妊娠しているとき。

・ 18才未満の人

【守らないと】

思わぬ事故の原因になります。

■ 安全靴・作業帽・ヘルメット・つなぎなど
の作業に適した服装をする

サンダル・スリッパ・はち巻き・首巻き・腰タオ

ルだぶついた服の着用は禁止です。

【守らないと】

機械に巻き込まれたり、滑ったりして、傷害事故

を引き起こすおそれがあります。

警告

■ 拾上げ作業時には、防塵マスクや保護メ
ガネなどを着用する

乾燥した稲ワラや麦ワラ、牧草などの拾上げ作業

時には、チリや土ほこりが飛散しやすくなりま

す。防塵マスクや保護メガネなどを着用し作業を

行ってください。

【守らないと】

飛散しているチリや土ほこりが目や口に入り、健

康を害するおそれがあります。

2. 使用する機械について

警告

■ 使用する前には、必ず点検を行う

本機を使用するときは、運転前・作業前点検を行

い、異常箇所は必ず整備してください。

また、作業終了時にも異常箇所がないか点検して

ください。

【守らないと】

整備不良による事故、機械の故障を引き起こすお

それがあります。

■ 機械を他人に貸すときは

取扱方法をよく説明し、使用前に｢取扱説明書｣を

必ず読むように指導してください。

【守らないと】

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそ

れがあります。

■ 電源取出し用コネクタ以外から電源を
取り出して、電気機器を接続しない

電源取出し用コネクタを利用して、電気機器を付

ける場合にも、制限容量を越えると火災のおそれ

があります。

【守らないと】

火災のおそれがあります。

2010902

2010903
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注意

■ 必ず定期点検・整備を受ける

1年ごとに定期点検・整備を受け、各部の保守を

行ってください。特に、燃料パイプは2年ごとに

交換し、電気配線は毎年点検してください。

【守らないと】

整備不良による事故、機械の故障を引き起こすお

それがあります。

3. 運転前・作業前点検をするとき

危険

■ 注油・給油は、エンジンが冷えてから行う

エンジン回転中やエンジンが熱い間は、給油・注

油を絶対にしないでください。

【守らないと】

燃料やオイルに引火して、ヤケドや火災の原因に

なります。

■ 燃料補給時は火気厳禁

燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明を絶対に

しないでください。

【守らないと】

燃料に引火して、ヤケドや火災の原因になります。

警告

■ 点検は平坦で安定した場所で行う

点検・整備を行うときは、機械が倒れたり動いた

りしない、平坦で安定した場所で行ってください。

【守らないと】

思わぬ事故の原因になります。

警告

■ 燃料を補給した後は、燃料キャップを締
め、こぼれた燃料は拭き取る

燃料キャップがゆるんでいると、燃料がこぼれ出

ることがありますので、確実に締め込んでくださ

い。また、こぼれた燃料は、きれいに拭き取って

ください。

【守らないと】

火災事故を引き起こし、ヤケドをするおそれがあ

ります。

■ 燃料もれに注意する

燃料パイプが破損していると燃料もれを起こし

ますので、必ず点検してください。

【守らないと】

火災事故を引き起こし、ヤケドをするおそれがあ

ります。

■ 電気部品やコードも必ず点検する

毎日の作業前には、配線コードが他の部品のエッ

ジ部に接触していないか、コードの被覆がはがれ

ていないか、コードの固定部がゆるんでいないか

点検し、不具合のある場合は購入先に点検を依頼

してください。

【守らないと】

ショートして、火災の原因になります。

■ バッテリ液を「下限（LOWER）」以下にしない

バッテリ液は「上限」と「下限」の間にあること

を確認し、「下限」以下にしないでください。

【守らないと】

「下限」以下になると、容器内の極板接続部がバッ

テリ液から露出し、エンジン始動時に火花が出

て、容器内のガスに引火して破裂するおそれがあ

ります。

A2037549
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警告

■ 排気ガスには十分に注意

倉庫や車庫など、閉めきった屋内ではエンジンを

始動しないでください。

エンジンを始動するときは、風通しのよい屋外で

行ってください。やむを得ず屋内で始動するとき

は、十分に換気をしてください。

【守らないと】

排気ガスによる中毒を起こし、死亡事故にいたる

おそれがあります。

■ ブレーキの効きや各レバー類の作動点
検を行う

ブレーキのきき具合や片ぎきの有無、ステアリング

ハンドル・各レバー類に著しいガタや遊びがないか

点検し、ある場合は必要な処置をしてください。

【守らないと】

正常な走行ができず、死亡や傷害事故、機械の破

損を引き起こすおそれがあります。

■ ステアリングハンドルのきき具合を、必
ず点検・整備する

ステアリングハンドルの切角と旋回半径（きき具

合）が同じか点検し、違う場合は、点検・整備に

出してください。

【守らないと】

片ぎきになり、死亡事故や重大な傷害事故の原因

になります

注意

■ 取り外したカバー類は、必ず取り付ける

整備・点検で取り外したカバー類は、必ず元通り

に取り付けてください。

【守らないと】

機械に巻き込まれたり、傷害事故の原因になり

ます。

■ クローラの摩耗を点検する

クローラが著しく摩耗していたり、キズがついて

いないか確認してください。

【守らないと】

横滑りや、転倒事故の原因になります。

■ 冷却水の量を点検する

冷却水リザーブタンク内の冷却水が、「FULL」

「LOW」の範囲内にあるか点検してください。

【守らないと】

エンジンがオーバーヒートして冷却水が高温に

なります。ラジエータキャップを取り外して冷却

水を交換するとき、熱湯が吹き出してヤケドする

おそれがあります。

■ 吸引ダクト・ラジエータスクリーン・吸
気口の網・ロータリースクリーンの網に
チリがたまっていないか点検する

チリがたまっている場合は、除去してください。

【守らないと】

エンジンがオーバーヒートして冷却水が高温に

なります。ラジエータキャップを取り外して冷

却水を交換するとき、熱湯が吹き出してヤケド

するおそれがあります。
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4. 運転・移動をするとき

警告

■ 坂道では駐車禁止

坂道の途中では駐車しないでください。

【守らないと】

機械が動き出し、事故の原因になります。

■ 道路の端に、寄りすぎないように注意

走行時は、道路の端に寄りすぎないでください。

【守らないと】

路肩がくずれ、横倒しになって、傷害事故を引き

起こすおそれがあります。

■ 溝や高いあぜを渡るときは、アユミ板を
使用する

ほ場に入るとき、溝や高いあぜを渡るとき、軟弱

な場所を通るときは、必ずアユミ板を使用してく

ださい。アユミ板は、幅・長さ・強度が機械に適

したものを使用してください。

【守らないと】

バランスがくずれて転倒し、傷害事故を引き起こ

す原因になります。

■ 寒冷時には必ず暖機運転を行う

寒冷時に運転する場合は、エンジンを始動してか

ら暖機運転（15分）を必ず行ってください。

【守らないと】

主変速ワイヤ・駐車ブレーキワイヤなどが凍結し

ていると、誤動作する可能性があります。

■ 登り坂の途中では、
副変速レバー操作禁止

【守らないと】

後退して、思わぬ事故を引き起こす原因になります。

警告

■ 傾斜地での斜め走行・旋回禁止

斜面を斜めに突っ切ったり、平行に走行すると、

転倒や横滑りの原因になります。また、重なり

合った木の葉や枝、鉄板や板の上も滑りやすいの

で注意してください。

【守らないと】

バランスがくずれて転倒し、傷害事故の原因にな

ります。

■ ベーラ部にベールが入ったままでのあ
ぜ越え、トラックへの積み・降ろし、移動
走行、傾斜地作業、急旋回禁止

ベーラ部にベールが入った状態で「あぜ越え」「ト

ラックへの積み・降ろし」や傾斜がある場所での

作業および走行」は絶対に行わないでください。

【守らないと】

転倒事故のおそれがあります。

注意

■ 関係法規を守り、ヘルメットを必ず着用
する

走行時は関係法規を守り、安全のためにヘルメッ

トを着用してください。

【守らないと】

思わぬ傷害事故を引き起こす原因になります。

■ 周囲に合図し、ゆっくり発進する

発進するときは、周囲に合図をして、安全を確認

しながらゆっくり発進してください。

【守らないと】

思わぬ傷害事故を引き起こすおそれがあります。

■ 運転者以外の人を乗せない

走行中は、他の人を機械に乗せたり、周囲に近づ

けたりしないでください。

【守らないと】

思わぬ傷害事故を引き起こす原因になります。
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注意

■ 道路走行するときは、旋回モード切替ノ
ブを「標準モード」に切り替える

【守らないと】

「湿田モード」では、旋回時に自動減速しないた

め、思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。

■ 刈取作業のとき以外は、エコモードス
イッチは「切」位置にする

【守らないと】

「入」位置にしたままでは、アクセルレバーでの

エンジン回転調節ができないため、思わぬ事故の

原因になります。

5. 運搬するとき

警告

■ トラックへの積み・降ろしをするとき
は、長さ・強度・幅の十分あるアユミ板を
使用する

アユミ板は、丈夫ですべり止めのある基準に合っ

たもので、トラックの荷台に設置したときに、傾

斜角度が 15 度以下になる長さのものを使用して

ください。

【守らないと】

アユミ板が折れて転倒し、傷害事故を引き起こす

原因になります。

■ トラックへの積み・降ろしをするとき
は、アユミ板の平行や安定を確認する

アユミ板を設置するときは、平行や安定を必ず確

認してください。

【守らないと】

バランスがくずれて転倒し、傷害事故を引き起こ

す原因になります。

警告

■ 運搬をするときは、本機のエンジンを停
止し、駐車ブレーキをかける

トラックに積み込んだら、本機のエンジンを停止

し、駐車ブレーキを必ずかけてください。

【守らないと】

運搬中、荷台から機械が転落して、事故を引き起

こす原因になります。

■ 機械をトラックに、ロープで確実に固定
する

丈夫なロープを本機のロープフックに掛け、ト

ラックと確実に固定してください。

【守らないと】

運搬中、荷台から機械が転落して、事故を引き起

こす原因になります。

■ 積み・降ろしは、水平で安定した場所で
行う

トラックなどへの積み・降ろしは、周囲に危険物

が無く、水平で安定した場所で行ってください。

【守らないと】

転落・転倒事故をまねくおそれがあります。

注意

■ 積み込むトラックには、
必ず車止めをする

本機を積み込むトラックは、エンジンを停止し、

変速を「P」または「1速」・「R」位置に入れ、駐

車ブレーキをかけて、タイヤに車止めをしてくだ

さい。

【守らないと】

トラックが動いて、転落事故を引き起こすおそれ

があります。

3037504

3037505
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注意

■ アユミ板とトラックの継ぎ目を越える
ときは、最低速にする

【守らないと】

急に重心が変わり、転落・転倒事故をまねくおそ

れがあります。

■ 積み・降ろし作業は、
誘導者を付けて行う

トラックへの積み・降ろし作業は、補助者を付け

て、周囲の安全を十分に確認しながら行ってくだ

さい。また補助者は、機械の直前・直後には立た

ないでください。

【守らないと】

転落などの事故を引き起こすおそれがあります。

■ 傾斜した荷台やアユミ板の上では、
進路変更禁止

【守らないと】

バランスがくずれて、転倒事故を起こすおそれが

あります。

6. 作業をするとき

危険

■ 作業中は絶対に人を近づけない

作業をするときは、周囲に十分注意をはらい、特

に子供を近寄らせないでください。

また、フレールカッターにより石などが飛散し、

ケガをすることがありますので、周囲に人を近づ

けないでください。

【守らないと】

死亡事故や重大な傷害事故を引き起こすおそれ

があります。

警告

■ 作業前に、補助者と作業の段取りを打ち
合せる

補助者と組んで作業をするときは、作業の段取り

を、補助者とよく打ち合せしてください。ホーン

などで、お互いに合図を送り合い、作業をしてく

ださい。

【守らないと】

傷害事故を引き起こす原因になります。

■ 詰まり・巻付きを取り除くときは、エン
ジンを停止する

刈取部、ベーラ部の詰まり・巻付きを取り除くと

きは、必ずエンジンを停止し、駐車ブレーキをか

けてください。

【守らないと】

回転するフレールカッター、スチールローラに巻

き込まれてけがをしたり、本機が急に動きだし

て、思わぬ事故を引き起こすおそれがあります。

■ 手刈りした作物などを刈取部に押し込
まない

【守らないと】

回転するフレールカッターに巻き込まれ、重大な

事故をまねくおそれがあります。

■ エンジンやマフラ、およびプーリー駆動
部の周辺のゴミを取り除く

作業中は、エンジンやマフラ、およびプーリー駆

動部に付着している茎葉・ゴミ・燃料などを、

時々取り除いてください。その場合、必ずエンジ

ンを停止して行ってください。

【守らないと】

付着物が引火して、火災事故を引き起こし、ヤケ

ドをするおそれがあります。

■ ゲートを開閉するときは、後方を確認する

ゲートを開閉するときは、後方に十分注意をし、

人を近寄らせないでください。

【守らないと】

壁の間やゲートに挟まれ、けがをするおそれがあ

ります。

osaka_dtp06
長方形



1 章 安全な作業をするために必ずお守りください

 11

警告

■ ベールの排出は後方を確認し、平坦な場
所で行う

ベールを排出するときは、後方に十分注意をはら

い、人を近寄らせないで、平坦な場所で行ってく

ださい。

【守らないと】

ベールが転がり、巻き込まれてけがをするおそれ

があります。

■ 刈取部の下に入るときは、必ず下がらな
いように固定する。

刈取部は、必ず刈取部昇降ロックレバーを『閉』

にするとともに、歯止めをし、下がらないように

固定してください。

【守らないと】

刈取部の下敷きになり、重大な傷害事故をまねく

おそれがあります。

■ 梱包部の中に入るときは、必ずゲートが
下がらないように固定する。

ゲートは、必ずゲート開閉ロックレバーを『閉』

にするとともに、歯止めをし、閉じないように固

定してください。

【守らないと】

ゲートに挟まれて、重大な傷害事故をまねくおそ

れがあります。

注意

■ 畦畔を乗り越えるときは、最低速度で、
畦畔に対して直角に渡る

畦畔を乗り越えるときは、斜めに渡らないでくだ

さい。必ず、畦畔に対して直角に渡ってください。

【守らないと】

バランスをくずし、転倒などによる傷害事故を引

き起こすおそれがあります。

■ 夜間作業をするときは、作業灯を使用する

夜間作業をするときは、作業灯を点灯し周囲が確

認できる状態で作業してください。

【守らないと】

周囲の状況がわかりにくく、思わぬトラブルを引

き起こします。

7. 作業後の手入れ・格納をするとき

警告

■ 作業終了後は、各部の掃除をする

作業が終ったら、必ず点検・整備を行い、各部の

掃除をして、ゴミなどを完全に取り除いてくださ

い。特にエンジンルーム内のスタータモータや、

トランスミッション上部に堆積したワラを取り

除いてください。その場合、必ずエンジンを停止

して行ってください。

【守らないと】

火災の原因になります。

■ 平坦な場所に機械を保管する

機械は、平坦な場所に刈取部を接地させ、駐車ブ

レーキをかけて保管してください。

【守らないと】

機械が動き出し、思わぬ事故の原因になります。

■ エンジンが熱いときは、シートをかけない

エンジンが過熱している間は、絶対にシートをか

けないでください。

【守らないと】

火災の原因になります。

■ 高い場所の整備や手入れを行う場合は、
脚立などを使用する

【守らないと】

エンジンルームの上などは高温となっているた

めヤケドを負ったり、高いところから落ちてけが

をするおそれがあります。

2034641
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8. 点検・整備をするとき

危険

■ ラジエータが熱いときは、ラジエータ
キャップを外さない

ラジエータが過熱しているときは、ラジエータ

キャップを絶対に外さないでください。

【守らないと】

熱湯が吹き出して、ヤケドをするおそれがあります。

■ バッテリ点検時は火気厳禁

液槽キャップを開けると、バッテリの液槽口から

爆発性のあるガスがでます。バッテリを点検する

ときや液槽キャップを開けるときは、火気を近付

けないでください。

【守らないと】

ガスに引火して、ヤケドや火災を引き起こすおそ

れがあります。

警告

■ バッテリ液を体や衣服に付けないように

バッテリ液を体や衣服に付けないように注意し

てください。万一、付着したときは、すぐに水で

洗い流してください。また、目に入ったときや飲

み込んだときは、すぐ水でよく洗った後、必ず医

師の治療を受けてください。

【守らないと】

バッテリ液は希硫酸です。衣服が破れたり、失明

やヤケドをします。

■ バッテリの取り付け・取り外しは、正し
い手順でする

バッテリ端子は、取り付けるときは（＋）側を先

に取り付け、取り外すときは（－）側から取り外

してください。

【守らないと】

ショートして、ヤケドや火災の原因になります。

■ 必ず指定のバッテリを使用する

バッテリを交換するときは、必ず取扱説明書で指

定された容量のバッテリを使用してください。

【守らないと】

ショートして、ヤケドや火災の原因になります。

■ 点検・整備を行うときは、エンジンを停
止し、駐車ブレーキをかける

点検・整備は、平坦な場所でエンジンを停止させ、

刈取部昇降ロックを行い、駐車ブレーキをかけて、

クローラに歯止めをしてから行ってください。

【守らないと】

機械が動き出し、思わぬ事故を引き起こすおそれ

があります。

2034606

2010913

2010914

2010917



1 章 安全な作業をするために必ずお守りください

 13

警告

■ ブレーキの点検・整備は必ず行う

ブレーキのききが悪かったり、片ぎきになるとたい

へん危険です。必ず点検・整備を行ってください。

【守らないと】

死亡や傷害事故、機械の破損を引き起こすおそれ

があります。

■ ステアリングハンドルや操作レバー類
は、必ず点検・整備をする

ステアリングハンドルや各操作レバー類に、著し

いガタや遊びがないか点検し、ある場合は必要な

処置をしてください。

【守らないと】

正常な走行ができず、死亡や傷害事故、機械の破

損を引き起こすおそれがあります。

■ ステアリングハンドルのきき具合を、
必ず点検・整備する

ステアリングハンドルの切角と旋回半径（きき具

合）が同じか点検し、違う場合は、点検・整備に

出してください。

【守らないと】

片ぎきになり、死亡事故や重大な傷害事故の原因

になります。

■ 燃料噴射管や油圧パイプなどからの高
圧油のもれは、厚紙や板などを使って点
検する。

高圧噴油に直接、手や体が触れないようにしてく

ださい。もし、触れた場合は、直ちに医者の診断

を受けてください。

【守らないと】

油が皮膚に浸入した場合、数時間以内に取り除か

ないと壊疽（えそ）にかかるおそれがあります。

警告

■ 刈取部を上げて点検・整備するときは、
必ず下がらないように固定する

刈取部は、必ず刈取部昇降ロックレバーを『閉』

にするとともに、歯止めをし、下がらないように

固定してください。

【守らないと】

下敷きになり、重大な傷害事故をまねくおそれが

あります。

■ ゲートを開けて点検・整備するときは、必
ずゲートが下がらないように固定する

ゲートは、必ずゲート開閉ロックレバーを『閉』

にするとともに、歯止めをし、閉じないように固

定してください。

【守らないと】

ゲートに挟まれて、重大な傷害事故をまねくおそ

れがあります。

注意

■ 取り外したカバー類は、必ず取り付ける

点検・整備で取り外したカバー類は、必ず元通り

に取り付けてください。

【守らないと】

機械に巻き込まれたり、回転部にふれてケガをす

る原因になります。

■ クローラの摩耗やキズを点検する

クローラが著しく摩耗していたり、キズが付いて

いないか点検し、ある場合は新しいクローラと交

換してください。

【守らないと】

横滑りや、転倒事故の原因になります。

■ ネット巻付装置を点検・調整するとき
は、ネットフレーム内には手を入れない
でください。

【守らないと】

ナイフが動き出し、ケガをするおそれがあります。
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9. 安全銘板の貼り付け位置

安全に作業していただくために安全銘板の貼り位置を示したものです。

安全銘板は、作業を始める前に必ず読んで、安全に作業を行っていただくための事項が記載されています。

常に汚れや破損のないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼り直してください。

P3135802As

（18）（8）（14）

（8）（10）（9）（12）（11）

P3135801s

（10） （13）

（22）

P3135855

（5）

（17）

（21）
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（1）

（16） （14）

（9） （10）（10） （10）

3133627A

（19） （19）

（19） （19）

3133628

P3133653

（2）

P3133655

（15）

P3133654

（3）

P3135856

（7）（5）（4）

（6）（20）
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（1）1E8500-97440　注意（ベルトカバー）

（2）1E8500-97220　危険（ラジエータ）

（3）1E8230-97030　危険（火気厳禁B）

（4）1E8540-97720　注意（取扱S）

（5）1E8500-97460　注意（エンジン停止）

（6）1E8665-97300　注意（旋回モード）

（7）1K1140-97421　注意（運搬、移動）

（8）1K1190-40010　ラベル；警告185

（9）1K1140-40020　ラベル；警告71

1K1190-40010



1 章 安全な作業をするために必ずお守りください

 17

（10）1K1140-40030　ラベル；警告84

（11）1K1140-40060　ラベル；警告105

（12）1K1140-40040　ラベル；警告75

（13）1K1140-40000　ラベル；警告68

（14）1K1190-40040　ラベル；警告36

（15）1K1190-40000　ラベル；警告184

（16）1K1190-40050　ラベル；警告94

（17）1K1190-40060　ラベル；警告173

（18）1K1190-40070　ラベル；警告174

1K1190-40040

1K1190-40000

1K1190-40050

1K1190-40060

1K1190-40070
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（19）1K1190-40080　ラベル；警告182

（20）1E8230-97800　注意（UFO）

（21）1C6780-95950　危険（バッテリ）

（22）1E8450-97450　注意（点検）

10.安全銘板の手入れについて

■安全銘板は、いつもきれいにして、傷つけないよ

うにしてください。安全銘板が汚れているときは、

石鹸水を付けた布で拭き、やわらかい布で水分を

拭き取ってください。

■高圧洗浄機の高圧水を、安全銘板に当てないでく

ださい。剥がれるおそれがあります。

■安全銘板を破損や紛失したときは、新しい安全銘板

を元の位置に貼ってください。安全銘板は、お買い

上げの特販店、またはJAに注文してください。
1K1190-40080

注 意
1E8450-97450
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2章 保証とサービスについて

保証書は大切に保管してください

「保証書」はお客様が保証修理を受けられる際に必要

となるものです。お読みになった後は大切に保管し

てください。

アフターサービスをお受けになるときは

機械の調子が悪いときに124ページの「11章 不調

診断のしかた」に従って、点検・処置しても、なお

不具合があるときは、下記の点を明確にして、お買

い上げいただいた特販店、またはJAまでご連絡くだ

さい。

《連絡していただきたい内容》

●型式名と製造番号

●エンジンの場合はエンジン番号

●ご使用状況は？

（何速で、どんな作業をしていたときに）

●どのくらい使用されましたか？

（約□□アールまたは約□□時間使用後）

●不具合が発生したときの状況を、できるだけ詳し

くお教えください。

《補修部品の供給年限について》

この製品の補修用部品の供給年限（期間）は、製造

打ち切り後9 年です。

ただし、供給年限内であっても、特殊部品について

は納期などをご相談させていただく場合もあります。

補修用部品の供給は、原則的には上記の供給年限で

終了しますが、供給年限経過後であっても、部品供

給のご要請があった場合には、納期および価格につ

いてご相談させていただきます。

《メーカー純正部品・オイルについて》

純正部品・純正オイルは、厳密なテストを重ねきび

しい品質検査に合格したもので、安心して使用して

いただけます。

メーカー指定以外の使用による不具合は、保証の対

象から除外されます。

部品・オイルを交換する場合には、必ず純正部品・

純正オイルとご指定ください。

P3133676
型式名と製造番号

P3133678

P3133677

エンジン番号



20

3章 各部のなまえ

1. 外観

1 2 3 4 5

7

16 15 14 13

P3135801s

P3031227

1112

P3135816

6

8

9

10

1 ドライバーシート

2 コンベア掃除口

3 搬送コンベア

4 シュート

5 ヘッドライトL

6 パトライト

7 サイドミラーL

8 サイドアンダーミラー

9 防塵カバー

10 マーカー

11 受刃

12 フレールカッター

13 センサソリ

14 ヘッドライトR

15 サイドミラーR

16 クローラ

17 マフラ

18 自動注油ポンプ・タンク

19 排気ダクト

20 ネット巻数切替レバー

21 成形ベルトテンション

22 燃料給油口

23 刈取下げストッパ

24 刈取昇降シリンダ

25 ネットケーシング

26 ネットバインディング

27 ネットブレーキ

28 リアミラー

29 スチールローラ

30 ネット繰出しゴムローラ

31 ゲート開閉シリンダ

32 シャーボルト

33 エアクリーナ

34 冷却水リザーブタンク

35 パッケージポンプ

36 工具入れ

37 フロント側成形ベルト

38 電磁弁

39 ベールイジェクタ

40 ゲート側成形ベルト

41 ウインカ
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8 7 17 18 19

20

21

222324

P3135803s

25 26 27 29 3228 15

34

36

P3135802s

373839

40

41

P3135818

35

30 31 33
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2. 主なカバーのなまえ

1

2

3P3135801s

P3135802s

8 9

11 10

P3135803s

4 5

7 6

1 刈取掃除口カバー

2 受刃カバー

3 エンジンルームカバー

4 フロントカバーL

5 ゲートカバーL

6 フロントカバーL Lo

7 ルーム枠カバー

8 ゲートカバーR

9 フロントカバーR

10 フロントカバーR Lo

11 ゲートカバーR Lo
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3. 運転操作部

1 キースイッチ

2 アクセルダイヤル

3 刈高さ調節レバー

4 フレールクラッチレバー

5 ベーラクラッチレバー

6 ゲート開閉レバー

7 ネットセットスイッチ

8 梱包圧切替スイッチ

9 ネット繰出しスイッチ

10 スタンバイスイッチ

11 マルチハンドル

12 主変速レバー

13 副変速レバー

14 セフティペダル

15 駐車ブレーキロックレバー

16 乗降ステップ操作レバー

17 チルトレバー

18 旋回モード切替ノブ

19 回転計

20 アワメータ

21 燃料計

22 ウインカスイッチ

23 ライトスイッチ

24 ホーンスイッチ

25 フィットステアリング

26 エンジンモニター

27 UFO自動スイッチ

28 傾斜角調節ダイヤル

29 エコモード切替スイッチ

30 ブザー停止スイッチ

31 刈取オートセット・リフトスイッチ

32 刈取部昇降ロックレバー

33 車高調節レバー

34 センサモニター

35 乳酸菌散布装置スイッチ（オプション）

34

E3135802

10

5

4

P3135805
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4章 各操作部のはたらき

エンジンコントロール関係

エンジンの始動・停止に使用します。

●「切」位置……エンジン停止時に使用する。

（電流は流れず、キーを抜き取れる）

●「入」位置……各電装スイッチに電流が流れる。

エンジンが停止している場合は、液

晶コンビネーションメータの油圧

パイロットランプとチャージパイ

ロットランプが点灯する。

●「始動」位置…セルモータが回転し、エンジンが始

動する。

エンジンが始動したら、キーから手

を離す。キーは自動的に「入」位置

に戻り、連続運転に入る。

［参考］

●キースイッチを「入」位置にしてから、15秒間は

エアヒータが働き、エンジン始動を容易にします。

（エアヒータが働いているときは、液晶コンビネー

ションメータのヒータパイロットランプが点灯し

ます。）

エンジン回転の上げ下げに使用します。

●右へ回す……エンジンの回転が上がる

●左へ回す……エンジンの回転が下がる

エンジン関係のセンサやコントローラに異常が発生

したときに、エンジンモニターの点滅回数により、

異常を知らせます。

通常（正常時）はキースイッチを「始動」位置にし

た後、2秒間ランプが点灯してから消灯します。（ラ

ンプ切れの確認に利用できます。）

異常が発生した場合は、ランプの点滅回数で異常内

容を知らせます。詳細は「エンジンコントローラ自

己診断について」（135ページ参照）を参照してくだ

さい。

（1）キースイッチ

B3038702

80
90 100%

70

RL

ヒータ
パイロットランプ

チャージ
パイロットランプ

油圧
パイロットランプ

2036337_1A

（2）アクセルダイヤル

（3）エンジンモニター

アクセルダイヤル

上がる

P3133638

下がる

エンジンモニター
P3133638
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作業関係

刈取部の上昇・下降に使用します。

●「上昇」側……刈取部が上がる

●「下降」側……刈取部が下がる

ハンドルを握ったままで、刈取部の上昇・下降、お

よび刈取作業時の条合わせなど、ゆるやかに旋回し

たいときに使用します。

刈取部昇降機能

●「下」側……刈取部が下降する

●「上」側……刈取部が上昇する

フィットステアリング機能

●「右」側……右にゆるやかに旋回する

●「左」側……左にゆるやかに旋回する

［重要］

●主変速レバー部の刈高さ調節レバーとマルチハン

ドル部のフィットステアリング・刈取昇降スイッ

チを同時に使用したときには、刈取部の上昇・下

降が止まります。

［参考］

●フィットステアリング機能では、急旋回しません。

●ベーラ部が駆動しているときにのみ、フィットス

テアリング機能は作動します。

●マルチハンドル操作と同時に、フィットステアリ

ング機能を使用すると、マルチハンドルの操作が

優先されます。

刈取部の作動・停止に使用します。

●「入」位置……刈取部が作動する

●「切」位置……刈取部が停止する

［参考］

●ベーラクラッチレバー・フレールクラッチレバー

が「切」位置のとき、フレールクラッチレバーを

「入」位置にすると、ベーラクラッチレバーも連動

して、「入」位置になります。

（1）刈高さ調節レバー

（2）フィットステアリング刈取昇降スイッチ

3133613d

フィットステアリング
刈取昇降スイッチ

3033316

（3）フレールクラッチレバー

フレールクラッチレバー

P3135805

入切



4 章 各操作部のはたらき

26

ベーラ部の作動・停止に使用します。

●「入」位置……ベーラ部が作動する

●「切」位置……ベーラ部が停止する

［参考］

●ベーラクラッチレバー・フレールクラッチレバー

が「入」位置のとき、ベーラクラッチレバーを

「切」位置にすると、フレールクラッチレバーも連

動して「切」位置になります。

ベーラのゲート開閉に使用します。

●「開」側……ゲートが開く

●「閉」側……ゲートが閉じる

スタンバイスイッチが点灯（連続作業中）している

とき、ゲート開閉レバーを 1 秒程度「開」側にする

と、ゲートが自動で設定位置まで開きます。また、

ゲート開閉レバーを1秒程度「閉」側にすると、ゲー

トが自動で閉じます。

［参考］

●ベーラクラッチレバーが「切」位置にあるときは、

ゲート開閉レバーを操作してもゲートは開閉しま

せん。

●ゲート自動開閉中に動作を停止させたいときは、

ゲートの動きと逆方向にゲート開閉レバーを操作

してください。

［重要］

●ゲートの開閉に連動して、ベーラ部駆動チェンへ

自動で注油する機構になっていますので、ベーラ

クラッチレバー「切」状態でのゲート開閉は少な

くしてください。注油過剰になります。

（4）ベーラクラッチレバー

ベーラクラッチレバー
P3135805

入切

（5）ゲート開閉レバー

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉
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ネットの繰り出し方を切替えて、ベールの結束方法

を選べます。

●「強制」側…ネットを任意に繰り出し、ベールを結

束する

●「切」側……ネットの繰り出しをしない

●「自動」側…ベーラ部が満量になったとき、自動的に

ネットを繰り出し、ベールを結束する

ネット繰出しスイッチを「強制」側に倒すと数秒間、

ネットの繰り出しを行います。スイッチから手を離

すと、自動的に「切」位置に戻ります。操作はワン

タッチで行えます。

［参考］

●「強制」位置にしたとき、パトライトが数秒間点灯

します。（ブザーは鳴りません）

●「自動」「切」位置で作業し、ベーラ部が満量に

なったときは、ブザーが断続して鳴り、同時にパ

トライトが点灯します。

［重要］

●ベールクラッチレバーが「切」位置（ベーラ駆動

チェンが停止）のときや刈取量が少なくベールが

回転していないときは、結束されません。

刈取部の上昇・下降の動きを固定します。

●「開」側……刈取部が上昇・下降できる

●「閉」側……刈取部の上昇・下降の動きを固定する

ゲートの開閉の動きを固定します。

●「開」側……ゲートの開閉ができる

●「閉」側……ゲートの開閉の動きを固定する

（6）ネット繰出しスイッチ

ネット繰出しスイッチ
P3135899

強制

切

自動

（7）刈取部昇降ロックレバー

（8）ゲート開閉ロックレバー

閉

刈取部昇降ロックレバー

P3133655

開

ゲート開閉ロックレバー

P3133637

開

閉
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ネットブレーキを切り替えるときに使用します。

●「ネットセット」側……ネットブレーキがセットさ

れる

●「ネット開放」側………ネットブレーキが開放され

る

ベーラ作業部の制御をスタンバイするスイッチで

す。

作業はじめ（エンジン始動後）にベーラクラッチレ

バーを「入」位置にして、スタンバイスイッチを押

してスタンバイスイッチが緑色に点灯したのを確認

してから、刈取（拾上げ）作業をはじめてください。

［参考］

●スタンバイスイッチを押すと緑色に点滅し、スタ

ンバイが完了すると点灯します。

梱包圧を切り替えるときに使用します。

●「梱包圧高」側……梱包圧を高くする

刈落としや点検整備などで

ゲートを開ける場合

●「梱包圧低」側……梱包圧を低くする

乾燥した稲ワラ（麦ワラ）な

どの拾上げ作業をする場合

［重要］

●点検・整備・清掃などでゲートを開いた状態のと

き、キースイッチを「入」位置、またはエンジン

を始動する場合は、梱包圧切替スイッチを「梱包

圧高」位置にしてください。「梱包圧低」位置に

していると、センサがベーラ満了と認識し、ブザー

が鳴りネットが繰り出されます。

（9）ネットセットスイッチ

（10）スタンバイスイッチ

ネットセットスイッチ

P3135899

ネットセット

ネット開放

スタンバイスイッチ

P3135805

（11）梱包圧切替スイッチ

梱包圧切替スイッチ

P3135899

梱包圧「低」 梱包圧「高」
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走行関係

機体を旋回させるときに使用します。

マルチハンドルを右へ回すと機体が右へ旋回し、左

へ回すと左へ旋回します。

さらにマルチハンドルを右または左へ回すと、左右

のクローラが逆転し、旋回半径が小さくなります。

前進・後進の進行方向と走行速度の調節、および走

行の停止に使用します。

●「前進」側……機体が前進する

●「後進」側……機体が後進する

●「N」（中立）位置……機体が停止する

走行速度は、レバーの操作量によって無段階に選べ

ます。

［重要］

●セフティペダルを踏み込むと、主変速レバーは

「N」（中立）に戻り、主変速レバーの操作はでき

ません。

使用目的や条件により、「低速」「標準」「走行」の3

段階の走行速度が選べます。

●「低速」位置…………半倒伏や悪条件作物

トラックへの積み、降ろし

ほ場の出入り

●「N」（中立）位置…… 走行しない

●「標準」位置…………標準的な作物

●「走行」位置…………移動走行

［重要］

●主変速レバーを、必ず「N」（中立）位置にして、

機体を完全に停止してから変速してください。

●セフティペダルを踏み込まない方が、スムーズに

変速できます。

●坂道では変速しないでください。

エンジン始動時、および走行中の緊急停止時に使用

します。

セフティペダルを踏み込むと、主変速レバーが「N」

（中立）位置に戻り、本機が停止し、ブレーキがきき

ます。

［参考］

●通常の走行停止は、主変速レバーを「N」（中立）

位置にして行ってください。

（1）マルチハンドル

（2）主変速レバー（HST）

3133617

3133618

（3）副変速レバー

（4）セフティペダル

副変速レバー

P3133638

3133619
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ドライバーシートに座って、駐車ブレーキをかける

ときに使用します。

セフティペダルをいっぱいに踏み込んで、駐車ブ

レーキロックレバーを手前に回して、セフティペダ

ルにフック部をかけると、駐車ブレーキがかかりま

す。

解除するときは、セフティペダルをいっぱいまで踏

み込むと、駐車ブレーキロックレバーが前方に戻り、

フックが外れ解除できます。

［参考］

●駐車ブレーキをかけると、主変速レバーは「N」

（中立）位置に戻ります。

マルチハンドルの前後の角度を調節するときに使用

します。

●「解除」位置……マルチハンドルの固定が解除さ

れる

●「固定」位置……マルチハンドルが固定される

調節後は確実に固定してくださ

い

（5）駐車ブレーキロックレバー

3135806

セフティペダル

フック部

3135807

駐車ブレーキロックレバー

ロック状態

（6）チルトレバー

A3133607
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旋回モードを切り替えるときに使用します。

旋回モード切替ノブは、主変速レバーを「N」（中立）

位置、マルチハンドルを「中立」にして操作してく

ださい。

●ノブを押し込む…標準モード（スピンターンする）

●ノブを引き出す…湿田モード（スピンターンしない）

［参考］

●「標準モード」では、旋回時に自動減速が働いて、

小回りできますが、「湿田モード」では、自動減

速せずに大回りになります。

移動走行するときは、「標準モード」にしてください。

●乾田作業・移動走行では、「標準モード」を使用

してください。湿田作業をする場合は、「標準モー

ド」でも十分に作業は可能ですが機体の沈下が著

しい場合には、「湿田モード」に切り替えると、さ

らに湿田性能が向上します。

電装関係

旋回方向を指示するときに使用します。

キースイッチを「入」位置にして、旋回する側の矢

印方向にスイッチを回すと、方向指示器が点滅しま

す。同時に液晶コンビネーションメータのウインカ

パイロットランプも点滅します。

ヘッドライトを照射させるときに使用します。

キースイッチを「入」位置にして、ライトスイッチ

を右（点灯）側に回すと、ヘッドライトが照射し、

左（消灯）側に回すと消灯します。

（7）旋回モード切替ノブ

標準モード 湿田モード

旋回時の車速 減速する 減速しない

副変速「標準」
での旋回

スピンターンする
（小回り）

スピンターンしない
（大回り）

乾いたほ場
での旋回

◎ ○

ぬかるみ
での旋回

○
※ハンドルを切りすぎ

ない

◎
（旋回力大）

牧草地での旋回
※牧草の再生に

影響があるの
で、ハンドルを
切りすぎない

○ ◎

移動走行性能 ◎ ×（使用不可）

車庫入れ性能 ◎ ×（使用不可）

A3133608

旋回モード切替ノブ

※出荷状態は、「標準モード」です。

（1）ウインカスイッチ

（2）ライトスイッチ

A3033604c ウインカスイッチ

80
90 100%

70

60

50
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F
E 1/2

2036337_1

ウインカパイロットランプ

A3033604b
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ホーン（警笛）を鳴らすときに使用します。

キースイッチを「入」位置にして、ホーンボタンを

押すと、ホーンがなります。

●マルチハンドル部

ホーン（警笛）を鳴らすときに使用します。

キースイッチを「入」位置にして、ホーンボタンを

押すと、ホーンが鳴ります。

警報ブザーを停止するときに使用します。

次の警報の場合は、ブザー停止スイッチを押すとブ

ザーが鳴り止みます。

●エンジン系統（チャージ・油圧）

●燃料残量

次の警報の場合は、ホーンが鳴ります。ブザー停止

スイッチを押してもホーンは鳴り止みません。

●オーバーロード

●エンジン系統（水温）

［参考］

●警報装置については、80ページを参照してくださ

い。

（3）ホーンボタン

A3033604a
ホーンボタン

3033329

（4）ブザー停止スイッチ

A3133609
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液晶コンビネーションメータ

運転中の各部の状態や、異常があった場合の警報装

置で、異常個所を液晶グラフィックモニターとブ

ザーで知らせます。

●キースイッチを「切」位置にすると、表示をリ

セットできます。

●キースイッチが「入」位置のときに、水温パイ

ロットランプ以外の全てのランプが数秒間点灯し

ます。ランプ切れのチェックが行えます。

エンジン回転数を表示します。

エンジンの負荷を表します。

エンジン負荷が過負荷になったときに、黄色のモニ

ターが点滅し、ホーンが連続音で鳴ります。

エンジンの使用時間を表示します。（エンジンを始動

すると、カウントを始めます。）

エンジン回転中にバッテリに充電しなくなったとき

に、赤ランプが点灯し、ブザーが連続で鳴ります。

エンジン潤滑油の油圧が低下したときに、赤ランプ

が点灯し、ブザーが連続で鳴ります。

エンジンの冷却水温が異常に上がったときに、赤ラ

ンプが点灯し、ホーンが連続で鳴ります。

グロー作動時に点灯します。

センサやコントローラに異常が生じたときに、「エ

ラーコード」の文字が点滅し、エラーコード表示部

にエラーコードを表示します。

（エラーコード表示部にエラーコードを表示させる

ときは、ブザー停止ボタンを5秒間押してください。）

燃料の残量を表示します。また、燃料の残量が少な

くなったときに、 マークが点滅し、ブザーが断続音

で鳴ります。ブザー停止ボタンを押すと、ブザーが

鳴り止みます。 マークは点滅したままです。

（1）回転計

（2）ロードモニター

（3）オーバーロードモニター

（4）アワメータ

80
90 100%

70

60

50

0

RL

h

F
E 1/2

2036337_1A

（2）（1） （3） （5）（6）（7）（8）

（4）（10）

（9）

（5）チャージパイロットランプ

（6）油圧パイロットランプ

（7）水温パイロットランプ

（8）ヒータパイロットランプ

（9）エラーコードモニター

（10）燃料残量モニター
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自動化装置〈機体水平制御（UFO）装置〉

注意

●路上や傾斜地の走行、および積み・降ろしをする

ときは、車高調節レバーで車高を最も低い位置に

セットし、必ずUFO自動スイッチを「切」（ラン

プ消灯）にしてください。機械が急に傾き転倒し、

ケガをするおそれがあります。

手動で車高を調節するときに使用します。

●前方に倒す……車高が低くなる

●後方に倒す……車高が高くなる

●左に倒す………車体が左に傾く

●右に倒す………車体が右に傾く

車体の水平を自動制御するときに使用します。

車体水平制御装置は、ベーラクラッチレバーが「入」

位置のときに作動します。

●「入」（ランプ点灯）……車体水平制御が働く

●「切」（ランプ消灯）……車体水平制御が切れる

車体の角度を一定に保ちたいときに使用します。

●中央位置 ………… 車体が水平になる

● 方向に回す…… 車体が右に傾く

● 方向に回す…… 車体が左に傾く

（1）車高調節レバー

（2）UFO自動スイッチ

3036019

3036033

（3）傾斜角調節ダイヤル

3036020
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刈取オートリフト・刈取オートセット
装置

刈取部を、設定している高さに上昇するときに使用

します。

ベーラクラッチレバーが「入」位置のときに、オー

トリフトボタンを押すと、刈取部が設定位置まで上

昇します。

刈取部を、設定している刈高さに下降するときに使

用します。

ベーラクラッチレバーが「入」位置のときに、オー

トセットボタンを押すと、刈取部が設定位置まで下

降します。

自動定回転制御装置

エンジン回転を自動的に制御したいときに使用しま

す。

「切」位置……アクセルダイヤルでエンジン回転を調

節できる

「入」位置……ベーラクラッチレバーが「入」位置の

とき、自動的にエンジン回転が液晶コ

ンビネーションメータの回転計の目盛

が示す「グリーンゾーン」位置になる

ベーラクラッチレバーを「切」位置に

すると、自動的にエンジン回転が「低

回転（アイドリング）」になる

［参考］

●エコモード「入」位置のときは、アクセルダイヤ

ルでのエンジン回転の調節はできません。

刈取バックアップ装置

ベーラクラッチレバー「入」位置のとき、主変速レ

バーを後進位置にすると、刈取部が自動で上昇しま

す。

［重要］

●ベーラクラッチレバー「切」位置で後進するとき、

センサソリが土を引っ掛けないように、必ず刈取

部を上げてから行ってください。

●刈取バックアップが作動中に刈高さ調節レバーを

操作すると、調節レバーでの操作（手動操作）が

優先されます。

（1）オートリフトボタン

（2）オートセットボタン

3133613a

3133613b

エコモード切替スイッチ

3133615
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OKリフト

センサソリ調節レバーで設定された刈高さ以下に

なったとき、自動的に刈取部を上昇させます。ベー

ラクラッチレバーが「入」位置のときに作動します。

OKリフトが働く高さを調節するときに使用します。

3段階に調節できます。

●「収納」位置ではＯＫリフトが解除になります。

［参考］

●センサソリ調節レバーが「収納」位置のときは、

刈高さ調節レバーで調節してください。

●センサソリ調節レバーを操作するときは、刈取部

を地面に接地させた状態で行うと、軽く操作でき

ます。

［重要］

●OKリフトは、上昇のみ作動します。下降は刈高さ

調節レバーで下げてください。

●ほ場が柔らかく OK リフトが働きにくいような場

合は、センサソリ調節レバーを希望の刈高さより

高い設定、または「収納」位置にし、刈高さ調節

レバーで調節してください。

警報装置

ネット繰出しスイッチ「自動」「切」位置のとき、

ベーラ内が満量になると、ブザーの断続音と連動し

て、パトライトが点灯し、作業補助者などに知らせ

ます。

ゲートを開けてベールを放出後、ゲートを閉じると

パトライトが消灯し、ブザーが0.5秒間鳴ります。

パトライトはマグネット式で、点灯の確認しやすい

位置に設置できます。

［参考］

●ネット繰出しスイッチ「強制」位置にしたときは、

パトライトが点灯します。（ブザーは鳴りません）

［重要］

●刈取作業以外のときは、エンジンルームの上に設

置してください。エンジンルーム以外では落下し

て破損するおそれがあります。

センサソリ調節レバー

センサソリ調節レバー

収納

低

中

高

P3031237

（1）ベーラ満量警報

パトライト

P3135816
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作業による負荷が大きくなり、エンジン回転が下が

ると、ホーンが鳴ります。

ホーンが鳴ったときは、作業速度を遅くして負荷を

下げてください。

［重要］

●オーバーロード警報が鳴ったら、作業速度を遅く

して負荷を下げてください。鳴っている状態で作

業を続けていると、エンジンがオーバーヒートす

るおそれがあります。

●ロードモニターの80～90％以下で刈取作業をす

るように、作業速度を遅くして負荷を下げてくだ

さい。ロードモニターの100％を超えて作業する

と、フレール部の回転も下がり、シュート部など

にワラなどが詰まりやすくなります。

本機の左右傾斜角度が大きくなると、ブザーが鳴り

ます。

右「14度以上」……連続音

左「24度以上」……連続音

［参考］

●ブザーが鳴ったら本機の傾斜角を小さくしてくだ

さい。

エンジン始動時、ベーラクラッチレバーが「入」位

置の時は、キースイッチを「始動」位置にしても警

報ブザーが鳴り、エンジンの始動ができません。

［参考］

●ベーラクラッチレバーを「切」位置にしてくださ

い。

その他

運転者の体格に合わせて、前後に調節できます。

前後調節レバーを矢印の方向に引上げて、ドライ

バーシートを前後にスライドさせて操作しやすい位

置に調節してください。

（2）オーバーロード警報

（3）傾斜角警報

（4）エンジン始動安全警報

（1）ドライバーシート

3135801

ドライバーシート

前後調節レバー
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エンジンルームカバーの開閉に使用します。

エンジンルームカバーをオープンするときは、エン

ジンルームロックレバーを手前に引いてください。

［参考］

●エンジンルームカバーを閉めたときは、シール部

にすき間が無く、ロックが確実にできているか確

認してください。

乗降ステップ操作レバーを押し込むと、乗降ステッ

プが出ます。乗降ステップ操作レバーを引上げると、

乗降ステップが収納されます。

［重要］

●移動走行するときは、乗降ステップを収納してく

ださい。

●乗降ステップレバーは、手で操作してください。

●作業中の以下の条件のときは、乗降ステップを収

納してください。

・高いあぜぎわを、左方向に回って作業する場合。

・排出したベールの横を通る場合。

守らないと、乗降ステップが接触して変形するお

それがあります。

［参考］

●機体から降りたときに、乗降ステップの出し入れ

をするときは、乗降ステップ自体を手で持って

行ってください。

●乗降ステップは、下段のみ出し入れできます。上

段は固定されています。

（2）エンジンルームロックレバー

3135802

3135803 オープンする

シール

（3）乗降ステップ操作レバー

乗降ステップ

乗降ステップ操作レバー

P3135815

〈乗降するとき〉

〈収納するとき〉
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シート後方に、消火器を備えています。

万一、本機より出火した場合は、消火器を取り出し、

初期消火を行ってください。

警告

●初期消火に失敗したら、無理をせず本機から遠く

に避難してください。

［参考］

●消火器の取扱要領については、本体の『使用上の

ご注意』をご確認ください。

（4）消火器

消火器

P3135806s
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5章 運転前・作業前点検のしかた

危険

●エンジンが熱い間は、注油・給油を絶対にしない

でください。守らないと、ヤケドや火災のおそれ

があります。

●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明を絶対に

しないでください。守らないと、火災の原因にな

ります。

●燃料を補給したときは、燃料キャップを確実に締

め、こぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

守らないと、こぼれた燃料に引火して、ヤケドや

火災のおそれがあります。

警告

●点検・整備・調節を行うときは、平坦で安定した

場所で行ってください。守らないと、思わぬ事故

の原因になります。

●点検・整備・調節を行うときは、必ずエンジンを

停止させ、駐車ブレーキをかけてください。守ら

ないと、回転部に巻き込まれたり、思わぬ事故の

原因になります。

1. 作業者の体調・服装について

作業を行うときは、健康な状態で行ってください。

過労・病気・薬物の影響、その他の理由で作業に集

中できないときには、作業を行わないでください。

特に、お酒を飲んで酔っている・妊娠している・18

才未満の人は作業を行わないでください。

●操作レバーや機械部品に引っかからない、だぶつ

きのない服装をしてください。

●安全靴などのすべり止めの付いた靴を着用してく

ださい。

●ヘルメットを着用してください。

●作業によっては、保護メガネ・マスク・手袋など

の保護具を必ず着用してください。

●タオルをはち巻き・首巻き・腰にはさんで作業を

行わないでください。

体調について

服装について

2010902

2010903
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2. 本機の点検のしかた

運転・作業を行う前の点検は、次の順序で行ってください。

点検順序 点検箇所 　参照ページ

前日の異常箇所 ●前日の作業中に異常を感じたところはありませんか.................................... 124～130

本機の周りを回ってみて ●各部の変形・損傷・汚れ・ボルトのゆるみはありませんか

●燃料の量と燃料もれはありませんか ...........................................................................95・96

●クローラの損傷・ゆるみはありませんか..........................................................................113

●各部注油箇所の油切れはありませんか.......................................................................92～94

●各部ベルト・チェンのゆるみや折損はありませんか.......110～112・115～116

エンジンルームカバーおよび

ルーム枠カバーを開けてみて

●エンジンオイルの量と汚れ、油もれはありませんか...........................................95・97

●燃料の量と燃料もれ、水もれ、オイルもれはありませんか......................... 96～101

●冷却水の量と水もれ、ホースの損傷はありませんか....................................... 95・101

●エアクリーナの汚れはありませんか ...................................................................................105

●冷却ファンベルトの張りと損傷はありませんか ............................................................111

●エンジン防塵装置のほこりやゴミはありませんか.........................................105・106

●配線コードの被覆のはがれや接続部のゆるみはありませんか.................................109

●マフラおよび連結パイプの亀裂・腐蝕などがありませんか.....................................109

●マフラおよび連結パイプ・カバー内の高温部に可燃物（ワラ屑など）の

　堆積や付着がありませんか

ドライバーシートに座ってみて ●ランプ・メータ・スイッチの作動状態は正常ですか ..........................................31～33

●ドライバーシートの前後位置は作業しやすい位置になっていますか......................42

●マルチステアリングハンドルが、チルト機構により固定されていますか、

　また作業しやすい位置になっていますか.............................................................................44

エンジンを始動してみて ●エンジン始動後に異音はありませんか

●排気ガスの色は正常ですか......................................................................................................114

●各作業クラッチレバー・スイッチの作動状態は正常ですか.............................25～28

●セフティペダルの作動具合は正常ですか.............................................................................29

●マルチステアリングハンドルで機体の旋回が行えますか.............................................29

●刈高さ調節レバーで刈取部の昇降が行えますか ...............................................................25

●ゲート開閉レバーでベーラ部のゲートの開閉が行えますか........................................26

●フレールクラッチレバーで刈取部の駆動停止が行えますか........................................25

●ベーラクラッチレバーでベーラ部の駆動停止が行えますか........................................26

1039507D
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6章 運転・移動のしかた

1. 本機への乗降のしかた

注意

●本機への飛び乗り、飛び降りは、あぶないので行

わないでください。

●エンジンルームがエンジンルームロックレバーで

確実に固定されているか確認してください。

運転席右側より乗降してください。

アームレストとフロントマスクを持って行ってくださ

い。マルチハンドルを持って乗降しないでください。

乗り降りのときには、必ず乗降ステップを下図のよ

うにセットしてください。

［重要］

●移動走行するときや、コンクリート畦畔などの横

で作業するときは、ステップを収納してください。

ステップの破損・変形を防ぐことができます。

2. シート位置の調節のしかた

ドライバーシートの前後位置を、運転者の体格に合

わせて調節してください。

〈調節のしかた〉

1. 前後調節レバーを矢印方向に引き上げてくださ

い。

2. ドライバーシートを、作業しやすい位置に前後移

動してください。

3. 前後調節レバーから手を離してください。ドライ

バーシートが固定されます。

乗降のしかた

フロントマスクアームレスト

P3135801s

乗降ステップ

乗降ステップ操作レバー

P3135815

〈乗降するとき〉

〈収納するとき〉

3135801

ドライバーシート

前後調節レバー
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3. ミラーの調整

左右の側面、後方および刈取部左側が、十分確認で

きるように調整してください。

4. 排気カバーの切替えのしかた

排気カバーを移動時・作業時に合わせて切替えてく

ださい。

〈作業時〉

1. 排気カバーのバックル（2本）を外してください。

2. ロック（4か所）を解除してください。

3. ロッドを内側に絞りながら外側へ倒してくださ

い。

P3135803s

サイドミラーR

サイドミラーL

サイドアンダーミラー

後方ミラー

P3135802s

排気カバー

P3135819s

バックル

ロッド

P3135820s

ロック

ロック
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〈移動時〉

1. ロッドを内側に絞りながら内側にたたんでくだ

さい。

2. 排気カバーのロック（4か所）をしてください。

3. バックル（2本）を取付けてください。

5. マルチハンドルの前後調節のし
かた

マルチハンドルの前後角度を、運転者の体格に合わ

せて調節してください。

〈調節のしかた〉

1. チルトレバーを「解除」位置にしてください。

マルチハンドルの固定がゆるみます。

2. マルチハンドルの前後の角度を、作業しやすい位

置に調節してください。

3. チルトレバーを「固定」位置にしてください。

マルチハンドルが固定されます。

［重要］

●マルチハンドルを調節したときは、チルトレバー

で確実にハンドルを固定してください。

ロッドを内側に絞りながら
内側にたたむ

P3135820s

P3135820s

ロックする

排気カバー

P3135819s

バックル

A3133601
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6. エンジンの始動のしかた

警告

●エンジンの始動および暖機運転は、閉めきった屋

内で行わないでください。やむを得ず屋内で始動

する場合は、十分換気をしてください。排気ガス

による中毒で、死亡事故につながるおそれがあり

ます。

●エンジン始動時は、必ず運転席に座って、スイッ

チとレバーの位置、および周囲の安全を確認して

ください。急に機械が動きだして、傷害事故を起

こすおそれがあります。

注意

●エンジンを始動する前に、運転前・作業前の点検

を行ってください。点検せずにエンジンを始動す

ると、整備不良のために、傷害事故や機械の故障

を引き起こす場合があります。

［重要］

●走行中または作業中にエンジンが停止したとき

は、副変速レバーを「N」（中立）位置にしない

と、エンジンがかからない場合があります。

●作業中にエンジンが停止したときは、キースイッ

チをいったん「切」位置にしてから、再度始動し

てください。

1. ルーム枠カバーを外してください。

2. ウォータセパレータのコックを「開」位置にし

てください。

3. ルーム枠カバーを元通りに取り付けてください。

4. ドライバーシートに座ってください。

5. 主変速レバーを「Ｎ」（中立）位置にしてくださ

い。

6. フレールクラッチレバーとベーラクラッチレ

バーを「切」位置にしてください。

7. エコモード切替スイッチを「切」位置にしてく

ださい。

［参考］

●エコモード切替スイッチが「入」位置でもエンジ

ンは始動できますが、アクセルダイヤルでエンジ

ン回転の調節ができなくなりますので、「切」位置

にしておいてください。

（1）エンジン始動前の確認・準備

コック

ウォータセパレータ

P3133623

閉

開

3133618

フレールクラッチレバー

ベーラクラッチレバー
P3135805

切

切

3133615
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1. 駐車ブレーキがかかっていることを確認してく

ださい。

2. アクセルダイヤルを「高速」位置にしてくださ

い。エンジン回転が上がります。

3. キースイッチにキーを差し込んで、「入」位置に

してください。

［重要］

●キースイッチを「入」位置にすると、液晶コンビ

ネーションメータのヒータパイロットランプが点

灯します。エンジンが冷えているときは、消灯した

ことを確認してから、次の操作を行ってください。

［参考］

●このとき、液晶コンビネーションメータの各ラン

プが、数秒間点灯します。

4. セフティペダルをいっぱいに踏み込んで、キース

イッチを「始動」位置に回してください。

［参考］

●セフティペダルをいっぱいに踏み込むと、駐車ブ

レーキロックレバーが「ブレーキ」位置から「解

除」位置に戻ります。

［重要］

●ベーラクラッチレバーを「切」位置にして、セフ

ティペダルをいっぱいまで踏み込まないと、セル

モータは回りません。

●セルモータは、大電流を消費しますので、10秒以

上の連続使用は絶対にしないでください。

10秒以内で始動しなかった場合は、いったんキー

スイッチを「切」位置に戻し、1 分以上経ってか

ら、再び始動してください。

5. エンジンが始動したら、すみやかにキースイッチ

から手を離してください。キースイッチは、自

動的に「入」位置に戻ります。

［重要］

●エンジン回転中は、絶対にキースイッチを「始動」

位置にしないでください。セルモータが破損する

ことがあります。

（2）エンジン始動操作のしかた

アクセルダイヤル

高速

P3133638

低速

B3038702

「入」位置にする

0
90 100%

RL

ヒータパイロットランプ

2036337_1A

3133619
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7. 暖機運転のしかた

警告

●倉庫や車庫など、閉めきった屋内ではエンジンを

始動しないでください。

エンジンを始動するときは、風通しのよい屋外で

行ってください。やむを得ず屋内で始動するとき

は、十分に換気をしてください。守らないと、排

気ガスによる中毒を起こし、死亡事故にいたるお

それがあります。

1. エンジン始動後、駐車ブレーキをかけてくださ

い。

2. エコモード切替スイッチを「切」位置にして、ア

クセルダイヤルを「低速」位置にしてください。

エンジン回転が下がります。

3. 約5分間は作業をせずに、エンジンをかけたまま

にしておいてください。

［参考］

●寒冷時は、暖機運転を15分以上行ってください。

8. エンジンの停止のしかた

1. 主変速レバーを「N」（中立）位置にしてください。

2. エコモード切替スイッチを「切」位置にして、ア

クセルダイヤルを「低速」位置にしてください。

エンジン回転が下がります。

3. キースイッチを「切」位置にしてください。エ

ンジンが停止します。

4. キーを抜いてください。

［重要］

●主変速レバーが「N」（中立）位置でないときは、

キースイッチを「切」位置にしないでください。

エンジンの再始動が行いにくくなることがありま

す。

アクセルダイヤル

切

P3133638

低速

エコモード切替
スイッチ

3133618

B3038702
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9. 発進のしかた

警告

●できるだけ低速で走行し、急発進・急旋回・急停

止は絶対にさけてください。

●坂道や凹凸、カーブの多い道路では、高速運転し

ないでください。

注意

●発進するときは、周囲に合図をして、安全を確認

しながらゆっくり発進してください。

●作業中および移動時は、安全のためにヘルメット

をかぶってください。

●寒冷時に運転する場合は、エンジン始動後、暖機

運転（15分以上）を必ず行ってください。駐車ブ

レーキワイヤなどが凍結していると、誤動作する

可能性があり危険です。

1. 駐車ブレーキを解除してください。

（30ページ参照）

2. エンジンを始動してください。

（45ページ参照）

3. アクセルダイヤルを「高速」位置にしてくださ

い。エンジン回転が上がります。

［参考］

●エンジン回転数は、必ず液晶コンビネーション

メータの回転計の示す「グリーンゾーン」の回転

数にしてください。

（1）発進前の準備

A3133602

80
90 100%

70

60

50

0

RL

h

F
E 1/2

2036337_1A

回転計 グリーンゾーン
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4. フィットステアリング・刈取昇降スイッチ「上」

側、または刈高さ調節レバーを「上昇」側にし

てください。刈取部が上昇します。

5. 副変速レバーを希望の位置にしてください。

［参考］

●副変速レバーが変速しにくいときは、駐車ブレー

キを解除して、セフティペダルから足を離してか

ら変速操作をしてください。

1. 駐車ブレーキを解除してください。

（30ページ参照）

2. マルチハンドルを右手で持ってください。

3. 左手で主変速レバーをゆっくり前方へ倒してく

ださい。機体が発進します。

1）周囲の安全を十分に確認してください。

2）主変速レバーをゆっくり前方に倒して発進し

てください。

3）発進後、必要に応じて主変速レバーをさらに

前方に倒してスピードを上げます。

［重要］

●本機はHSTミッションのため、走行時はエンジン

回転数を、液晶コンビネーションメータの回転計

が示す「グリーンゾーン」にしてください。

●主変速レバーは、セフティペダルを踏まずに操作

してください。セフティペダルを踏むと、主変速

レバーが「N」（中立）位置で固定されます。

●主変速レバーを「前進」から「後進」、または「後

進」から「前進」に操作する場合は、必ず機体が

完全に停止してから行ってください。動いている

ときに行うと、機械が破損することがあります。

3133620

A3133603

（2）発進操作のしかた

3133618
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10.変速のしかた

1. 主変速レバーを「N」（中立）位置にしてくださ

い。機体が停止したことを確認してください。

2. 副変速レバーを希望の位置にしてください。

［重要］

●副変速レバーを操作する場合は、必ず機体が完全

に停止してから行ってください。動いているとき

に行うと、機械が破損することがあります。

●セフティペダルを踏み込まない方が、スムーズに

変速できます。

●坂道では変速しないでください。

11.旋回のしかた

警告

●副変速レバーを「走行」位置での高速移動時は、

急旋回しないでください。必ず速度を落として

行ってください。守らないと、接触・転倒事故の

おそれがあります。

1. 主変速レバーで走行スピードを下げてください。

2. 旋回したい方向へマルチハンドルを回すと、その

方向へ機体が旋回します。

A3133604

3133618

3133617
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ハンドルの操作量によって、旋回角度の調節ができ

ます。ハンドルを回した側のクローラが徐々に減速

され、約1/4回転で、クローラの速度がゼロになり、

ブレーキターンの状態になります。

さらにハンドルを回すと、徐々にクローラが逆転し

始め、約135度でスピンターンの状態になります。

〈ハンドル切角と旋回状態〉

〈旋回モードの切り替えについて〉

旋回モード切替ノブで、旋回モードを切り替えるこ

とができます。

●「標準モード」位置……乾田作業・移動走行時

●「湿田モード」位置……牧草地・湿田作業時

［参考］

●「標準モード」でも十分に作業は可能ですが、機体

の沈下が著しい場合は、「湿田モード」に切り替え

ると、さらに湿田性能が向上します。

12.停車のしかた

1. 主変速レバーを「N」（中立）位置にしてくださ

い。機体が停止したことを確認してください。

2. 駐車ブレーキをかけてください。

3. アクセルダイヤルを「低速」位置にしてくださ

い。エンジン回転が下がります。

4. キースイッチを「切」位置にしてください。エ

ンジンが停止します。

マルチハンドルの操作量と旋回角度について

D3031304

※図は、標準モードの場合です。

A3133608

旋回モード切替ノブ

※出荷状態は、「標準モード」です。

3133618

A3133602

B3038702



6 章 運転・移動のしかた

52

13.駐車のしかた

1. 平坦で安全な場所に機体を移動してください。

2. フィットステアリング・刈取昇降スイッチを

「下」側、または刈高さ調節レバーを「下降」側

にしてください。

刈取部を地面に接地させます。

3. エンジンを停止してください。（47ページ参照）

4. セフティペダルをいっぱいに踏み込んでくださ

い。

5. 駐車ブレーキロックレバーを手前に引いて、セフ

ティペダルにフック部をかけると、駐車ブレーキ

がかかります。

6. 運転席から離れる場合は、安全のためにキーを抜

いておいてください。

［参考］

●駐車ブレーキをかけると、主変速レバーは「N」

（中立）位置に戻ります。

駐車ブレーキを解除するときは、セフティペダルを

いっぱいに踏み込んでください。駐車ブレーキロッ

クレバーが前方に戻り、フック部が外れて解除でき

ます。

3133620

3135806

セフティペダル

フック部

3135807

駐車ブレーキロックレバー

ロック状態

駐車ブレーキの解除のしかた
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14.移動走行のしかた

警告

●移動走行時はベーラ内部を空にしてください。

●運転者の他に人を乗せないようにしてください。

●発進するときは、周囲の安全を確かめて発進して

ください。

●傾斜地の斜面を斜めに走行したり、平行に走行す

ると転倒や横滑りの原因になります。

また、重なり合った木の葉や草、濡れた鉄板や板

の上も滑りやすいので、十分注意して走行してく

ださい。

●安全のために、ヘルメットを着用してください。

●狭い農道や傾斜地、路肩に草がおいしげっている

所は、路肩に十分注意して、スピードをおとして

走行してください。

注意

●傾斜地の走行、および積み・降ろしをするときは、

UFO自動スイッチを必ず「切」（ランプ消灯）に

してください。機体が急に傾いて転倒し、ケガを

するおそれがあります。

●車高調節レバーで、車高を最も低い位置にセット

してください。車高が高いと、機体の重心が高く

なり、転倒し、ケガをするおそれがあります。

●移動走行時は、刈取部を最上げにしてください。

●移動走行するときは、旋回モード切替ノブを「標

準モード」に切り換えてください。守らないと、

旋回時に自動減速しないため、思わぬ事故を引き

起こすおそれがあります。

●運転席はクローラ全幅より、右側に大きくはみ出

していますので、狭い農道や路肩に障害物がある

ときは、十分注意して走行してください。

［重要］

●移動走行する場合は、乗降ステップを収納してく

ださい。ステップの破損・変形を防ぐことができ

ます。

●移動走行する場合は、ベーラクラッチ「切」位置

にしてください。

1. ベーラの内部を空にしてください。

2. 車高が最下位置にあることを確認してください。

（車高調節レバーを前方に倒すと、車高は低くな

ります。（34ページ参照）

3. エコモード切替スイッチを「切」位置にしてく

ださい。

4. 旋回モード切替ノブを「標準モード」にしてく

ださい。

（1）本機の走行姿勢について

3133615

A3133608

旋回モード切替ノブ

※出荷状態は、「標準モード」です。
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1. 乗降ステップを収納してください。

（38ページ参照）

2. エンジンを始動してください。

（45ページ参照）

3. UFO自動スイッチを「切」位置にしてください。

4. 車高調節レバーを前方に倒し、車高を最も低い位

置にしてください。

5. パトライトをエンジンルームの上に設置してく

ださい。

6. 旋回モード切替ノブを「標準モード」にしてく

ださい。

7. センサソリ調節レバーを「収納」位置にしてく

ださい。

8. 排気カバーを収納してください。

1）ロッドを内側に絞りながら内側にたたんでく

ださい。

2）排気カバーのロック（4 か所）をしてくださ

い。

3）バックル（2本）を取付けてください。

（2）移動走行操作のしかた

A3133608

旋回モード切替ノブ

※出荷状態は、「標準モード」です。

センサソリ調節レバー

収納

低

中

高

P3031237

ロッドを内側に絞りながら
内側にたたむ

P3135820s

P3135820s

ロックする

排気カバー

P3135819s

バックル
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9. アクセルダイヤルを「高速」位置にしてくださ

い。エンジン回転が上がります。（エンジン回転

は、液晶コンビネーションメータの回転計の目盛

が示す「グリーンゾーン」位置に調節してくだ

さい。）

10.フィットステアリング・刈取昇降スイッチを

「上」側、または刈高さ調節レバーを「上昇」側

にして、刈取部を最上げにしてください。

11.駐車ブレーキを解除してください。

（30ページ参照）

12.主変速レバーを「N」（中立）位置にして、副変

速レバーを希望の位置にしてください。

［参考］

●このとき、セフティペダルを踏み込む必要はあり

ません。セフティペダルを踏み込まないほうが、

副変速レバーをスムーズに操作できます。

13.主変速レバーを少しずつ前進方向に倒して、ゆっ

くりと発進し、徐々にスピードを上げてくださ

い。

［重要］

●走行スピードは主変速レバーで調節してくださ

い。

●エンジン回転は、液晶コンビネーションメータの

回転計の目盛が示す「グリーンゾーン」位置を保っ

てください。

●進路変更をするときは、ウインカスイッチで方向

指示器を点滅させ、旋回方向を他の車に知らせて

ください。

●バックミラーで後続車に注意して、追い越しの妨

害にならないようにしてください。

●移動走行中は、作業灯を点灯させないでください。

他の交通の妨害になります。

80
90 100%

70

60

50

0

RL

h

F
E 1/2

2036337_1A

回転計 グリーンゾーン

3133620

A3133604
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15.トラックでの運搬のしかた

警告

●積み・降ろしをする場所は、平坦で安定した、交

通などの危険がない場所を選んでください。守ら

ないと、思わぬ事故の原因になります。

●積込むトラックは、車止めなどで動かないように

処置してください。守らないと、思わぬ事故の原

因になります。

●アユミ板は、基準に合ったものを使用してくださ

い。守らないと、転落事故の原因になります。

●積み・降ろしの機体方向は、積込みは前進、降ろ

すときは後進で行ってください。守らないと、バ

ランスを崩し、転倒・転落事故の原因になります。

●アユミ板の上では、進路変更を絶対に行わないで

ください。クローラがアユミ板から外れて、転倒

するおそれがあります。

●本機の直前・直後には機械が不意に動いたときに

あぶないので、絶対に立たないでください。

●本機がアユミ板とトラックの継ぎ目を越えるとき

は、急に重心が変わるので、十分に注意してくだ

さい。特にスピードの速いときは、転倒のおそれ

がありますので、必ず遅いスピードで行ってくだ

さい。

●トラックの荷台に積込んだ機体は、エンジンを停

止して、駐車ブレーキをかけてください。機体は

丈夫なロープで確実に固定してください。守らな

いと、転落事故の原因になります。

アユミ板は、下記の基準に合ったものを使用してく

ださい。

〈アユミ板の基準〉

●長さ……トラックの荷台高さの4倍以上

●幅………45cm以上

●強度……1 枚が機械の重量に十分耐えられるもの

（本機質量3767kg）

●表面……すべらないよう処理してあるもの

●トラックの荷台に引っ掛けるためのフックがつい

ているもの

①トラックは、本機が荷台内幅に十分収まる大きさ

を準備してください。

②トラックは、平坦で安定した場所で、交通などの

危険がなく、作業が十分に行える広さの場所に停

車してください。

③トラックの変速は「P」または「1速」・「R」位置

に入れ、駐車ブレーキを掛けてください。

④タイヤに車止めをしてください。

⑤トラックの荷台にアユミ板のフックを段差ができ

ないように、確実に掛けてください。

（1）アユミ板について

（2）トラックの準備
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本機の積み込みは、前進で行ってください。

1. 本機は、移動走行と同じ状態にしてください。

［重要］

●乗降ステップは、必ず収納してください。セット

したまま行うと、ステップの破損・変形の原因に

なります。

2. エンジンを始動してください。

3. エコモード切替スイッチを「切」位置にしてく

ださい。

［参考］

●エコモード切替スイッチが「入」位置では、アク

セルダイヤルでエンジンの回転の変更ができませ

ん。

4. 車高調節レバーを前方に倒して、車高を最下位置

にしてください。

5. 本機は、アユミ板の上で進路変更をしないよう

に、アユミ板に対してまっすぐに方向を定めてく

ださい。

6. フィットステアリング・刈取昇降スイッチを

「上」側、または刈高さ調節レバーを「上昇」側

にして、刈取部がアユミ板に接触しないように、

できるだけ上げてください。

7. 副変速レバーを「低速」位置、主変速レバーを

ゆっくり「前進」側に倒してください。機体は

ゆっくり動き始めます。

8. 本機がトラックに積み込まれたら、駐車ブレーキ

を掛けてください。

1. フィットステアリング・刈取昇降スイッチを

「下」側、または刈高さ調節レバーを「下降」側

にしてください。

刈取部をトラックの荷台に接地させます。

2. エンジンを停止してください。

（47ページ参照）

3. 機体左右のロープフック（4か所）に、十分強度

のあるロープをかけて、機体を確実に固定してく

ださい。

機体左側

機体右側（フレーム奥側にフックがあります。）

［重要］

●ロープフック以外には、ロープを掛けないでくだ

さい。

●ロープを強く締めすぎないでください。変形など

のおそれがあります。

（3）本機の積み込みかた

3036019

（4）トラックに積み込んだら

ロープフック
P3133683

P3133685 P3133686
ロープフック

ロープフック

P3133684
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1. 機体を固定しているロープを外してください。

2. エンジンを始動してください。

（45ページ参照）

3. エコモード切替スイッチを「切」位置にしてく

ださい。

4. フィットステアリング・刈取昇降スイッチを

「上」側、または刈高さ調節レバーを「上昇」側

にし、刈取部を最上げにします。

［重要］

●センサソリが「収納」位置になっていることを確

認してください。センサソリがアユミ板などに

引っ掛り、破損するおそれがあります。

●刈取部は最上げにしてください。

アユミ板などに引っ掛り、破損するおそれがあり

ます

5. セフティペダルを踏み込んで、駐車ブレーキを解

除してください。

6. 副変速レバーを「低速」位置にして、主変速レ

バーを後進「1」位置にしてください。機体が

ゆっくりと動き始めます。

7. 本機はアユミ板の上で進路変更をしなくてよい

ように、アユミ板に対してまっすぐに方向を定め

てください。

8. 本機を完全にトラックから降ろしたら、主変速レ

バーを「N」（中立）位置にして、駐車ブレーキ

をかけてください。

9. エンジンを停止してください。

（5）本機の降ろしかた

3133615
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7章 収穫作業前の準備のしかた

1. 収穫できる作物の条件について

作物の状態やほ場の広さなどの条件により、収穫方

法が多少異なります。作業に入る前に作物の状態や

ほ場の広さを確認して、能率よく作業を行ってくだ

さい。

刈取りに適する作物の長さは、130cm以下です。作

業限度は350cm（ソルゴー）です。

［参考］

●作物の状態（茎葉の量や作物の長さ）に合わせ、

作業速度を調節してください。

●ロードモニターの80～90％以下で刈取作業をする

ように作業速度を下げて、負荷を下げてください。

ロードモニターの 100％を超えて作業すると、フ

レール部の回転も下がり、シュート部などに詰まり

やすくなります。

作物にツユが付いていたり、葉がぬれていると、正

常な作業ができないことがあります。ツユが完全に

落ち、葉や茎が乾いてから刈取ってください。（手で

しごいてぬれない状態）

飼料イネの場合は糊熟期～黄熟期です。

水分は65％以下です。（茎葉・子実の全体水分）

［重要］

●熟期が遅れると脱粒しやすくなり、損失が多くな

ります。

●向い刈り…倒伏角85゜以下

●追い刈り…倒伏角70゜まで

［重要］

●倒伏した作物に土が付着している場合は、収穫し

ないでください。サイレージの品質が悪くなりま

す。

●横に倒伏した状態で刈取りを行うと、フレールの

刈幅に対して刈取量が多くなり、フレール部や

シュート部に詰まりやすくなります。向い刈りす

るように刈取方向を調整してください。

●追い刈りをすると、株元が倒伏し刈取った跡が高

刈りになります。向い刈りするように刈取方向を

調整してください。

作物の長さ

作物のぬれ

作物の収穫適期

A2037556

350cm

130cm 以下

作物の倒伏状態

3030615
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〈飼料イネ・麦類・牧草など〉
◎…作業良好　　○…作業可　　△…条件により作業可　　－…作業不可（別体系推奨）

〈コンバインの排出ワラ拾い上げ〉

注1：刈落ししたイネや牧草などを、旋回時や転回時に踏

んでしまうので、ほ場外周部（旋回枕）はダイレク

トカットで刈取りし、ほ場中央（外周以外）を予乾

（刈落し、拾い上げ）作業を推奨します。

注 2：本機での刈落し又はコンバインでの刈取時には高刈

り（15 ～ 20cm）することで、イネや牧草の乾燥

が進みます。また、拾い上げ時に高刈りした株元と

一緒に、拾い上げることで詰まりにくく作業できま

す。

注3：集草時に草がからみ、拾上げ時にフレール部に詰ま

りやすくなります、また、刈幅に対し処理量が多い

のでフレールおよびシュート部に詰まりやすいの

で、トラクター用のロールベーラを使用してくださ

い。

注 4：6 条刈以上のコンバインでは、刈幅に対し処理量が

多いので詰まりやすくなります。30～40cm程度に

コンバインから排出するときに切断し、車速を落と

して拾い上げてください。

注5：ほ場外周部（旋回枕）部はコンバインでの旋回時に

ほ場が荒れていますので、土が混入しないよう十分

注意して作業してください。ほ場が固い場合は、集

草列（ウインドロー）を作り、トラクター用のロー

ルベーラで作業することを推奨します。

注6：牧草やスーダン、ソルゴーは水分量が高く、ベーラ

部のベルトの中などに塵がたまりやすいので、コマ

メに清掃しながら作業を行ってください。

注 7：子実のロスや刈取時の負荷が大きく機械を破損させ

ることがあります。トラクター用などの専用機

（フォレージハーベスタ）を使用してください。

注8：籾の損失が多くなりますので、ダイレクトカットを

推奨します。

注9：拾い上げ時のロスが多いので30～40cm程度に切

断したほうが、拾い残しも少なく作業できます。

注 10：無切断だとダクト部へ詰まりやすいので、30 ～

40cm 程度にコンバインから排出するときに切断

した方が 詰まりにくく、拾い残しも少なく作業で

きます。

注11： 2 ～ 3 条刈りの自脱型コンバインでの無切断ワラ

の拾上げでは、排出したワラが重なり合うので、

上図のように上のワラから順番（A・B・C の順

番）に拾い上げてください。逆に拾い上げると拾

い残しや詰まりやすくなります。

適応作物一覧表

飼料 飼料イネ
飼料用稲

麦類 牧草
スーダン
ソルゴー

デントコーン
注7作業体系

ダイレクトカット ◎
○

注6

－予乾（刈落し・拾上げ）
注1・2

サイレージ・中水分
○

注8
○

注6

半乾燥・低水分
○

注8
◎

集草列（ウインドロー）注3 －

飼料 稲ワラ
麦ワラ作業体系

自脱型コンバインの
排出ワラ
5条刈以下
注2・4・5

～20cm以下
○

注9

20～50cm ◎

50cm～無切断
△

注10・11

汎用型コンバインの
排出ワラ
5条刈以下
注2・4・5

細断
（～30cm程度）

◎

無切断
△

注10・11

A

3135815

B C
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2. 収穫作業ができるほ場の条件に
ついて

①ぬかるみの度合い

足の沈み（15cm）までのぬかるみであれば作業で

きますが、一度通ったクローラ跡は、できるだけ通

らないようにしてください。

②雑草の状態

雑草が多くても、刈取作業には支障はありませんが、

ほ場内に雑草が多いとサイレージの品質が低下する

場合があります。ほ場内の除草を定期的に行ってく

ださい。

③傾斜角

ほ場の傾斜角度が 5°以上の場合は収穫作業はしな

いでください。

3. 刈取方法について

危険

●刈取作業をするときは、周囲に十分注意をはらい、

特に子供を近寄らせないでください。回転物に巻

き込まれたり、旋回時の接触事故など大変危険で

す。

警告

●後進するときは、後方の安全確認をし、低速で移

動してください。

●異常が発生したときは、すぐにエンジンを停止し、

駐車ブレーキをかけて、作業関係レバー・スイッ

チを全て「切」位置にしてから点検してください。

●ワラクズなどを取り除く場合や、作物が詰まった

場合は、必ずエンジンを停止し、駐車ブレーキを

かけて、作業関係レバー・スイッチ類を全て「切」

位置にしてください。

●二人以上の共同作業では、ホーンなどでお互いに

合図し合ってから行ってください。思わぬ傷害事

故の原因になります。

3030616
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2通りの収穫体系ができます。

作物やほ場の条件に合わせて選択してください。

1. ダイレクトカット収穫：

刈取り～梱包まで一行程で行う。

2. 予乾収穫：

刈取り～刈落としの後、予乾して、拾い上げ～

梱包する。

［重要］

●飼料イネの場合は、予乾収穫体系は行わないでく

ださい。籾の損失率が多くなります。

●予乾収穫体系の拾い上げのときは、少し拾い残し

があります。

●集草列（ウインドロー）の拾い上げは、集草時に

草がからみ、拾上げ時にフレール部に詰まりやす

くなります。トラクター用のロールベーラを使用

して収穫してください。

刈取方法は、ダイレクトカット収穫体系・予乾収穫

体系とも同じです。

植付け条に沿って刈取るのが原則です。従って2方向

刈りを基本とし、次の要領で刈取ってください。

1. あぜぎわから、左回りで低速で刈り取ってくださ

い。

［参考］

●あぜぎわが刈取れない場合は、周囲3～4条を残し

て、左回り刈りをしてください。

●ほ場の出入口の関係で右回り刈りをする場合も、

左回り刈りと同じ要領で行ってください。

●左回りであぜぎわ1周目を刈り終わったあと、2周

目は右回り刈りをすると、あぜぎわ刈りで排出し

たベールを寄せたり、ほ場から搬出しなくてすみ

能率的な作業ができます。

3周目からは、左回り刈りで行ってください。

収穫体系

作物水分 ほ場状態 収穫体系

適　正
乾いている

ダイレクトカット収穫
湿っている

多　い
乾いている 予乾収穫

湿っている 作業できません

刈取方法

3030617
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2. ほ場の四隅は3～4回斜め刈りをしてください。

［参考］

●本機の取扱いに慣れてきたら

あぜぎわで、刈取部が平行になるように方向修正

をすると、手刈りをしなくてすみます。

［重要］

●あぜぎわでは、刈取部が土かみしないように注意

してください。

●方向修正は、ゆっくり行ってください。また、後

進するときは未刈り株を踏まないように注意して

ください。

［参考］

●四隅を手刈りするときは、下図のようにしてくだ

さい。

※刈始めのみ3m×5mを手刈りしてください。

3. 切り返しを行い、左回りで刈り続けてください。

［重要］

●方向転回時にクローラで土を寄せてしまうので、

未刈り株に土がかからないように離れて大きく転

回してください。

4. ほ場の両端で回行できるようになったら、2方向

刈りを行ってください。

2方向刈り

5. あぜぎわ3～4条を残した場合は、あぜぎわ刈り

をしてください。あぜぎわ刈りは、低速で右回

りで刈取ります。

あぜぎわ刈り

2034409

3030618

3030622

1037010C

2037732

2037733



7 章 収穫作業前の準備のしかた

64

〈広いほ場の場合〉

能率よく作業するために、広いほ場などは、中割作

業をしてください。

中割り

〈ダイレクトカット収穫体系〉

●乾いたほ場（乾田）…10cm

●湿ったほ場（湿田）…15cm

［参考］

●株元は土が付着したり水分が高く、サイレージ品

質を低下させるので、高刈りを行ってください。

〈予乾収穫体系〉

●刈落とし……15cm

●拾い上げ……10cm

条合わせの目安は、ダイレクトカット収穫体系・予

乾収穫体系とも同じです。

〈30cm条間の場合〉

回り刈り・中割り

●刈取部を未刈株の横に合わせてください。

〈33cm条間の場合〉

回り刈り・中割り

●刈取部を未刈株の横に合わせててください。

［参考］

●左回り刈りのときは、右の未刈株を残さないよう

に刈取りをしてください。

右回り刈りのときは、左の未刈株を残さないよう

に刈取りをしてください。

刈高さの目安

2037734

条合わせの目安

3030619A

3030619
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4. 本機の準備のしかた

使用できるネット

長さ：2000m

直径：240mm

ネット幅：1040～1055mm

コア（芯）幅：1080mm

ネットロールは、純正のものを使用してください。

［重要］

●純正品以外を使用した場合、取付不可・切断不良・

巻付発生等の原因となり、機械の故障につながる

おそれがあります。

また、早期にナイフの切れが悪くなることもあり

ます。

●ネットロールは、直射日光を避け、雨などで濡れ

ない場所に保管してください。

濡れてしまうと、繰出不良・巻付発生などの原因

となります。

5. ネットの通しかた

注意

●ネットナイフが不意に作動しないようにナイフ

アーム先端のラッチがストッパにかかっているか

確認するとともに歯止めをし、ナイフが切断状態

にならないように固定してください。

［参考］

●ネットの巻数は、アームの取付位置で3巻・5巻・

8巻に調整できます。

ネットの準備

部品名称 部品コード

NET1020 1326480000

結束ベール数目安

3 巻…150 ベール

5 巻…100 ベール

8 巻…70 ベール

3133616

P3135822

ラッチ

ナイフアーム

P3133651

ストッパ

8巻

5巻

3巻

アーム

ラッチがストッパに
かかっているか確認

ラッチストッパ

P3135823
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1. エンジンキーを「ON」位置にしてください。

2. ネットセットスイッチを「ネット開放」位置に

してください。

3. ネットロールを図のように通して、繰出しローラ

へネット先端を挟み、繰出しローラを回して、先

端を5～10cm程度出してください。

［重要］

●ネット先端を出しすぎると満了前にネットがベー

ルに引き込まれて結束が始まったり、他の部品に

引っかかって繰出し出来なかったりする場合があ

ります。

4. ピンを外して、グリップを前へ押しながらセット

レバーを前後に動かします。

ラッチがストッパに「カチッ」と音がして、か

かっているのを確認してセットレバーをピンで

固定します。
ネットセットスイッチ

P3135899

ネットセット

ネット開放

P3133652A

ピン

P3135824

グリップ

セットレバー

ラッチがストッパに
かかっているか確認

ラッチストッパ

P3135823
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5. ネットセットスイッチを「ネットセット」位置

にしてください。

6. エンジンキーを「OFF」にしてください。

［重要］

●ゴムローラ下のネット端が長いとベーラ満量前に

ネットがベールに引き込まれ、結束がはじまる場

合があります。

切断長は収穫体系別に受刃のセット位置で調節しま

す。

・「ダイレクトカット」、「拾上げ」作業

機体後方側の「ダイレクトカット」位置に調節し

てください。

・「刈り落し」

機体前方側「刈り落し」又は中央位置に調節して

ください。（稲ワラの刈り落しは前側の「刈り落

し」にします）

1. 受刃カバーを開けてください。

2. 受刃ロックレバー L・Rを「解除」位置にしてく

ださい。

3. 取手を持ち任意の位置で、ロックレバー L・Rを

「ロック」位置にしてください。

4. 受刃カバーを閉じてください。

［重要］

●ロックピンを確実にセットしてください。セット

が不十分だと受刃が破損します。

●予乾収穫体系の刈り落しで、前方「刈り落し」位

置で詰まるような場合、中央位置にしてください。

●コンバインからの排出する稲ワラ拾上げ作業で

は、刈取り時に30～40cm程度に切断し排出して

ください。乾燥すると、梱包対象物の重量が軽く

なるために拾い上げの勢いが弱くなり、シュート

に詰まりやすくなります。特に切断長が短いと、

この傾向が顕著になります。

切断長の調節

ネットセットスイッチ

P3135899

ネットセット

ネット開放

受刃カバー

取手

P3031222

ロック

ダイレクト拾い上げ
P3031218

解除

受刃ロックレバー

刈り落し
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1. ナイフ切断位置で取付ボルトをゆるめて、ナイフ

の先端がシャバー角部と 5mm になるように

シャバーを押しボルトで調節してください。

2. ナイフとシャバーのすき間が0.05mm以下にな

るように押しボルトで調節してください。

3. 調節後、取付ボルト、押しボルトのロックナッ

トを締め付けて固定してください。

取付ピン・平頭ピンにて「低」位置へ組み付けます。

「収納」にするときは、刈取下げストッパを反対向き

に取り付けてください。

〈センサソリ調節レバー〉

センサソリ調節レバーを希望の感知高さに合わせ、

オートセット調整レバーや刈高さ調節レバーで調節

してください。

ネットナイフとシャバーの調節

ナイフ

P3133660

押しボルト ロックナット シャバー

3133622

3133623

刈取下げストッパの調節

センサソリの調節

平頭ピン

取付ピン

P3133659

低 中 高

刈取下げストッパ
P3031266

センサソリ調節レバー

P3031237
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目安（乾田）

〈センサソリ調節スプリング〉

切株の条件により、センサソリ調節スプリング（左・

右各1か所）の掛け位置を調節してください。

目安

［参考］

●ほ場が軟かく機体が沈下するときは、刈取下げス

トッパを希望の刈高さより、高い設定にしてくだ

さい。

●切株が硬く OK リフトが働き続けるときは、セン

サソリ調節レバーを「収納」位置にしてください。

刈高さが徐々に高くなっていきます。

●ほ場が軟かくて OK リフトが働きにくいような場

合は、センサソリ調節レバーを希望の高さより高

い設定、または「収納」位置にし、刈高さ調節レ

バーで調節してください。

ネット繰出しスイッチを「自動」位置にしてくださ

い。

刈高さ（cm） センサソリ調節レバー

5 収納

10 低・中

15 中・高

切株 掛け位置

硬い 強

通常 中

軟かい 弱

収納

センサソリ
P3031271

低

中

高

P3031270A

ネット繰出しスイッチの切替

ネット繰出しスイッチ
P3135899

強制

切

自動
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ほ場の状態に合わせて旋回モードを切り替えてくだ

さい。

旋回モード切替ノブは、主変速レバーを「N」（中立）

位置、ステアリングハンドルを「中立」にして操作

してください。

●ノブを押し込む…標準モード（スピンターンする）

●ノブを引き出す…湿田モード（スピンターンしない）

マグネット式になっていますので、ハーネスをはさ

まないように設置してください。

作業時………エアシュート上面。

作業時以外…エンジンルーム右上面。

作業時

作業時以外

［重要］

●設置した後は、刈取部を上下させても落下しない

ことを確認してください。

●運搬・移動時や本機にシートを掛けるときなど作

業時以外は、エンジンルーム右上に設置してくだ

さい。

エアシュート上面やコンベアカバーでは落下して

破損することがあります。

旋回モード切り替え

標準モード 湿田モード

旋回時の車速 減速する 減速しない

副変速「標準」
での旋回

スピンターンする
（小回り）

スピンターンしない
（大回り）

乾いたほ場
での旋回

◎ ○

ぬかるみ
での旋回

○
※ハンドルを切りすぎ

ない

◎
（旋回力大）

牧草地での旋回
※牧草の再生に

影響があるの
で、ハンドルを
切りすぎない

○ ◎

移動走行性能 ◎ ×（使用不可）

車庫入れ性能 ◎ ×（使用不可）

A3133608

旋回モード切替ノブ

※出荷状態は、「標準モード」です。

パトライトの設置

パトライト

P3135816

パトライト

P3135826
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6. ほ場への出入りのしかた

●副変速レバーを「低速」位置、主変速レバーを

「1」位置にしてください。

●エコモード切替スイッチを「切」位置にしてくだ

さい。

●刈高さ調節レバーまたは、オートリフトスイッチ

で刈取部を最上げにしてください。

●ベーラクラッチレバーを「切」位置にしてくださ

い。

●あぜに対して直角に出入りしてください。

●10cm以上の高いあぜの場合は、アユミ板を使用

してください。

〈急な坂道の場合〉

●進行方向

●移動速度

副変速レバー「低速」位置、主変速レバーは最低

速（「N」～「1」）でゆっくり登り降りしてくだ

さい。

警告

●急な坂道の場合は、進行方向や速度を誤ると、転

倒してケガをするおそれがあります。必ず上記の

方法に従ってください。

［重要］

●ほ場へ入るときは、必ずフレールクラッチレバー

を「切」位置にしてください。機体が不用意に前

傾するとフレールカッターで土をかみ込むおそれ

があります。ベールに土が混入したり、シュート

内面に付着し、詰まりの原因になります。

進行方向
登　り 前　進

降　り 後　進
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8章 収穫作業のしかた

本機によるダイレクト収穫（刈取り～梱包）と予乾

収穫（刈取り～刈落とし、乾燥後拾い上げ～梱包）

作業の基本的な準備と作業要領を説明しています。

1. ダイレクトカット収穫作業の
しかた

［重要］

●本製品の性能を十分に発揮させるため、雨降り時

や雨上がり直後のほ場・ぬかるみのある軟弱なほ

場では作業を行わないでください。

1. エンジンを始動してください。

（45ページ参照）

駐車ブレーキを解除してください。

（30ページ参照）

2. 刈取部昇降ロックレバー、ゲート開閉ロックレ

バーを「開」位置にしてください。

3. 刈高さ調節レバー、またはオートセットスイッチ

で刈取部を希望の位置に下げてください。

（34・35ページ参照）

4. 副変速レバーを「標準」または「低」位置に入

れてください。

5. エコモード切換スイッチを「入」位置、または、

アクセルレバーでエンジン回転を 2500rpm に

設定してください。

6. ベーラクラッチレバー、フレールクラッチレバー

を「入」位置にしてください。

閉

刈取部昇降ロックレバー

P3133655

開

ゲート開閉ロックレバー

P3133637

開

閉

副変速レバー

P3133638

入

エコモード切換スイッチ
P3133638

フレールクラッチレバー

ベーラクラッチレバー
P3135805

入

入
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［重要］

●スタンバイスイッチを押して緑色のランプが点灯

しているのを確認してください。

7. 主変速レバーをゆっくり前側に倒して、刈り始め

てください。

［重要］

●収量が多いところでは、作業速度を落として作業

してください。

作業速度が速いと詰まりの原因となります。

●ロードモニターの80～90％以下で刈取作業をす

るように作業速度を下げて、負荷を下げてくださ

い。

ロードモニターの100％を超えて作業するとフレー

ル部の回転も下がりシュート部などに詰まりやすく

なります。

8. ベーラが満量になるとブザーが連続して鳴り、パ

トライトが点灯します。

9. 主変速レバーを「N」位置にして、停止してくだ

さい。

［参考］

●次工程の刈取りまで、排出したベールを運搬しな

いときは、少し後進し機体後方を右に振ってから

停止してください。（左回り収穫時）

このとき、刈取バックアップが働き、刈取部が上

昇します。

●ブザーが鳴り終わるとネットが繰出され、結束を

開始します。

10.ネット巻付が終了したことを確認してください。

（ナイフ作動時の音または、ナイフアーム位置が

後位置にあるのを確認してください）

11.後方の安全を確認し、ゲート開閉レバーを「開」

側に 1 秒程度入れてゲートを開きベールを排出

してください。

スタンバイスイッチ

P3135805

パトライト

P3135816

ナイフアーム

P3135827

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉
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12.排出が終了したら、ゲート開閉レバーを「閉」側

に1秒程度入れてゲートを閉じて、パトライトの

消灯およびブザーが一瞬鳴るのを確認して、次の

刈取りをはじめてください。

［重要］

●自動でゲート開閉動作中に動作を停止させたいと

きは、ゲートの動きと　逆の方向へレバーを操作

することで停止できます。

例）ゲートが自動で開いている時に閉じる側にレ

バーを操作すると停止します。

●ゲートを閉じたときにナイフアームが初期位置

（矢印マーク側）にあるのを確認してください、次

回結束時にネットが詰まることがあります。

ゲートをいっぱいまで開けずにベールを排出する

と、ナイフがスタンバイ位置に戻らないために、次

回結束時にネットがナイフ部分で詰まることがあり

ます。

その場合には、以下の手順で作業してください。

1. エンジンを停止してください。

2. 本機右後方のカバーを開け、下図の「A」のレ

バーを突き当たるまで、機体前方へ押してくださ

い。ナイフがスタンバイ位置にセットされます。

3. 詰まっているネットを取り除いてください。

4. ネットを正規の状態にセットしてください。

5. エンジンを始動し、ベーラクラッチを「入」位置

にし、ネット繰出しスイッチを「強制」側に1～

2秒倒してください。ベールの結束が行えます。

ナイフアーム

P3135827a

ナイフ部分にネットが詰まった場合

機体前方へ押す

A

P3133687
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［参考］

●ベール排出のとき後進した場合は刈取バックアッ

プ装置が作動し、刈取部が上昇しますので、刈り

高さ調節レバーを「下げ」位置または、オート

セットスイッチを押して、刈取部を下げて作業を

始めてください。

手動でネットの繰出しをします。

1. ネット繰出しスイッチを「強制」側に1～2秒間

倒すと、結束を開始します。

結束が開始できないときは、もう一度1～2秒間

倒してください。

［参考］

●「強制」側に倒したあと手を離すと「切」位置に

戻ります。

2. ネット巻付終了を確認してください。

（ナイフ作動時の音または、ナイフアーム位置が

後位置にあるのを確認してください）

3. ベールを排出してください。

［重要］

●ベーラクラッチレバーは、「入」位置にして行って

ください。

●ベールが回転していないときは、結束できません。

引続き作業を行うとき

フレールクラッチレバー

P3135805

入

3133613

ベーラが満量にならずに刈取りを終了した
ときの結束のしかた

ネット繰出しスイッチ
P3135899

強制

切

自動
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フレールクラッチレバー、ベーラクラッチレバーを

「切」位置にし、エンジンを停止してください。

1. フレールクラッチレバー、ベーラクラッチレバー

を「切」位置にし、1～2m後進して、停止して

ください。

2. 刈高さ調節レバーを「下降」位置にし、刈取部

を下げてください。

3. エンジンを停止してください。

4. 刈取掃除口カバー、コンベア掃除口を開けて掃除

をしてください。

〈コンベア部の作物の詰まりの場合〉

1. 1～2m後進して、停止してください。

2. ゲート開閉レバーを「開」位置にして、ゲート

を開けてください。

3. フレールクラッチレバー、ベーラクラッチレバー

を「切」位置にしてください。

4. ゲート開閉ロックレバーを「閉」位置にしてく

ださい。

5. ベーラ内から、コンベア上の草を掃除をしてくだ

さい。

〈作物が詰まった場合〉

●取り除いた作物は、まだ作業していない場所にば

らまいてください。

〈泥かみの場合〉

●刈取部、シュート内面に付着した泥をきれいに取

り除いてください。

［重要］

●泥の付着した作物は、再び収穫しないようにして

ください。発酵品質が低下します。

作業中にネットが無くなった場合は、以下の手順で

作業してください。

1. エンジンを停止してください。

2. 新しいネットを通しかたに注意して取り付けて

ください。（65ページ参照）

3. エンジンを始動しベーラクラッチを「入」位置

にし、ネット繰出しスイッチを「強制」側に1～

2秒倒してください。ベールの結束が行えます。

全ての作業が終了したら

刈取部の作物の詰まり・泥かみの場合

スタンド

刈取掃除口カバー

P2136442

コンベア掃除口

P3133675

結束途中でネットが無くなった場合
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フロントカバー R 内のベーラ駆動チェン部にありま

す。切断した場合は、付属または、純正（指定）の

シャーボルトに交換してください。

1. フレールクラッチレバー・ベーラクラッチレバー

を「切」位置にし、エンジンを停止してください。

2. 切断したシャーボルトが残っている場合は、取り

除いてください。

3. 六角部にスパナをかけて、左右どちらかに回転さ

せ2枚の円板のシャーボルト穴を合わせます。

4. シャーボルト（ボルト・ナット）を組み付けます。

［重要］

●使用するシャーボルトは、必ず純正（指定）のボ

ルトを使用してください。

純正以外のボルトを使用すると、本機が破損した

り、故障の原因になります。

［参考］

●シャーボルトがよく切断する場合収穫物の詰まり

などで、負荷が増加していると思われます。

スチールローラ部、成形ベルト部などの詰まりが

ないか確認し、取り除いてください。

●シャーボルトの予備は、円盤の下側に 3 セット取

り付けできます。

2. 予乾収穫作業のしかた

注意

●予乾して、梱包する作物（牧草）を梱包後にラッ

プしない場合には、水分20％以下で行ってくださ

い。20％以上の作物を梱包し、ラップしないで保

管すると、自然発火やくん炭化するおそれがあり

ます。

［重要］

●本機の本来機能は飼料稲のダイレクトカット収穫

作業（青刈り）であり、予乾収穫作業はダイレク

トカット収穫作業に比べて、作業能力がかなり低

下するために、作業方法もかなり限定的なものに

なります。

特に乾燥した切断長の短い作物（切ワラ）の場合

は、以降の作業のしかたに留意して作業を行って

ください。

●特に乾燥した稲ワラや麦ワラ、牧草などの拾上げ

作業時には、チリや土ほこりが飛散しやすくなり

ます。防塵マスクや保護メガネなどを着用し作業

を行ってください。

飛散しているチリや土ほこりが目や口に入ると、

健康を害するおそれがあります。

1. ピンを外して、ベールイジェクタを外してくださ

い。

2. 切断長の設定を確認してください。

（67ページ参照）

ベーラ部のシャーボルトが切断した場合

シャーボルトナット

P3031203

六角部

刈取り～刈り落し作業

ピンを外して、
ベールイジェクタを外す

P3135828a
ベールイジェクタ
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3. 受刃位置を「刈り落し」側に調節してください。

4. オートセットの刈高さを「高」位置、センサソ

リ調節レバーを「中」または「高」位置に設定

してください。

［参考］

●刈高さを高くすると、乾燥を促進し、拾い上げの

効率が良くなります。

5. 梱包圧切替えスイッチを梱包圧「高」（刈り落し）

位置にしてください。

6. ゲート開閉レバーを「開」側にし、ゲートを

50cm程度開けてください。

7. ゲート開閉ロックレバーを「閉」位置にしてく

ださい。

［参考］

●5m 程度試し刈りをして、作物が詰まるような場

合は受刃位置を「中」位置にしてください。

8. 以降の刈取り作業は「1.ダイレクトカット収穫作

業のしかた」（72ページ参照）と同じ要領で行っ

てください。

［参考］

●刈り落ししたイネや牧草などを旋回時や転回時に

踏んでしまうので、ほ場外周部（旋回枕）はダイ

レクトカットで刈取し、ほ場中央（外周以外）を

予乾（刈落し、拾上げ）作業を推奨します。

ロック

ダイレクト拾い上げ
P3031218

解除

受刃ロックレバー

刈り落し

梱包圧切替スイッチ

P3135899

梱包圧「低」 梱包圧「高」
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1. ベールイジェクタを差し込みピンで組付けてく

ださい。

2. 切断長の設定を確認してください。

（67ページ参照）

3. 受刃位置を「拾い上げ」側に調節してください。

4. オートセットの刈高さを「低」位置、センサソ

リ調節レバーを「低」に設定してください。（拾

い上げ高さ10cm）

5. ゲート開閉レバーを「閉」側にし、ゲートを閉

じてください。

6. シュート内面の泥や付着物を取り除いてくださ

い。（76ページの「刈取部の作物の詰まり・泥か

みの場合」参照）

［重要］

●刈取部を下げ過ぎて土を噛んでしまった場合、搬

送部の面に張り付いた土により、梱包対象が搬送

部の面を滑れなくなります。その場合、面に張り

付いた土をきれいに取り除かないと、必ず詰まり

ます。

7. 作業速度を下げて作業してください。

［重要］

●刈取作業は副変速「標準」位置・主変速を最大に

しても作業可能ですが、拾い上げ作業では副変速

「標準」・主変速を低速にして、作業速度をかなり

落として作業する必要があります。

8. 以降の作業は「1.ダイレクトカット収穫作業のし

かた」（72ページ参照）と同じ要領で行ってくだ

さい。

［参考］

●刈り落しと同じ方向で拾上げると、クローラで踏

んだ株元を刈るときに追い刈りとなり、刈り高さ

が不均一になります。刈り落しと逆方向で拾い上

げし向い刈りする方が、刈り高さが均一になりや

すいです。

拾い上げ～梱包作業

ピンを差し込み、
ベールイジェクタを組み付ける

P3135828a
ベールイジェクタ

ロック

ダイレクト拾い上げ
P3031218

解除

受刃ロックレバー

刈り落し

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉
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3. 警報装置が作動したときの処置のしかた

警告

●詰まりなどを除去する場合は、必ずエンジンを停止し、駐車ブレーキをかけてから行ってください。

名　称 警報の方法 処　　　　　　　置 点検・整備

1
オーバー
ロード

ホーンが鳴る
エンジン負荷が過負荷になっています。速
度を落としてください。

2 ベーラ満量
ブザー（連続）と同時に
パトライト点灯

ベーラ内が満量になっています。収穫を中
止してベールを排出してください。

3 チャージ
ランプ点灯と同時に
ブザーが鳴る

キースイッチが「入」位置で点灯し、エンジ
ン始動と共に消えるのが正常です。運転中
の点灯は、バッテリへ充電されていません。
充電回路の異常を調べてください。

●冷却ファンベルトの点検。
●ジェネレータの点検。

4 油圧
ランプ点灯と同時に
ブザーが鳴る

キースイッチが「入」位置で点灯し、エンジ
ン始動と共に消えるのが正常です。運転中
の点灯は、オイル量が正常か確認し、下記
の点検を行ってください。
・油圧スイッチの点検。
・オイルポンプの点検。

●オイル補給。

5 水温
ランプ点灯と同時に
ホーンが鳴る

すみやかに本機を停止し、作業クラッチを
「切」、エコモード切替スイッチを「切」位置
にして、エンジン回転をローアイドリング

（低回転）に下げ、冷却運転をしてくださ
い。警報表示が消えてからエンジンを停止
し、エンジンが十分に冷えてから適正な処
置を行ってください。
また、過負荷運転の場合は、負荷を軽くし
てください。（作物の状態に応じて、適切な
作業速度を選んでください。）

●冷却水の量。
●ラジエータファンベルトのゆるみ。
●水もれの有無。
●エンジン防塵装置のゴミの掃除。
●ロータリースクリーンの点検。
●エンジンオイルの点検。

6 ベーラゲート
ブザー（連続）と同時に
パトライト点灯

梱包圧「低」位置およびゲートが開いた状
態で、エンジンを始動またはキースイッチ

「入」でベーラ満了と確認し、ブザーが鳴り
ネットが繰り出されてしまいます。
梱包圧「高」位置にして、エンジンを始動し
なおしてください。
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4. 自動装置について

刈取作業を行う前に、自動装置について説明します。

自動装置を使って、能率の良い作業を行ってください。

オートリフト・オートセットボタンを押すだけで、

設定している高さに刈取部が上昇・下降します。

〈操作のしかた〉

1. エンジンを始動してください。（45ページ参照）

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. オートリフトボタンを押してください。

刈取部が設定位置まで上昇します。

［参考］

●刈取オートリフト装置で刈取部が上昇中に刈高さ

調節レバーを操作すると、手動操作が優先します。

再度刈取オートリフトを行う場合は、オートリフ

トボタンを押してください。（自動復帰無し）

〈刈取オートリフト位置の設定のしかた〉

ボルトを緩め、スイッチベースをスライドさせるこ

とによりオートリフト時の高さを調整できます。

〈刈取オートセット装置の操作のしかた〉

1. エンジンを始動してください。（45ページ参照）

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3．オートセットボタンを押してください。

刈取オートリフト・刈取オートセット装置

ベーラクラッチレバー
P3135805

入

3133613a

ボルト

オートリフト感知スイッチ

P3133661

ベーラクラッチレバー
P3135805

入

3133613b
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〈刈取オートセット位置の設定のしかた〉

刈高さ設定レバーにより、オートセット位置を調節

できます。

車高水平制御装置は、ほ場の条件が変化してもつね

に本機を水平に保つ装置のことです。また、傾斜角

調整ダイヤルにより、機体を希望の角度に調節でき

るので、精度の高い刈取作業が行えます。

注意

●路上や傾斜地での走行、およびトラックなどへの

積み・降ろしをする場合は、必ずベールクラッチ

レバー・フレールクラッチレバーを「切」位置に

して、車高調節レバーで車高を最も低い位置に

セットし、UFO自動スイッチを「切」（ランプ消

灯）にしてください。機械が急に傾いて転倒し、

ケガをするおそれがあります。

〈操作のしかた〉

1. エンジンを始動してください。（45ページ参照）

2. 傾斜角調節ダイヤルを「水平」位置にしてくだ

さい。

3. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

4. UFO自動スイッチを押して「入」（ランプ点灯）

にしてください。本機を自動水平制御します。

車高水平制御（UFO）装置

刈高さ高い 刈高さ低い

P3133650

オートセット刈高さ設定レバー

A3133612

3036032

ベーラクラッチレバー
P3135805

入

3036033
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5. 本機を左に傾斜させたいときは、傾斜角調節ダイ

ヤルをゆっくり 側へ回し、右に傾斜させたい

ときは 側へ回してください。

6. 本機の車高を調節するときは、車高調節レバーを

前後に操作してください。

（このとき、水平制御は右側の車高（水平制御の

基準高さ）を保持するように行われます。）

［参考］

●車高水平制御装置には、手動優先回路が組み込ま

れているので、自動制御中でも車高調節レバーを

操作すると、手動で機体の角度変更や昇降が行え

ます。

●車高水平制御装置は、自動・手動ともに左右のク

ローラの高さを上下することで傾きを制御してい

ます。

注意

●ベーラクラッチレバーを「入」位置にしたり、UFO

自動スイッチを「入」（ランプ点灯）にしたとき

に、機体が昇降することがあります。周りに障害

物がないことを十分に確認してから操作を行って

ください。

［参考］

●車高調節レバーで本機の傾きを変えても、水平制

御の基準となる高さは変わりません。

［重要］

●車高検出センサにワラ・雑草がからんだり、泥が

詰まっていると、適正な制御が行われないことが

あるので、必ず取り除いてください。

●本機を水洗いする場合は、スイッチ・パネル・コ

ントローラ付近に水がかからないように注意して

ください。

3036020

3036019

車高検出センサ

P3133662
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注意

●移動走行時およびトラックなどへの積み・降ろし

の場合は、必ずベールクラッチレバー・フレール

クラッチレバーを「切」位置にし、エコモード切

替スイッチを「切」位置にしてください。車速が

かってに変化することがあり、危険です。

●自動定回転装置は、自動的にエンジン回転を液晶

コンビネーションメータの回転計の目盛が「グ

リーンゾーン」位置（定格回転：2500rpm）に

保つ制御装置です。

〈操作のしかた〉

「入」（自動定回転装置）

1. エンジンを始動してください。（45ページ参照）

2. エコモード切替スイッチを「入」位置にしてく

ださい。（自動的にエンジン回転が、定格回転

（2500rpm）になります。）

［重要］

●本機を水洗いする場合は、スイッチ・パネル・コ

ントローラ付近に水がかからないように注意して

ください。

自動定回転制御装置

3133615
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9章 作業後の手入れと格納について

危険

●エンジン回転中やエンジンが熱い間は、燃料を抜

いたり、注油・給油を絶対にしないでください。

燃料などに引火して、火災の原因になります。

●燃料補給や燃料を抜くときは、くわえタバコ・裸

火照明は絶対にしないでください。燃料に引火し

て、火災を起こすおそれがあります。

●燃料補給や燃料を抜いた後は、燃料キャップを確

実に締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取ってく

ださい。守らないと、火災やヤケドの原因になり

ます。

●エンジンが熱い間は、シートなどを絶対にかけな

いでください。火災の原因になります。

警告

●点検・整備をするときは、必ずエンジンを停止し、

駐車ブレーキをかけてから行ってください。機械

に巻き込まれてケガをするおそれがあります。

●点検・整備をするときは、平坦で安定した場所で

行ってください。本機が転倒するなど、思わぬ事

故の原因になります。

注意

●点検・整備するときは、過熱部分が十分冷めてか

ら行ってください。ヤケドをするおそれがありま

す。

1. 機体の洗浄のしかた

その日の内に本機を水洗いし、水洗い後は下記に

従って、掃除を行ってください。

●回転部に巻き付いているゴミを取り除く。

●水分をよくふき取る。

●油をしみこませた布で清掃する。

●サビやすい所に防錆油または、エンジンオイル・

グリスを塗る。

※作物が通過する箇所は、食品機械用潤滑スプ

レーの使用を推奨します。

●チェン・ワイヤ類、および回転部や摺動部に注油・

グリスアップをする。（92～94ページ参照）

［重要］

●水洗いをするときは、エンジン部・電装品に水を

かけないでください。故障の原因になります。

●冷却水交換で出た廃液は、絶対に河川や下水道な

どに流さないでください。河川や下水道に捨てた

り放置しておくと、環境汚染につながります。廃

液の処分は、特販店、またはJAにご相談ください。
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2. 各部の掃除のしかた

●機械に付着している茎葉・土砂・石などを取り除いてください。

●ボルト・ナット・ピン類のゆるみ・脱落がないか、また、破損部品がないか確認してください。

異常があればボルト・ナットの増し締め・部品交換をしてください。

●作業前または、作業後には必ず「注油箇所一覧表」（92ページ参照）に基づいて注油してください。

※コンプレッサや付属のバーなどで各部を清掃してください

掃除箇所一覧表

No 掃除箇所 掃除時期 備　考

① ベーラ前部 1日作業毎

② フロントベルト内 1日作業毎 乳酸菌散布・水分の多い飼料・乾燥飼料拾上げ作業時は、半日作業毎

③ ゲートベルト内 1日作業毎 乳酸菌散布・水分の多い飼料・乾燥飼料拾上げ作業時は、半日作業毎

④ コンベア前部 1日作業毎

⑤ コンベア左側 1日作業毎

⑥ コンベア右側 1日作業毎

⑦ フレール受刃カバー内 3ha作業毎

⑧ エンジンルーム内前方
（カバー内部） 1日作業毎

⑦ ④ ② ③⑤ ①⑧

③ ② ⑥



9 章 作業後の手入れと格納について

 87

〈清掃箇所とポイント〉

①ベーラ前部

（掃除を怠ると成形ベルトの損傷の原因となります）

※UFOを最上げにして行ってください。

②フロントベルト内

（掃除を怠ると成形ベルトの損傷の原因となります）

③ゲートベルト内

（掃除を怠ると成形ベルトの損傷の原因となります）

④コンベア前部

（掃除を怠るとコンベアベルトの損傷の原因となります）

UFOセンサ上部及びベルト前部
P3135842

工具入れのフタを開けて
矢印方向へスライドさせ
て外すことができます

P3135845

成形ベルト内とテンションローラ周り
P3135843

P3135844
成形ベルト内とテンションローラ周り

成形ベルト内とテンションローラ周り
P3135846

成形ベルト内とテンションローラ周り
P3135846

コンベアベルト下
P3135848

固定金具（左右２ヶ）を外して左方向へ
スライドさせて外すことができます

P3135849
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No.⑤・⑥コンベア左・右側

（掃除を怠るとコンベアベルトの損傷の原因となります）

⑦フレール受刃カバー内

（掃除を怠ると受刃位置切替えが困難となります）

⑧エンジンルーム内前方（カバー内部）

エンジンルーム内の、スタータモータやトランスミッ

ション上部に堆積したワラを取り除いてください。

〈ベーラ空回しのしかた〉

1. エンジンを始動してください。（45ページ参照）

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. アクセルレバーを「高」位置にし、エンジン回

転を回転計の「2500rpm」にしてください。

4. ゲート開閉ロックレバーを「開」位置にし、ゲー

ト開閉レバーを「開」位置にし、ゲートを開け

てください。

5. ゲート開閉ロックレバーを「閉」位置にします。

コンベアベルト内およびローラ周り
P3135850

コンベアベルト内およびローラ周り

P3135851

受刃切替えのスライド部分
P3135852

エンジンルーム内前方（カバー内部）

P3135828

エンジン

P3135854

スタータモータ

トランスミッション

前方から見る
（フレールモアとの間）
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3. 格納のしかた

警告

●格納するときは、バッテリを本機から取り外し、

キーを抜いて保管してください。守らないと、事

故を起こすおそれがあります。

［重要］

●各部にこく粒やワラクズが残っていると、ネズミの

巣になり、搬送コンベア・成形ベルト・配線・油

圧配管などをかじられて、次の年の作業に差し支え

ますので、きれいに掃除してください。

●直射日光や雨水のあたらない、風通しのよい屋内

に置いてください。

●クローラの下に板を敷いてください。

●各操作レバーを「切」位置、または「N」（中立）

位置にしてください。

●センサソリ調節レバーを「収納」位置にしてくだ

さい。

●刈取部をいっぱいに下げてください。

●外部のサビやすい部分には、防錆油またはエンジ

ンオイル・グリスを塗ってください。

●エアクリーナ・マフラ・エンジンオイル給油口な

どから湿気が入らないように、ポリエチレンなど

の袋で密閉してください。

●燃料タンクに燃料を満タンにしてください。空にし

ておきますと水滴ができ、サビの原因になります。

●冷却水のドレンコックから冷却水を完全に抜き

取ってください。

［参考］

●不凍液を入れた冷却水でも、－30℃以下になると

凍るおそれがあります。

（101・101ページ参照）

ドレンコック
P3133663

osaka_dtp06
長方形
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警告

●点検・整備・調節をするときは、交通の危険がな

く、平坦で安定した場所で行ってください。守ら

ないと、機械が転倒するなど、思わぬ事故の原因

になります。

●点検・整備をするときは、エンジンを停止し、駐

車ブレーキを掛け、各レバーを「切」位置にして、

回転部の停止を確認して行ってください。守らな

いと、回転部に巻き込まれたり、重大な事故の原

因になります。

●室内で点検・整備をするときは、換気を十分に行っ

てください。エンジンの排気ガスで中毒を起こす

おそれがあります。

注意

●点検・整備をするときは、高温部分が十分に冷め

てから行ってください。ヤケドをするおそれがあ

ります。

●カバーを取り外して点検・整備したときは、必ず

カバーを元通りに取り付けてください。元通りに

取り付けないと、回転部に巻き込まれたり、傷害

事故を起こす原因になります。

[重要]

●廃油・燃料・冷却水・溶剤・フィルタ・バッテ

リ・その他有害物の地面へのたれ流しや川・沼へ

の廃棄は絶対にしないでください。廃棄するとき

は、購入先または産業廃棄物処理業者に依頼して

ください。

●複数で作業するときは、安全を確保するために、

キースイッチのキーを抜いてください。

1. 定期点検・整備の時期について

シーズン中でも、点検整備が必要な使用時間や状態

になったら、定期点検一覧表や主要消耗部品のリス

トを参考に整備を行ってください。また、定期点検

や整備は、農閑期に行われることをお勧めします。

農閑期に行いますと、農繁期には機械の性能が十分

に発揮され、安全で快適な作業が行えます。機械の

整備不良による事故を未然に防止するため、1シーズ

ンごとに整備工場での定期点検・整備を受け、各部

の安全を確保してください。

特に、燃料パイプやラジエータホースなどのゴム

ホース類は2年ごとに交換し、電気配線は毎年点検す

るようにして、常に機械を最良の状態で安心して作

業が行えるようにしてください。
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2. 定期点検一覧表

下表は、定期点検一覧表を示しています。主要消耗

部品を含めた点検・交換時期の目安は、139ページ

を参照してください。

点検・調節箇所 規定量 内容 点検・交換時期 参照
ページ

エンジンオイルエレメントの
交換 － － 1回目：50時間または1シーズン後

2回目以降：オイル交換ごと 102

HSTフィルタの交換 － － 1回目：50時間または1シーズン後
2回目以降：ミッションオイル交換ごと 103

ウォータセパレータエレメン
トの点検・洗浄 － － 毎日（点検）

100時間ごと（洗浄） 103

燃料フィルタの交換 － － 100時間ごと（点検）
200時間ごと（交換） 104

エアクリーナエレメントの掃
除と交換 － － 毎日（掃除）

300時間ごと（交換） 105

ロータリースクリーン吸引
ファンベルト 73～77mm テンションバネフック長 － 112

冷却ファンベルト
（ジェネレータ駆動ベルト） 9～13mm 指で押したときのたわみ量 － 111

ミッション駆動ベルト 256～260mm コイルバネのセット長 － 112

駐車ブレーキワイヤ 102～106mm テンションバネフック長 － 113

クローラ 15～20mm
シャーシをジャッキアップ
したとき、クローラと第5転
輪のすき間

－ 113

各プーリセットボルトの増締 － スパナで増締 10ヘクタールごと（点検）

フレール駆動ベルト 158～162mm テンションバネフック長 － 111

ベーラ駆動ベルト 150～153mm テンションバネ長 112

フレールカッターの研磨 － 本機より取り外して研磨 2ヘクタールごと（点検）
新品より15mm摩耗で（交換） 120

フレール駆動ケースベルト
テンションバネ 132～134mm テンションバネフック長 － 117

フレール駆動ケースベルト
もどしバネ 96～98mm テンションバネフック長 － 117

フレールベルト 36～40mm テンションバネ長 50時間ごと（点検） 116

ベーラ駆動チェン 65～70mm テンションバネ長 50時間ごと（点検） 115

メイン駆動チェン 65～70mm テンションバネ長 50時間ごと（点検） 115

フロント駆動チェン 65～70mm テンションバネ長 50時間ごと（点検） 115

ゲート駆動チェン 65～70mm テンションバネ長 50時間ごと（点検） 115

油圧パッケージ駆動チェン 5～10mm 指で押したときのたわみ量 － 115

ネット繰出しベルト － テンションバネが少し伸び
る状態

ネットブレーキ 80mm ネットブレーキ開放のとき
のバネ長 － 118

ベーラ部成形ベルトテンション 140～150mm
テンションバネフック長
ベールが空でゲートを閉じ
た状態

－ 118

osaka_dtp06
長方形
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注油箇所

※注油箇所については、次項のNo.の位置を参照してください。

グリスアップ箇所は 印、注油箇所は 印で示しています。

［重要］

●注油・塗布する油は、清浄なものを使用してくだ

さい。

●グリスを給脂する場合は、古いグリスが排出され

新しいグリスが出るまで行ってください。

●出荷時には、十分注油してありますが使用前に確

認してください。

［参考］

●その他、回転・回動支点の摺動部には、適時オイ

ルを適量に注油してください。

●オイルの種類

95ページの表を参照してください。

No. 注油箇所 箇所 潤滑油の種類 注油時間 備考

1 ゲート支点 4 グリス 使用ごと グリスニップル

2 ベアリングユニット 7 グリス 使用ごと グリスニップル

3 ベーラ駆動チェーン 1 ギヤオイル 使用ごと 注油

4 パッケージ駆動チェーン 1 ギヤオイル 使用ごと 注油

5 メイン駆動チェーン 1 ギヤオイル 使用ごと 注油

6 フロント駆動チェーン 1 ギヤオイル 使用ごと 注油

7 ゲート駆動チェーン 1 ギヤオイル 使用ごと 注油

8 チェーンテンションアーム支点 4 グリス 使用ごと グリスニップル

9 ベルトテンションアーム支点 2 グリス 使用ごと グリスニップル

10 テンションレール 12 グリス 使用ごと 注脂

11 テンションギヤ 1 エンジンオイル・ギヤオイル 使用ごと 注油

12 ナイフアーム支点 2 グリス 使用ごと グリスニップル

13 リセットアーム支点 1 グリス 使用ごと グリスニップル

14 ストッパ 1 グリス 使用ごと グリスニップル

15 刈取部回動支点 6 グリス 使用ごと グリスニップル

16 センサソリ調節レバー・ロッド支点 7 エンジンオイル・ギヤオイル 使用ごと 注油

17 シャーボルト部スプロケット 1 グリス 使用ごと グリスニップル

18 ローラ軸端 2 グリス 使用ごと グリスニップル

19 ネットブレーキロッド 1 グリス 使用ごと グリスニップル

20 トラックローラ、アイドラ関係 － グリス 使用ごと グリスニップル

21 スイングアーム 8 グリス 使用ごと グリスニップル
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20　トラックローラ・アイドラ関係 21　スイングアーム

※図は、機体後方から見ています。

ベーラ部左

3037527

3031664

スイングアームＬ
（前後４か所）

スイングアームＲ
（前後４か所）

3037526

印がグリスアップ部分です。

P3133612A
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ベーラ部右

刈取部右 エンジン部前

P3133613A

P3135821A

P3133615B
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3. オイル・グリス・不凍液一覧表

4. 給油・給水一覧表

[重要]

●定期点検を実施するとともに、オイルの交換は純正（指定）オイルをご使用ください。

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水道などに流さないでください。河川や下水道に捨てたり放置してお

くと、環境汚染につながります。廃油の処分は、特販店、またはJAにご相談ください。

一般販売店の相当オイル

ENEOS コスモ石油

燃　　料 ディーゼル軽油（JIS 2号）

エンジンオイル（API分類CF級以上）
ディーゼルエンジン用

SAE10W-30相当品（API分類 CF級以上）

グリス（マルチパーパスタイプ）
エピノックグリス

AP2
コスモグリス

ダイナマックスEP2

不凍液（JIS K2234 2種パーマネントタイプ） アンチフリーズPT アンチフリーズPT（ゴールド､シルバー）

ミッションオイル（油圧・HSTオイル兼用） トランスミッションフルードTF-300

ギヤオイル（ベーラ駆動ケース、フレール駆
動ケース、自動注油タンク）

ギヤオイル90番またはVG220

項　　　目 給油・給水量 種　　　　　類 交換時期
参照

ページ

燃料 73 L ディーゼル軽油 作業前 97

冷却水

ラジエータ 7.7 L 清水・不凍液 1年ごと
101・
102

冷却水リザーブ
タンク

1.1 L 清水・不凍液 1年ごと
101・
102

エンジンオイル 7.5 L
ハイパーロイヤルオイル

10W-30（CF級）

1回目：50時間または1シーズン後
2回目以降：100時間ごと、または

1シーズンごとのどちら
か早いほう

97

ミッションオイル 7.8 L トランスミッション
フルードTF-300

1回目：50時間または1シーズン後
2回目以降：300時間ごと、または

2年ごとのどちらか早い
ほう

99

ベーラ駆動ケース 1.0 L ギヤオイル90番またはVG220 300時間ごと 100

フレール駆動ケース 1.6 L ギヤオイル90番またはVG220 300時間ごと 100

自動注油タンク 1.5 L ギヤオイル90番またはVG220 作業前 119
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5. エンジンルームカバーのオープ
ンのしかた

〈オープンのしかた〉

エンジンルームロックレバーを手前に引いてくださ

い。ロックが外れます。エンジンルームカバーをオー

プンしてください。

〈収納のしかた〉

エンジンルームカバーを閉じると自動的にロックさ

れます。

［参考］

●エンジンルームカバーを閉めたときは、シール部

にすき間が無く、ロックが確実にできているか確

認してください。

6. 燃料の点検・補給のしかた

危険

●燃料の点検・補給をするときは、くわえタバコや

裸火照明を絶対にしないでください。燃料に引火

して、火災を起こす原因になります。

●燃料の補給をしたときは、燃料キャップを確実に

締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取ってくださ

い。守らないと、火災やヤケドの原因になります。

燃料の残量は、キースイッチを「入」にして、液晶

コンビネーションメータの燃料残量モニターで確認

してください。

燃料の残量が少なくなったときは、 マークが点滅

し、ブザーが断続的に鳴ります。ブザーを止めると

きは、ブザー停止ボタンを押してください。ブザー

は鳴り止みますが、マークは点滅したままです。

3135802

3135803 オープンする

シール

燃料の残量点検のしかた

80
90 100%

70

60

50

0

RL

h

F
E 1/2

燃料残量モニターマーク
2036337_1A
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燃料キャップを取り外し、燃料を、フィルタから液

面が見え始めるまで補給してください。

注意

●燃料を補給するときは、燃料フィルタを必ず装着

してください。燃料フィルタを外したまま燃料を

補給すると、配管内で異物が詰まり、出力低下や

エンジンストップの原因になるおそれがありま

す。

［重要］

●燃料補給は、給油口のフィルタ下方に液面が見え

てきたら、給油をやめてください。

守らないと、冬季など燃料の温度が低いときに、

燃料を給油口いっぱいまで入れていると、気温の

上昇とともに膨張し、ブリーザパイプからもれる

ことがあります。

7. オイルの点検・補給・交換のしかた

［重要］

●地面へのたれ流しや川・沼への廃棄は絶対にしな

いでください。廃油・燃料・冷却水・冷媒・溶

剤・フィルタ・バッテリ・その他有害物を捨てる

ときは、購入先または産業廃棄物処理業者に依頼

してください。

●オイルや燃料をクローラおよびエンジン防振ゴム

にかけないようにしてください。もしオイルがか

かったときは、十分に洗浄してください。そのま

まにしておくと、クローラやエンジン防振ゴムの

劣化や寿命が短くなるおそれがあります。

エンジンオイルの点検・補給・交換は、エンジン始

動前か、エンジンが冷えているときに行ってくださ

い。作業は、エンジン後カバーを取り外してから行っ

てください。

作業終了後は、元通りにセットしてください。

〈点検のしかた〉

1. スナップピンを外し、パッチン錠を解除して、エ

ンジン後カバーを取り外してください。

燃料の補給のしかた

燃料給油口

P3133654

エンジンオイル

3135812
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2. 検油ゲージを抜いて、先端をきれいに拭き取って

ください。

3. 検油ゲージを元通りに差し込んだ後、もう一度抜

き出して、ゲージの上限と下限の間にオイルがあ

ることを点検してください。

［参考］

●点検時、オイルもれのないことも確認してくださ

い。

〈補給のしかた〉

オイルが不足している場合は、給油口から規定量に

なるまで補給してください。

〈交換のしかた〉

1. ドレンプラグの下に、古いオイルを受ける容器を

置いてください。

2. 給油口のふたを外した後、ドレンプラグを取り外

してください。古いオイルが流れでてきます。

［参考］

●給油口のふたを外すと、オイルが抜けやすくなり

ます。

3. 古いオイルが抜け切ったら、ドレンプラグを元通

りに取り付けてください。

4. 給油口から、エンジンオイルを規定量まで給油し

てください。

5. 給油口にフタを取り付けてください。

6. エンジンを始動し、油圧パイロットランプが消え

るまで、低速回転で回してください。

7. 油圧パイロットランプが消えたら、エンジンを停

止し、約5分間待ってください。

8. 検油ゲージでオイル量を点検してください。不足

している場合は、補給してください。

3135813

ドレンプラグ
P3031234

0
90 100%

RL

油圧パイロットランプ

2036337_1A
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ミッションオイルの点検・補給・交換は、刈取部を

最上げ状態にして、刈取部昇降ロックレバーを「閉」

位置にし、刈取部が下らないようにロックしてから

行ってください。

作業終了後は、元通りにしてください。

〈点検のしかた〉

1. 機体を水平にしてください。

2. 刈高さ調節レバーを「上昇」側にしてください。

刈取部を最上位置にします。

3. ミッションケース左側面にある検油窓を点検し

てください。2つの検油窓のうち、下側の窓がオ

イルで満たされていれば規定量です。

検油窓の見かた

［参考］

●上側の検油窓は、入れ過ぎ防止のために設けてあ

ります。

●点検時、オイルもれのないことを確認してくださ

い。

〈補給のしかた〉

オイルが不足している場合は、ルーム枠前カバーを

外して、給油口から規定量（下側の検油窓がオイル

で満たされる量）まで補給してください。

〈交換のしかた〉

1. ミッションケース下部のドレンプラグの下に、古

いオイルを受ける容器を置いてください。

2. 給油口のふたを外した後、ドレンプラグを取り外

してください。古いオイルが流れ出てきます。

［参考］

●給油口のふたを外すと、オイルが抜けやすくなり

ます。

3. 古いオイルが抜け切ったら、ドレンプラグを元通

りに取り付けてください。

ミッションオイル

検油窓

ミッションケース

2038328

ルーム枠前カバー

P3133665

給油口

2038328
検油窓
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4. 給油口からミッションオイルを給油してくださ

い。下側の検油窓がオイルで満たされれば規定量

です。

5. 検油ボルトと給油口のふたを取り付けてくださ

い。

［重要］

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水道な

どに流さないでください。河川や下水道に捨てた

り放置しておくと、環境汚染につながります。廃

油の処分は、特販店、またはJAにご相談ください。

●ミッションオイルの交換後は、前述の「点検のし

かた」に従って、オイルが規定量あるか確認して

ください。

ベーラ駆動ケース

フレール駆動ケース

〈点検のしかた〉

1. 機体を水平にしてください。

2. 刈高さ調節レバーを「下降」側にしてください。

刈取部を最下位置にします。

3. フレール駆動ケース右側面にある検油窓を点検

してください。窓の半分がオイルで満たされてい

れば規定量です。

検油窓の見かた

［参考］

●点検時、オイルもれのないことを確認してくださ

い。

［重要］

●交換後は、オイルエレメント取付面からのオイル

漏れやにじみがないか、必ず点検してください。

●エンジンオイルエレメントは、純正部品をご使用

ください。

その他の給油箇所

給油口

2038328

ドレンプラグ

検油窓

給油口

検油口ドレン3030609

検油窓

給油口

P3133666

ドレン
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8. 冷却水の点検・補給・交換のしかた

警告

●ラジエータキャップは、エンジン運転中や停止直

後には絶対に開けないでください。開けると熱湯

が吹き出し、ヤケドするおそれがあります。エン

ジンの停止後、30分以上経過し、エンジンが冷え

てからラジエータキャップを徐々にゆるめ、蒸気

の圧力を抜いて開けてください。

〈点検のしかた〉

冷却水リザーブタンク内の冷却水が「FULL」「LOW」

の範囲内にあるか点検してください。

［参考］

●点検時、水もれのないことも確認してください。

〈補給のしかた〉

冷却水が不足している場合は、冷却水リザーブタン

クのキャップを外し、きれいな水道水を補給してく

ださい。

〈交換のしかた〉

1. ラジエータキャップを取り外してください。

2. ドレンコックを取り外し、ラジエータ内の水をす

べて抜いてください。

3. 水道水でゴミやサビが出なくなるまでラジエー

タ内を洗います。

［参考］

●ラジエータ内をきれいにしたいときは、ラジエー

タ洗浄剤を混合した水をラジエータに入れ、15分

以上エンジンを空回転してから水を抜き取ってく

ださい。

4. ドレンコックを元通りに取り付け、不凍液を必要

量入れた後、水道水をあふれるまで入れてくださ

い。

5. ラジエータキャップを取り付けてください。

6. エンジンを始動し、5分間エンジンを空運転して、

不凍液の混合を早めてください。

7. エンジン停止後、再度冷却水リザーブタンク内の

冷却水量が規定量あるか確認してください。

〈不凍液の取扱いについて〉

●不凍液は、水の凍結温度を下げる効果があります。

不凍液の混合比によって凍結温度がことなります

ので、厳寒地帯などでは下記の表を参考にして、

安全な濃度で使用してください。

不凍液混合率表

冷却水リザーブタンクキャップ

P3135809

FULL

LOW

外気温度（℃） －５ －10 －15 －20 －25 －30

比
率

水（％） 85 75 70 65 60 55

不凍液（％） 15 25 30 35 40 45

P3133653
ラジエータキャップ
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●冷却水が自然に不足した場合は、水道水だけを入

れてください。また、パーマネントタイプを使用

しているときは、比重を測定して確認してくださ

い。

●不凍液の有効期限は 1年です。毎年、新しい不凍

液と交換してください。

［重要］

●地面へのたれ流しや川・沼への廃棄は絶対にしな

いでください。廃油・燃料・冷却水・溶剤・フィ

ルタ・バッテリ・その他有害物を捨てるときは、

購入先または産業廃棄物処理業者に依頼してくだ

さい。

9. エンジンオイルエレメントの
交換のしかた

エンジンオイルエレメントは、エンジンオイル内の

小さな異物をこし取るものです。カートリッジタイ

プになっていますので、掃除ができません。定期的

に交換してください。

作業終了後は、元通りにセットしてください。

［参考］

●エンジンオイルエレメントの交換と同時に、エン

ジンオイルの交換も行ってください。

〈交換のしかた〉

エンジンオイルエレメントの交換は、エンジンオイ

ルを抜き取った後に行ってください。

1. オイルエレメントを、矢印方向（左）に回して

取り外してください。

2. 新しいオイルエレメントの底面にあるゴムリン

グに、オイルを塗布してください。

3. オイルエレメントを、ゴムリングがエンジンケー

スに接触する位置までねじ込んだ後、2/3回転締

め付けてください。

［重要］

●交換後は、オイルエレメント取付面からのオイル

漏れやにじみがないか、必ず点検してください。

●エンジンオイルエレメントは、純正部品をご使用

ください。

オイルエレメント
P3133668
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10.HSTフィルタの交換のしかた

HSTオイルは、ミッションオイルと兼用しています。

HSTフィルタは、カートリッジタイプになっていま

すので、掃除ができません。定期的に交換してくだ

さい。

［参考］

●HSTフィルタの交換と同時に、ミッションオイル

の交換も行ってください。（99ページ参照）

〈交換のしかた〉

HST フィルタの交換は、ミッションオイルを抜き

取った後に行ってください。

1. ルーム枠前カバーを取り外してください。

2. HST フィルタを、左方向に回して取り外してく

ださい。

3. 新しいHSTフィルタの底面にあるゴムリングに

オイルを塗布してください。

4. HST フィルタを、ゴムリングがミッションケー

スに接触する位置までねじ込んだ後、2/3回転締

め付けてください。

［重要］

●交換後は、HSTフィルタ取付面からオイルもれや

にじみがないか、必ず確認してください。

●HSTフィルタは、純正部品をご使用ください。

11.ウォータセパレータエレメントの
点検・掃除・交換のしかた

作業は、ルーム枠カバーをオープンしてから行って

ください。

作業終了後は、元通りにセットしてください。

〈点検のしかた〉

燃料タンクの手前側にウォータセパレータ（油水分

離器）があります。

コシ器にゴミや水が沈殿していないか点検してくだ

さい。沈殿していたら、下記の要領で掃除をしてく

ださい。

〈掃除のしかた〉

1. ウォータセパレータのコックを「閉」位置にし

てください。

2. コシ器カップとエレメントを取り外し、水・ゴ

ミを取り除いてください。

3. コシ器の洗浄が終わったら、エレメントとコシ器

カップを元通りに取り付けてください。

［重要］

●空気が入ったときは、燃料のエア抜きをしてくだ

さい。（104ページ参照）

〈交換のしかた〉

コシ器内のエレメントは、300 時間ごとに交換が必

要です。

要領は、掃除のしかたと同じです。前記 2．のとき

に、エレメントを交換してください。

HSTフィルタ
P3133622

コック

ウォータセパレータ

P3133623



10 章 点検・整備のしかた

104

12.燃料フィルタの交換のしかた

燃料フィルタは、燃料内の小さな異物をこし取るも

のです。カートリッジタイプになっていますので、

掃除ができません。定期的に交換してください。

作業終了後は、元通りにセットしてください。

〈交換のしかた〉

1. カートリッジを左方向に回して取り外してくだ

さい。

2. 新しいカートリッジのゴムリングに、オイルを塗

布してください。

3. カートリッジを、ゴムリングがエンジンケースに

接触する位置までねじ込んだ後、2/3回転締め付

けてください。

4.  エア抜きを行ってください。（104ページ参照）

［重要］

●交換後は、カートリッジ取付面からの燃料漏れや

にじみがないか、必ず点検してください。

●燃料フィルタは、純正部品をご使用ください。

注意

●マフラに燃料がかからないように注意してくださ

い。万一、マフラに燃料がかかった場合は、ウエ

スなどで拭き取ってください。守らないと、火災

の原因になります。

13.燃料タンクのドレン抜きのしかた

燃料タンクの底部には、水やゴミが沈殿しています。

これらの沈殿物が燃料ポンプに入ると、不具合の原

因になりますので、定期的に取り除いてください。

〈ドレン抜きのしかた〉

1. 燃料タンク下部にあるドレンボルトの下に、燃料

を受ける容器を置いてください。

2. ドレンボルトを取り外してください。燃料が流れ

出て、タンク内の沈殿物が排出されます。

3. 排出後、ドレンボルトを取り付けてください。

4. 燃料キャップを取り外し、燃料を補給してくださ

い。（96・97ページ参照）

14.燃料の空気（エア）抜きのしかた

燃料タンクが空になったり、燃料系統に空気が入る

とエンジンは止まります。下記の要領で空気抜きを

してください。

〈空気（エア）抜きのしかた〉

1. 燃料を満タンにしてください。

2. キースイッチを「入」位置にしたまま20～30秒

待ち、「始動」位置にしてください。自動的に空

気抜きが行われ、エンジンが始動します。

P3135828

燃料フィルタ

P3135829

回して外す

B3038702

「入」位置にする
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15.エアクリーナエレメントの掃除・
交換のしかた

エアクリーナは、吸入された空気に含まれている砂

塵を取り除き、シリンダやピストンリングの摩耗を

防ぐ装置です。刈取/拾い上げ作業は、ホコリがよく

出ますので、毎日、作業後に掃除してください。

作業は、エンジンルームをオープンしてから行って

ください。（38 ページ参照）作業終了後は、元通り

にセットしてください。

〈掃除・交換のしかた〉

1. カバーのクランプを外して、エレメントを取り出

してください。

2. エレメントは、内側から空気（7kg/cm2 以下）

を吹きつけてください。

3. 取り付けるときは、取り外しの逆手順で行ってく

ださい。

［重要］

●エレメントを交換するときは、純正部品をご使用

ください。

16.吸気口・ラジエータスクリーン・
ラジエータフィン・オイルクーラ
フィンの掃除のしかた

吸気口・ラジエータスクリーン・ラジエータ冷却フィ

ンは、エンジンの防塵装置です。冷却風を吸入する

大切な装置ですから、作業前・作業後には必ず掃除

をしてください。

吸気口の網面にゴミが付着したときは、エンジンを

停止してから、軽く網面をこすってゴミを落として

ください。

〈エンジンルーム内および吸引ダクトの掃除のしかた〉

1. エンジンルームをオープンしてください。

2. 吸引ダクトおよびエンジンルーム内の矢印部分

にたまっているゴミを取り除いてください。

［重要］

●網面へのゴミの付着にはいつも注意し、ゴミが付

着していれば、掃除するようにしてください。ゴ

ミが付着したままにしておくと、エンジン冷却水

およびミッションオイルの冷却不良の原因になり

ます。

掃除時期 エレメントの交換時期

毎日
●300時間ごと
●ホコリの多い所では200時間ごと

（規定時間未満でも1年間で交換）

クランプ

エアクリーナ
P3135810

ロータリースクリーン・吸気口の掃除のしかた

吸気口

ロータリースクリーン
P3135814

3135808
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1. エンジンルームをオープンしてください。

（96ページ参照）

2. ラジエータスクリーン上部のノブネジを外して、

ラジエータスクリーンを引き上げて取り外して

ください。

3. ラジエータスクリーンに付着したワラクズやホ

コリを、払い落としてください。

4. きれいに掃除した後、ラジエータスクリーンを、

元通りに取り付けてください。

［参考］

●ラジエータスクリーンを取り付けるときは、スク

リーン下部の凸部を、フレームの長穴に入れてく

ださい。

5. エンジンルームを閉じてください。

[重要]

●ラジエータスクリーンへのゴミの付着には常に注

意し、ゴミが付着していれば掃除するようにして

ください。ゴミが付着したままにしておくと、エ

ンジン冷却水の冷却不良の原因になります。

粉塵が特に多い場合は、下記の要領でラジエータ冷

却フィンを掃除してください。

1. エンジンルームをオープンしてください。

（96ページ参照）

2. ラジエータスクリーン上部のノブボルトを外し

て、ラジエータスクリーンを引き上げて取り外し

てください。

3. 掃除口ふたを取り外してください。

4. チョウボルト（4本）を外して、オイルクーラを

フレームごと開いてください。

5. オイルクーラフィン・ラジエータ冷却フィンに付

着しているゴミを取り除いてください。

6. きれいに掃除した後、オイルクーラとラジエータ

スクリーンを、元通りに取り付けてください。

7. 掃除口ふたを元通り取り付けてください。

8. エンジンルームを閉じてください。

[重要]

●ラジエータやオイルクーラの冷却フィンを変形さ

せないでください。

ラジエータスクリーンの掃除のしかた

3135809

3135810

オイルクーラフィン・ラジエータ冷却フィン
の掃除のしかた

オイルクーラ

P3135812

チョウボルト

ラジエータ冷却フィン

チョウボルト

掃除口
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17.バッテリの点検・整備のしかた

危険

●バッテリの点検時には、保護メガネとゴム手袋を

着用してください。

●バッテリの液槽キャップを外すときは、火気厳禁

です。液槽キャップをあけると、液槽口から爆発

性のあるガスが出ますので、引火してヤケドや火

災を引起こすおそれがあります。

警告

●バッテリ液は、「下限（LOWER）」以下にしない

でください。容器内の極板接続部がバッテリ液か

ら露出し、エンジン始動時に火花が出て、容器内

のガスに引火して破損するおそれがあります。

●バッテリの電解液は希硫酸ですので、取扱いには

注意してください。もし、皮膚や衣服についたと

きは、直ちに水洗いし、石けんでよく硫酸分を洗

い流してください。万一、目に入ったときは、す

ぐに流水で洗い流し、医師の治療をうけてくださ

い。

●バッテリ端子を取り付けるときは、（＋）側を先に

取り付け、取り外すときは（－）側から取り外し

てください。守らないと、ショートしてヤケドや

火災の原因になります。

●バッテリの上面および周辺は、常に清潔にしてく

ださい。排気穴をふさぐと、破損や火災の原因に

なります。

［重要］

●バッテリの各槽に電解液を入れすぎると、充電時

にバッテリ液が吹き出し、機械の金属部を腐蝕さ

せます。

●急速充電はしないでください。

●バッテリを交換するときは、必ず取扱説明書の指

定した型式のバッテリを使用してください。

●地面へのたれ流しや川・沼への廃棄は絶対にしな

いでください。廃油・燃料・冷却水・溶剤・フィ

ルタ・バッテリ・その他有害物を捨てるときは、

購入先または産業廃棄物処理業者に依頼してくだ

さい。

各槽のバッテリ液が、上限と下限のラインの間にあ

ることを確認してください。不足しているときは、

蒸留水を補給してください。

●バッテリ液は、常に規定量を保ってください。

●バッテリ端子がゆるんでいる場合は、確実に締め

付けてください。

［重要］

●液口栓の排気穴がホコリなどで詰まっている場合

は、液口栓を外して清水で洗浄して、通気できる

状態に掃除してください。

指定バッテリ 部品コードNo.

115D31R 172460－16130

バッテリ液の点検・補給のしかた

指定バッテリ

115D31R
2035593a



10 章 点検・整備のしかた

108

バッテリはステップ下部にあります。以下の要領に

従って取り外してください。

1. 刈取部を最上げにし、刈取部昇降ロックレバーを

ロックしてください。

2. バッテリカバーシートを取り外してください。

3. バッテリを固定している取付ナットを外し、バッ

テリ固定金具を取り外してください。

4. バッテリコードの「－」端子を外した後、「＋」

端子を外してください。

5. バッテリを抜き出してください。

6. バッテリの取り付けは、取り外しの逆の手順で

行ってください。

寒冷地など気温の低い地域で使うとき、エンジンの

始動がしにくくなったとき、ライトが暗くなったと

き、自然放電によってセル始動ができないときは、

下記の要領で補充電をしてください。

1. バッテリを取り外してください。

2. バッテリ液が不足している場合は、蒸留水を補充

してください。

3. 液口栓を外し、バッテリの「＋」を充電器の「＋」

に、バッテリの「－」を充電器の「－」に接続

してください。

4. 3アンペア程度で8～10時間行ってください。

［重要］

●急速充電はしないでください。

●取り付けるときは、ターミナル接触部の油分など

を拭き取ってください。また、取り付けた後は、

ターミナル部にグリスを塗布してください。

●バッテリの「＋」ターミナル部のゴムブーツは、

必ず取り付けてください。

5. 充電後は、バッテリ液の気泡が消えてから液口栓

を取り付けてください。バッテリの上面や周囲

に、バッテリ液が飛散して湿っている場合は、ぬ

るま湯で洗い流してください。

バッテリ端子が腐蝕していたり、白い粉が付いてい

る場合は、お湯で掃除し、グリスを塗布してくださ

い。

エンジンを長期間運転しないで放置していると、

バッテリは自然放電します。使用しないときでも、

ときどきエンジンがかかることを点検し、必要に応

じて充電してください。

バッテリの取り外しかた

P3135807

バッテリ

3135811

補充電のしかた

バッテリの手入れのしかた

バッテリの自然放電について
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18.パイプ類の点検のしかた

警告

●燃料噴射管や油圧パイプなどからの高圧油のもれ

は厚紙や板などを使って点検します。守らないと、

油が皮膚に浸入した場合、強度のアレルギーを起

こすおそれがあります。

●作業前・作業後に、燃料パイプの老化や傷による

燃料もれがないか点検し、燃料もれのある燃料パ

イプは交換してください。燃料もれがあると火災

の原因になります。

●掃除するときは、カマや刃先のような用具は使用

しないでください。ハーネスやホースの切損事故

の原因になります。

燃料パイプやラジエータホースなどの傷みによる燃

料もれ、水もれがないか点検してください。また、

締付バンドがゆるんでないか点検してください。燃

料パイプやラジエータホースは、傷みがなくても2年

ごとに交換してください。

燃料パイプを交換したときは、空気（エア）抜きを

してください。

［重要］

●エンジンオイルのドレンホースも必ず点検してく

ださい。エンジンオイルのドレンホースが破損し

ていると、エンジンの焼付きの原因になります。

19.電気配線の点検のしかた

警告

●バッテリや配線に付着しているワラクズやゴミ

は、作業前・作業後にきれいに取り除いてくださ

い。ワラクズやゴミが付着していますと、火災の

原因になります。

電気配線コードが他の部品のエッジ部に接触して、

被覆のはがれや傷、接続部のゆるみがないか点検し

てください。配線コードが傷んでいる場合は、販売

店で修理してください。

配線コードは、傷みがなくても50時間使用または1

年ごとに、定期点検を受けてください。

20.ヒューズ・スローブローヒューズ
の点検・交換のしかた

警告

●ヒューズおよびスローブローヒューズは、必ず規

定アンペアのものを使用してください。守らない

と、火災につながるおそれがあります。

1. ヒューズボックスのふたを外して、ヒューズを点

検してください。切れていれば、規定容量のも

のと交換してください。

［重要］

●規定容量のヒューズと交換してもすぐに切れてし

まう場合は、お買い上げいただいた特販店、また

はJAで点検を受けてください。

〈ヒューズの場所と配置図〉

●ヒューズボックスは運転席左側サイドコラムのカ

バーの中にあります。

P3133672

ヒューズボックス

3133625
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2. スローブローヒューズを点検してください。

〈スローブローヒューズの場所と配置図〉

●スローブローヒューズは、ステップ板を取り外し、

バッテリの「＋」端子付近にあります。

［参考］

●スローブローヒューズはヒューズの一種で万一、

配線回路（常時通電している回路）へ過大電流が

流れた場合、溶断して電流をしゃ断します。溶断

したらお買い上げいただいた特販店、またはJAで

点検を受けてください。

21.各部ベルトの点検・調節のしかた

ベルトにキズがあるときや切れたときは、「2.主要消

耗品」（137ページ参照）に紹介されているベルトと

交換してください。

ベルトの位置を探すときの参考にしてください。

P3135813
スローブローヒューズ

「＋」端子

C3031604a

★ベルトの配置図

3135805

フレール駆動ベルト
LB84-AG8（2本）

フレール駆動（回動支点）

ミッション

べーラ駆動ケースENG

ベーラ駆動ベルト
トクB54（2本）

ミッション駆動ベルト
トクB53 H4（3本）
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ルーム枠前カバーを外して、下記の点検・調節をし

てください。点検・調節後は、元通りに閉めてくだ

さい。

〈点検のしかた〉

ベルトの中央を指で押したとき［荷重98N（10kgf）］

のたわみ量を確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ①固定ボルト、②オルタネータ固定ナット、③

アジャスタ取付ボルト、④テンションボルト固定

ナットをゆるめ、⑤テンションボルトを回して、

ベルトの張りを調整してください。

2. 調整後のボルト、ナットの締め付けは、①固定

ボルト⇒②オルタネータ固定ナット⇒③アジャ

スタ取付ボルト⇒④テンションボルト固定ナッ

トの順に締め付けてください。

3. 調整直後のベルトの張りは均一でないため、エン

ジンを一度かけてから再度確認してください。

［重要］

●オルタネータをいっぱいに動かしてもベルトがス

リップするときは、新しいファンベルトと交換し

てください。

●新しいベルトは、交換後50時間目に必ず点検して

ください。

ルーム枠カバー、およびルーム枠前カバーを取り外

して、下記の 2 か所の点検調節をしてください。点

検・調節後は、元通りに取り付けてください。

〈点検のしかた-1〉

1. フレールクラッチレバーを「入」位置にしてく

ださい。

2. テンションバネのフック長を測り、158～162mm

であるか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ロックナットをゆるめてください。

2. 調節ナットを回して、バネフック長を調節してく

ださい。

3. ロックナットを締め付けて固定してください。

冷却ファンベルト（ジェネレータ駆動ベルト）

B4030997

A3017043A

フレール駆動ベルト

調節ナット

ロックナット

3135804

158～162mm
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ルーム枠カバーを取り外して、下記の点検・調節を

してください。点検・調節後は、元通りに取り付け

てください。

〈点検のしかた〉

1. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

2. テンションバネのフック長を測り、150～153mm

であるか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ロックナットをゆるめてください。

2. 調節ナットを回して、バネフック長を調節してく

ださい。

3. ロックナットを締め付けて固定してください。

ルーム枠カバーを取り外してから、下記の点検・調

節をしてください。点検・調節後は、元通りに下げ

てください。

〈点検のしかた〉

コイルバネのセット長を測り、256～260mmであ

るか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ロックナットをゆるめてください。

2. バネ調整用ボルトを回して、コイルバネのセット

長を調節してください。

3. ロックナットを締め付けて固定してください。

ルーム枠前カバーを取り外してください。

（99ページ参照）

ベーラ駆動ベルト

150～153mm

調節ナット

ロックナット

ミッション駆動ベルト

ロータリースクリーン吸引ファンベルト

A3133615

3037539
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22.駐車ブレーキワイヤの点検・調節
のしかた

サイドコラムカバーを取り外し、下記の点検・調節

をしてください。点検・調節後は、元通りに取り付

けてください。

〈点検のしかた〉

1. 駐車ブレーキをかけてください。

（30ページ参照）

2. バネのフック長を測り、102～106mmである

か確認してください。

3. 調節後、駐車ブレーキを解除して、バネが自由

長になっていることを確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ロックナットをゆるめてください。

2. 調節ナットを締め込みながら調節してください。

3. ロックナットを締め付けて固定してください。

23.クローラの点検・調節のしかた

ミッション下部、シャーシフレーム右前およびベー

ルイジェクタ支点右・左の 4 か所を同時にジャッキ

アップし、クローラを浮かせた状態で下記の点検・

調節をしてください。

〈ジャッキアップ時の注意事項〉

ジャッキアップをするときは、地面が固く、平坦な

場所で、必ず2トン以上の容量のジャッキを使用して

行ってください。

ミッション下部

シャーシフレーム右前

ベールイジェクタ支点左・右
2133226

P2038342

B3037607

P3135830

P3135831
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ベールイジェクタ支点ジャッキポイント詳細

〈点検のしかた〉

第5転輪とクローラのすき間を測り、15～20mmで

あるか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ボルトM8を外してください。

2. 回り止め金具を取り外してください。

3. ロックナットをゆるめてください。

4. 調節ナットを回して、すき間を調節してくださ

い。

5. ロックナットを締め付けて固定してください。

6. 回り止め金具を取り付けて、ボルトM8で固定し

てください。

24.排気ガスの色について

エンジンの始動時は、少し黒色の排気ガスがでます

が、通常は無色です。

黒色……燃料が濃すぎるための不完全燃焼。

白色……エンジンオイルが燃焼しています。ただし、

気温の低い場合は水蒸気で白く見えること

もあります。

黒色・白色の排気ガスがエンジンに負荷をかけなく

てもでるときは、特販店、またはJAで整備してくだ

さい。P3135832

A3037616

ロックナット

回り止め金具

A3033350

ボルトM8

調節ナット
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25.作業部の点検・調節のしかた

機械の性能を引き出し、長く使用させるため、作業

前には必ず行ってください。

各部のボルト・ナットのゆるみ、ピン類の脱落など

がないか点検してください

〈ベーラ駆動チェン、メイン駆動チェン、フロント駆

動チェン、ゲート駆動チェン〉

フロントカバー L・R、ゲートカバー Lを開けて、下

記の調節をしてください。

調節後は、元通りに取り付けてください。

1. 各テンションバネのバネ長が 65～ 70mmであ

るか確認してください。

2. ロックナットをいったんゆるめ、バネ長を調節し

た後、締め付けて固定してください。

〈油圧パッケージ駆動チェン〉

フロントカバー R を開けて、下記の調節をしてくだ

さい。

1. チェーンの中央部を指で押して、たわみ量が5～

10mmあるか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ベースのロックナットをゆるめてください。

2. ベースを横にスライドさせてチェーンのたるみ

を調節してください。

各部の点検

ベーラ部

P3133626

ロックナット

65～70mm
P3030656

たわみ量 5～10mm

P3133627

3135816
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〈ゲート閉センサ〉

フロントカバー R を開けて、下記の調節をしてくだ

さい。

1. キンセツスイッチとボルトとのすき間が3～4mm

あるか確認してください。

2. ロックナットをいったんゆるめ、すき間を調節し

たあと、締め付けて固定してください。

〈ゲート開センサ〉

1. エンジンを始動してください。

2. ベーラクラッチを「入」位置にしてください。

3. ゲート開閉レバーを「開」位置にしてゲートを

全開にしてください。

4. キンセツスイッチとボルトのすき間が3～4mm

あるか確認してください。

5. ロックナットをいったんゆるめ、すき間を調節し

たあと、締め付けて固定してください。

6. ゲート開閉レバーを「閉」位置にしてゲートを

閉じてください。

7. ベーラクラッチを「閉」位置にしてエンジンを

停止してください。

〈フレールベルト〉

フレールカバーを外して、下記の調節をしてくださ

い。

調節後は、元通りに取り付けてください。

1. テンションバネのバネ長が 36～ 40mmである

か確認してください。

2. ロックナット（2個）をいったんゆるめ、バネ長

を調節した後、締め付けて固定してください。

3135817

刈取部

ロックナット（2個）

フレールベルト

P3133674_STAR

バネ長
36～40mm
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〈フレール駆動ケースベルト〉

ベルトカバーを外して、下記の調節をしてください。

調節後は、元通りに取り付けてください。

1. フレールクラッチレバーを「入」位置にしてく

ださい。

2. テンションバネのフック長を測り、132～134mm

であるか確認してください。

3. フレールクラッチレバーを「切」位置にしてく

ださい。

4. もどしバネのフック長を測り、96～98mmであ

るか確認してください。

〈調節のしかた〉

1. ロックナットをゆるめてください。

2. 調節ナットを回して、バネフック長を調節してく

ださい。

3. ロックナットを締め付けて固定してください。

テンションバネ
P3133630

ロックナット

フック長 132～134mm

P3133631

調節ナット

もどしバネ
P3133630

ロックナット

フック長
96～98mm

調節ナット

P3133632
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〈ネットブレーキ〉

1. キースイッチを「入」位置にしてください。

2. ネットセットスイッチを「ネット開放」位置に

してください。

3. ネットブレーキのバネ長を測り、80mmである

か確認してください。

〈成形ベルトテンション〉

ベールが空でゲートが閉じた状態のときに、フロン

トカバー、ゲートカバーを開けて、下記の調節をし

てください。

［重要］

●ベーラを駆動して成形ベルトが左右どちらかに片

寄りする場合は、寄せたい方のバネを＋10mm強

くしてください。

但し、標準よりバネが強すぎるとベルトが偏りや

すくなり破損するので、反対側を－10mm弱くし

て調節してください。

※左右のバネフック長が異なってもかまいません。

26.自動注油装置について

ベーラ駆動チェン、パッケージ駆動チェン、メイン

駆動チェン、フロント駆動チェン、ゲート駆動チェ

ンに注油します。

3135818

3135819

メイン駆動チェン フロント駆動チェン

ゲート駆動チェン

P3133633

自動注油箇所（ブラシ）

ベーラ駆動チェン

パッケージ駆動チェン

自動注油箇所（ブラシ）

自動注油箇所（ブラシ）

P3133634
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1. エンジンを始動してください。

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. コンベア右側面のコントローラのチェーン給油

スイッチを押してください。

4. スイッチを押している間、自動注油ができます。

5. 注油が終わったらベーラクラッチレバーを「切」

位置にし、エンジンを停止してください。

［重要］

●注油量が多いとオイルが垂れます。クローラなど

に付着したオイルは拭き取ってください。

●チェン全体へ注油するためにも、ベーラクラッチ

「切」状態で注油しないでください。オイルが垂れ

ます。

1. フロントカバー Lを開いてください。

2. 自動注油タンクのキャップを外して、オイルを補

給してください。

［参考］

●タンクに指示されている上限位置は、本装置とは

関係ありません。タンクいっぱいまで最大（1.5L）

補給してください。

3. キャップを取り付け、フロントカバーLを閉めて

ください。

［重要］

●自動注油タンクに入れるオイルは、ギヤオイル90

番または VG220 を使用してください。ミッショ

ンオイルや排油をなどを使用すると、注油ができ

なかったり、注油ブラシが詰まるおそれがありま

す。

自動注油のしかた

P3133635

チェーン給油スイッチ

3133611

自動注油タンクへに補給のしかた

自動注油タンク

キャップ

P2071500
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1. 分配器のロックナットをゆるめてください。

2. 調節ネジを右（減少）、または左（増加）に回転

して調節します。

3. 分配量の確認は、エンジンを始動して、ベーラク

ラッチレバーを「入」位置にして、コンベア右側

面にあるコントローラのチェーン給油スイッチ

を押してブラシからの注油量を確認します。

（119ページ参照）

［重要］

●分配器は、アルミニウム製のためロックナットを

締めすぎると、ネジ部が破損することがあります。

締めすぎないように注意してください。

27.フレールカッター・受刃の研磨の
しかた

警告

●刈取部は、必ず刈取昇降ロックレバーを「閉」位

置にして、歯止めをし、刈取部が下がらないよう

に固定してください。

注意

●グラインダーを使用して、フレールカッター・受

刃の研磨を行う場合は、万力などでしっかり固定

し、保護メガネをかけてください。

フレールカッター・受刃が磨耗していると、作物の

切断性能が低下し、刈取部に詰まりやすくなったり、

刈り跡が揃わなかったりします。取り外して研磨し

てください。

〈フレールカッターの研磨のしかた〉

1. エンジンを始動してください。

2. 刈取昇降ロックレバーを「開」位置、刈高さ調

節レバーを「上昇」にして刈取部を最上げにし

てください。

3. 刈取昇降ロックレバーを「閉」位置にし、エン

ジンを停止してください。

自動注油量の調節のしかた

分配器

ロックナット

P3031249

調節ネジ

フレールカッター

受刃

P3031227
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4. 取付ボルト・ナット（各2個）を外して、フレー

ルカッターを取り外します。

5. フレールカッターを万力などで固定し、研磨して

ください。

［重要］

●フレールカッターの磨耗が著しい場合は、新品に

交換してください。

●研磨は、フレールカッターが変色しないように時

間をおいて行うか、水で冷やしながら行ってくだ

さい。

6. フレールカッター、ボルト、ナットの方向（左

記 4. 項参照）に注意して、フレール軸に 90°

になるように取り付けてください。

〈受刃の研磨のしかた〉

1. エンジンを始動してください。

2. 刈取昇降ロックレバーを「開」位置、刈高さ調

節レバーを「上昇」にして刈取部を最上げにし

てください。

3. 刈取昇降ロックレバーを「閉」位置にし、エン

ジンを停止してください。

4. 受刃カバーを開けてください。

5. 受刃を「ダイレクトカット」位置にしてくださ

い。（67ページ参照）

6. 取付ボルト・ナット（14個）を取り外して、受

刃を取り外してください。

取付ボルトナット

P3031226

フレールカッター

3030627

90°

フレールカッター
P3031225

フレール軸

ボルト・ナット（14個）

受刃

P3031222



10 章 点検・整備のしかた

122

7. 受刃を万力などで固定し、研磨してください。

［重要］

●受刃の磨耗が著しい場合は、新品に交換してくだ

さい。

●研磨は、受刃が変色しないように時間をかけて行

うか、水で冷やしながら行ってください。

8. 受刃・ボルト・ナットの方向に注意して、取り

付けてください。

［重要］

●受刃組付け時は、受刃の長穴にてフレールカッ

ターとのすき間を確認してください。

　標準すき間は6～8mmです。

　長穴を調節してもすき間が広い場合は、フレール

カッターおよび受刃を交換してください。

28.ネットナイフの交換のしかた

警告

●ゲートを開けて点検・整備をするときは、必ずゲー

ト開閉ロックレバーを「閉」位置にするとともに

歯止めをし、ゲートが閉じないように固定してく

ださい。

注意

●ネットナイフが不意に作動しないようにナイフ

アーム先端のラッチがストッパにかかっているか

確認するとともに歯止めをし、ナイフが切断状態

にならないように固定してください。

●ナイフを交換するときは、刃先をさわらないでく

ださい。ケガをするおそれがあります。

1. エンジンを始動してください。

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. ゲート開閉レバーを「開」位置にして、ゲート

を開けてください。

3030628

3030623

ベーラクラッチレバー
P3135805

入

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉
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4. ゲート開閉ロックレバーを「閉」位置にしてく

ださい。

5. ナイフ取付サラボルトを外してナイフを交換し

てください。

6. 「ネットナイフとシャバーの調節」（68 ページ）

を参照のうえ調節してください。

ゲート開閉ロックレバー

P3133637

開

閉

ナイフ取付
サラボルト

ナイフ

P3133660

3133624
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11章 不調診断のしかた

警告

●機械の調子が悪いときは、必ずエンジンを停止させ、駐車ブレーキをかけてから診断してください。

守らないと、回転物にはさまれて傷害事故の原因になります。

下記の処置をしても改善されないときは、最寄の販売店に連絡してください。

1. キースイッチを「始動」位置にしてもスタータが回らない場合

2. スタータは回るがエンジンが始動しない場合

この確認をしてください 処置 参照ページ

セフティペダルを踏み込んでいますか。 セフティペダルを完全に踏み込んでから、キースイッチ

を「始動」位置にしてください。
29

バッテリが放電していませんか。 バッテリを満充電にしてください。 107 ～ 108

バッテリ端子部のゆるみ・外れ、または腐蝕し

ていませんか。

端子部を清掃し、確実に締め付けて、グリスを塗布し防

錆してください。
108

スローブローヒューズ、またはヒューズが溶断

していませんか。

スローブローヒューズ、またはヒューズ「キースイッチ」

「走行装置」「作業機制御」を交換してください。
109・110

バッテリの接続がプラス・マイナス逆になって

いませんか。

プラス・マイナスを正しく接続してください。
107

ベール・フレールの各クラッチレバーが「入」位

置になっていませんか。

ベール・フレールの各クラッチレバーを「切」位置にし

てください。
25 ～ 26

この確認をしてください 処置 参照ページ

燃料ポンプが作動していますか。

（ヒューズ溶断、燃料ポンプの不良）

ヒューズ「燃料ポンプ」の交換、または燃料ポンプを交

換してください。
109

燃料タンクに燃料が入っていますか。 燃料を満タンに給油し、エア抜きをしてください。 96・104

燃料にエアが混入していませんか。 燃料のエア抜きを行ってください。 104

燃料に水が入っていませんか。 ウォータセパレータに水が溜まっていれば、水を抜いて

ください。
103

副変速レバーが「N」（中立）位置になっています

か。

副変速レバーを「N」（中立）位置にしてください。（走行

中または作業中にエンジンが停止したときは、副変速レ

バーを「N」（中立）位置にしないと、エンジンが始動しな

い場合があります。）

29

ヒューズが溶断していませんか。 ヒューズ「エンジンコントローラ」「エンジン電装」を交

換してください。
109

エンジンモニターのランプが点滅していません

か。

販売店へ連絡してください。
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3. 運転中に水温パイロットランプが点灯し、ホーンが鳴る場合

［重要］

●エンジンのオーバーヒートですので、すみやかに本機を停止し、作業クラッチを「切」、エコモード切替スイッ

チを「切」位置にして、エンジン回転をローアイドリング（低回転）に下げ、冷却運転をしてください。水温パ

イロットランプが消灯してから、エンジンを停止し、エンジンが十分に冷えてから適正な処置を行ってください。

4. 運転中に油圧パイロットランプが点灯し、ブザーが鳴る場合

5. 運転中にチャージパイロットランプが点灯し、ブザーが鳴る場合

6. 機体が水平にならない（UFO装置）

この確認をしてください 処置 参照ページ

冷却水が不足していませんか。 冷却水を補給してください。 101

ファンベルトがゆるんでいませんか、または破

損していませんか。

ベルトの張り調整、または交換してください。
111

エンジン吸気口、ラジエータスクリーンが目詰

まりしていませんか。

清掃してください。
105・106

ラジエータ冷却フィン・オイルクーラ冷却フィ

ンが目詰まりしていませんか。

清掃してください。
106

エンジンオイルが不足していませんか。 オイルを規定量まで補給してください。 97

過負荷運転をしていませんか。 負荷を軽くしてください。（作物の状態に応じて、適切な

作業速度を選んでください。）
－

この確認をしてください 処置 参照ページ

エンジンオイル量が少なくなっていませんか。 オイルを規定量まで補給してください。 97

エンジンオイルの粘度が低くありませんか。 適正粘度のオイルと交換してください。 95

この確認をしてください 処置 参照ページ

ファンベルトのゆるみ、または破損していませ

んか。

ベルトの張り調整、または交換してください。
111

この確認をしてください 処置 参照ページ

傾斜角調節ダイヤルが中央位置になっています

か。

傾斜角調節ダイヤルを中央位置にあわせてください。
34
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7. 油圧が作動しない場合

この確認をしてください 処　　　置

刈取部昇降ロックレバー、ゲート開閉ロックレ

バーが「閉」位置になっていませんか。

「開」位置にしてください。

油圧バルブを操作する各操作レバーと、電磁弁

のカプラの接続を確認してください。

各カプラを確実に差し込んでください。

作動しない場合の応急処置

ルーム枠カバーを外して、油圧バルブを下記要領で手動操作してくださ

い。

印は各電磁弁の両端の黒いゴムキャップです。強く押して操作し

てください。

●車体左を上げるとき、 ①を押し、下げるとき、 ②を押す。

●車体右を上げるとき、 ③を押し、下げるとき、 ④を押す。

●刈取部を上げるとき、 ⑤を押す。

●刈取部を下げるとき、 ⑥を押す。

ベーラクラッチレバーが「切」位置になってい

ませんか。（ゲート開閉のみ）

ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてください。（ゲート開閉のみ）

P3031202

A3133614
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8. 作業部で下記の現象が出た場合

現　　　象 この確認をしてください 処　　　置 参照ページ

刈取部（シュート・

エアシュート）で詰

まる

エンジン回転が低くないですか。 エコモード「入」、またはエンジン回転数

を2500rpmにしてください。
35

作物の草丈が適応範囲を越えていませ

んか。

少し速度を下げて作業をしてください。
－

切断長調節（受刃位置）が長くなってい

ませんか。

受刃位置を「ダイレクトカット」位置に

してください。
67

フレールカッターが磨耗していません

か。

研磨または交換してください。

受刃とのすき間を確認してください。
120～122

Vベルトがスリップしていませんか。 駆動系ベルトのテンションバネを規定

量に調節してください。
111

シュート・エアシュート内に泥や作物が

付着していませんか。

付着している泥や作物を除去してくだ

さい。
76

8章2項の「拾い上げ～梱包作業」の内容

を全て行っても解消されないですか。

乾燥した切断長の短い作物（特に切ワ

ラ）の場合は、シュート先端部のフィン

を取り外してください。（ただし、ベール

形状が多少変形することがあります）

79

排気カバーが「作業状態」になっていま

すか。

排気カバーを「作業状態」にしてくださ

い。
43

ベーラ入り口で詰

まっている

ベーラ駆動チェンが歯飛びしていませ

んか。

●チェンのテンションバネを規定量に

調節してください。

●成形ベルト部の詰まりを取り除いて

ください。

115

ベーラ駆動部のシャーボルトが切れて

いませんか。

シャーボルトを交換してください。
77

Vベルトがスリップしていませんか。 駆動系ベルトのテンションバネを規定

量に調節してください。
111

刈り跡がきたない フレールカッターが磨耗していません

か。

研磨または交換してください。
120

刈高さが高くないですか。 低く調節して作業してください。

（刈高さが高く、速度が速いほど刈り跡

は、きたなくなる傾向があります）

68

エンジン回転が低くないですか。 エコモード「入」、またはエンジン回転数

を2500rpmにしてください。
35
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刈り高さが揃わな

い

本機が傾いていませんか。 UFO を「自動」にし、傾斜角調節ダイヤ

ルを中央（水平）にしてください。
34・34

OK リフトが作動し、刈取部が上がって

いませんか。

OK リフトが作動（上げ）後は、「下げ」調

節をしてください。
35

オートセット刈高さ設定レバーが動い

ていませんか。

オートセット刈高さ設定レバー支点の

ロックナットを少し締めてください。

81

ベーラが満杯にな

る前にネットが繰

り出される

ネットの切れが悪くなっていませんか。

（切り口が長くなっていませんか。）

ナイフとシャーバーのすき間を調節し

てください。それでも切れが悪い場合

は、ナイフを新品に交換してください。

68

ベ ー ル が 満 杯 に

なってもネットが

繰り出されない

指定以外のネットを使用していません

か。

指定ネット（NET1020）を使用してく

ださい。
65

ネットが引っ掛かったり、からまったり

していませんか。

引っ掛かり、からまりを除去してくださ

い。
－

ネットの通し方が間違っていませんか。 正しく通してください。 65

ネット繰出しスイッチが「自動」になっ

ていますか。

「自動」位置にしてください。
27

ベーラクラッチレバーが「入」位置に

なっていますか。

「入」位置にしてください。
26

繰り出しローラに巻付いていませんか。 巻付きを除去してください。 －

ネットが雨などで濡れていませんか。 水や油分を除去してください。 －

繰り出しローラにチリが引っ掛かって

いませんか。

チリを除去してください。
－

ネット繰り出しベルトのテンション

モータは作動していますか。

ネット強制スイッチを押して電装品が

正常か確認してください。
－

ネット繰り出しベルトがスリップして

いませんか。

モータベースを下げてベルト張りを確

認してください。それでもスリップする

場合は、ベルトを交換してください。

－

現　　　象 この確認をしてください 処　　　置 参照ページ

ロックナット

オートセット刈高さ設定レバー

P3133611
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強制でネットが繰

り出されない

ベーラクラッチレバーが「入」位置に

なっていますか。

「入」位置にしてください。
26

エンジン回転が低くないですか。 エコモード「入」またはエンジン回転数

を2500rpmにしてください。
35

ベールが回転していますか。 ベールが回転する量まで作業をしてく

ださい。
－

ネット繰出しスイッチを「強制」位置に

する時間が短くないですか。

ベールに巻き込まれるまで、1 ～ 2 秒

「入」位置にする動作を繰り返してくだ

さい。

27

ネット繰り出しベルトのテンション

モータは作動していますか。

電装品が正常か確認してください。
－

ネット繰り出しベルトがスリップして

いませんか。

モータベースを下げてベルト張りを確

認してください。それでもスリップする

場合は、ベルトを交換してください。

－

ネットが切れない ナイフが磨耗していませんか。 新品に交換してください。 122

ナイフアームの動きが悪くないですか。 アーム支点部にグリスを給脂してくだ

さい。
65

ブレーキアームの動きが悪く、ネットを

押えていないのではありませんか。

チリを除去してください。また、電装品

（モータ）が動作するか確認してくださ

い。

－

ナイフ部にチリがたまっていませんか。 チリを除去してください。 －

ベールが排出され

ない

ベーラクラッチレバーが「入」位置に

なっていますか。

「入」位置にしてください。
26

梱包圧切替スイッチが「低」位置になっ

ていますか。

特に乾燥した稲ワラや麦ワラの拾上げ

作業は、梱包圧切替スイッチを「低」位置

にしてください。

28

ナイフ部にネット

が詰まった

ベール排出時にゲートをいっぱいまで

開いていますか。

ベーラ排出時は、ゲートをいっぱいまで

開いてください。

詰まった場合は、参照ページの要領に

従って処置してください。

74

現　　　象 この確認をしてください 処　　　置 参照ページ
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9. センサモニターによるセンサチェックについて

（1）2桁数字

通常は圧力値、ネットブレーキモータ動作中は、

ブレーキ角度値を表示します。異常があった場

合、エラーコードを点滅表示します。

（2）ゲート開ランプ

ゲート開センサONの時に点灯します。

（3）ゲート閉ランプ

ゲート閉センサONの時に点灯します。

（4）ネット繰出しランプ

ネットの繰出しモータが動作中に点灯します。

（5）ネットブレーキランプ

ネットブレーキモータが動作中に点灯します。

排出したベールが

変形している

刈幅に対して偏った刈取り・拾い上げを

していませんか。

均等に刈取り・拾い上げをしてくださ

い。

残りの条数が少ない場合は蛇行し、左右

均等になるように刈取りをしてくださ

い。

61

シュート先端のフィンの向きが左右で

異なっていませんか。

コンベア掃除口を開けて、左右同じ向き

に取り付けて、中央のフィンを真っすぐ

に取り付けてください。

（標準は「小」の字型）

－

左右の刈高さが異なっていませんか。 UFO を「自動」にし、傾斜角調節ダイヤ

ルを中央（水平）にしてください。
34

作物の水分が多くないですか。 適正水分になってから収穫してくださ

い。
62

ネットの巻数を多くしてください。

（標準3巻を5巻にする）
65

点 検・整 備 な ど で

ゲートを開けたと

きにブザーが鳴る

梱包圧切替スイッチが「高」位置になっ

ていますか。

梱包圧切替スイッチを「高」位置にし、エ

ンジンを始動しなおしてください。 28

各部のなまえ

現　　　象 この確認をしてください 処　　　置 参照ページ

フィン

P3031257

（1）

E3135802

（2）（3）（4）（5）

osaka_dtp06
長方形
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〈エラーコード一覧〉

［参考］

●ベーラ作業部がエラー（エラーコード点滅）のとき、スタンバイスイッチは点滅します。

注1：エラー発生の詳細コードについて

エラー表示44・55が表示されたときに限り、エラーコード点滅中にスタンバイスイッチを押している間、

エラー発生の詳細コードが表示されます。

エラーコード44（ゲート開閉エラー）が表示されたとき

エラーコード55（ネットブレーキエラー）が表示されたとき

点滅数字 エラー内容 この確認をしてください 処置

11
コンベア側CANコントローラから

信号がこない。

①コントローラ同士をつなぐ線が断線

していませんか。

②コントローラ裏面スイッチの設定違

いませんか。

③コントローラが壊れてませんか。

①補修または部品交換してください

②コントローラ近くのラベルに基づき

設定してください

③部品交換してください22
ゲート側 CAN コントローラから

信号がこない。

33

コ ン ベ ア 側、ゲ ー ト 側 両 方 の

CAN コントローラから信号がこ

ない。

44

ゲート開閉（オートオープン・

オートクローズ）エラー。

スタンバイスイッチが点灯状態

（連続作業中）でのエラー。

①ゲートにベール、草が挟まっていま

せんか。

②ゲート開センサ、ゲート閉センサの

取付位置が悪くありませんか。

③ゲート開センサ、ゲート閉センサが

壊れていませんか。

④エラーコード点滅中にスタンバイス

イッチを押している間、エラー発生

の詳細を示すコードが表示されま

す。（注1）

①ベール、草を取り除いてください

②センサの取付け確認をしてください

③センサが正常か確認してください

55

ネットブレーキエラー ①ネットブレーキセンサが壊れていま

せんか。

②ネットブレーキモータが壊れていま

せんか。

③エラーコード点滅中にスタンバイス

イッチを押している間、エラー発生

の詳細を示すコードが表示されま

す。（注1）

①・②センサが正常か確認してくださ

い

99

ソウサパネルコントローラから

信号がこない。

①モニタとソウサパネルコントローラ

をつなぐ線が断線していませんか。

②ソウサパネルコントローラが壊れて

いませんか。

③モニタが壊れていませんか。

①補修または部品交換してください

②・③部品交換してください

エラー発生の詳細コード エラー発生時の動作状態 処置

2 自動ゲート開動作時
ベール草を取り除いてください。
センサの取り付け確認をしてください。
センサが正常か確認してください。

5 自動ゲート閉動作時
ベール草を取り除いてください。
センサの取り付け確認をしてください。
センサが正常か確認してください。

エラー発生の詳細コード エラー発生時の動作状態 処置

1・6 ネットブレーキ開放動作時 センサが正常か確認してください。

3・4・5・7・8・9 ネットブレーキ締め付け動作時 センサが正常か確認してください。

osaka_dtp06
長方形
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〈梱包圧センサ〉

1. エンジンを始動してください。

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. ゲート開閉レバーを「開」位置にして、ゲート

を全開にしてください。

モニタの2桁数字（圧力値）が「0」になるのを

確認してください。

4. ゲート開閉レバーを「閉」位置にして、ゲート

を全閉にしてください。

5. スタンバイスイッチを押して、緑色のランプが点

灯したのを確認してください。

［参考］

●動作中は緑色のランプは点滅します。点滅が終わ

るまでお待ちください

6. モニタの2桁数字（圧力値）が「5」以上になっ

ているのを確認してください。

7. ベーラクラッチレバーを「切」位置にしてくだ

さい。

8. エンジンを停止してください。

［重要］

●上記の状態にならない場合は、梱包圧センサの故

障または配線の不良が考えられます。

〈ゲート閉センサ、ゲート開センサ〉

1. エンジンを始動してください。

2. ベーラクラッチレバーを「入」位置にしてくだ

さい。

3. ゲート開閉レバーを「開」位置にして、ゲート

を全開にしてください。

モニタのゲート開の緑色ランプが点灯すること

を確認してください。

4. ゲート開閉レバーを「閉」位置にして、ゲート

を全閉にしてください。

モニタのゲート閉の緑色ランプが点灯すること

を確認してください。

電装チェックのしかた

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉

圧力値

E3135802

スタンバイスイッチ

P3135805

ゲート開閉レバー

P3135899

開

閉

ゲート開ランプ

E3135802

ゲート閉ランプ

E3135802
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5. ベーラクラッチレバーを「切」位置にしてくだ

さい。

6. エンジンを停止してください。

［重要］

●上記の状態にならない場合は、ゲート開センサ・

ゲート閉センサの故障、または配線の不良が考え

られます。

〈ネット繰出しモータ〉

1. エンジンキーを「ON」位置にしてください。

2. ネット繰出しスイッチを「強制」側に1～2秒間

倒してください。

3. ネット繰出しモータが右半回転して、数秒後に元

の位置に戻るのを確認してください。

モニタのネット装置繰出しの赤色ランプが点灯

することを確認してください。

［参考］

●モータが回転すると、バネを引っ張る音が聞こえ

ます。

4. エンジンキーを「OFF」位置にしてください。

［重要］

●上記の状態にならない場合はネット繰出しモータ

の故障、または配線の不良が考えられます。

〈ネットブレーキモータ〉

1. エンジンキーを「ON」位置にしてください。

2. ゲート側コントローラの「ブレーキ上」スイッ

チを押して、ネットブレーキが上に動くことを確

認してください。

3. ゲート側コントローラの「ブレーキ下」スイッ

チを押して、ネットブレーキが下に動くことを確

認してください。

4. エンジンキーを「OFF」位置にしてください。

［重要］

●上記の状態にならない場合はネットブレーキモー

タの故障、または配線の不良が考えられます。

ネット繰出しスイッチ
P3135899

強制

切

自動

ネット繰出しモータ 通常の位置

P3135837

繰り出しランプ

E3135802

ブレーキ上スイッチ ブレーキ下スイッチ

E3135803

ネットブレーキモータ

P3135838
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〈ネットブレーキセンサ〉

［重要］

●ネットブレーキモータが正常であることを確認し

てから行なってください。

1. エンジンキーを「ON」位置にしてください。

2. ネットセットスイッチを「ネット開放」位置に

スイッチを押してください。

・ モニタのネット装置ブレーキの赤色ランプが点

灯することを確認してください。

・ モニタの2桁数字（ブレーキ値）がカウントアッ

プすることを確認してください。

3. ネットセットスイッチを「ネットセット」位置

にスイッチを押してください。

・ モニタのネット装置ブレーキの赤色ランプが点

灯することを確認してください。

・ モニタの2桁数字（ブレーキ値）がカウントダ

ウンすることを確認してください。

4. エンジンキーを「OFF」位置にしてください。

［重要］

●2 桁数字（ブレーキ値）が変わらない、または値

が飛ぶ場合は、ネットブレーキセンサの故障、ま

たは配線の不良が考えられます。

ネットセットスイッチ

P3135899

ネットセット

ネット開放

ブレーキランプ

E3135802

2桁数字（ブレーキ値）
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10.エンジンコントローラ自己診断について

エンジン関係のセンサやコントローラに異常が発生

したときに、エンジンモニターの点滅回数により異

常を知らせます。

ランプが点滅している場合は、販売店に連絡してく

ださい。

例：アクセルセンサ異常

例：CSD電磁弁の異常

エンジンモニター
P3133638

ランプ点滅回数
状況 不具合現象

長い点滅 短い点滅

－ 4 冷却水温センサの異常です 通常運転可能

－ 5 アクセルセンサの異常です アクセルダイヤルでエンジン回転の調節ができません。

－ 6 回転センサの異常です エンジン停止

－ 7 ラック位置センサの異常です エンジン回転は正常なのに、エンジンに粘りがない。

－ 8 ラックアクチュエータの異常です エンジン停止

－ 9 過回転異常です エンジン停止

1 4 CSD電磁弁の異常です 寒冷時の始動性が悪くなる。通常運転可能。

1 5 始動補助リレーの異常です 寒冷時の始動性が悪くなる。通常運転可能。

1 6 メインリレーの異常です 通常運転可能ですが、バッテリ上がりのおそれがありま
す。

1 7 ラックアクチュエータリレーの異常です エンジン停止

2 3 電源電圧の異常です 通常運転可能

2 4 センサ5Vの異常です 通常運転可能

2 5 エンジンコントローラの温度上昇警報です 通常運転可能

3 6 冷却水温上昇警報です 冷却水の温度が高すぎます。

4 1 エンジンコントローラの異常です エンジン停止または通常運転可能。
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12章 その他

1. 主要諸元

※この主要諸元は改良などにより、予告なく変更することがあります。
※ソルガム等の長稈作物および収量の多いほ場での作業は、速度を落として作業してください。
※梱包サイズ･作業能率は、梱包する作物の種類･水分および作業形態等により、異なる場合があります。

名　称 コンビネーションベーラ

販売型式名 JCB1500

機体寸法

全　長 （mm） 4435

全　幅 （mm） 2335（2435）

全　高 （mm） 2375

機体質量（重量） （kg） 3767

エンジン

型式名 4TNV98T-ZXNWH

種　類 水冷4サイクル4気筒立形ディーゼル

総排気量 （L｛cc｝） 3.318｛3318｝

最大出力 （kW｛PS｝） 60.7｛82.5｝

使用燃料 ディーゼル軽油

燃料タンク容量 （L） 73

走行部

クローラ

幅×接地長 （mm） 450×1700

転輪中心距離 （mm） 1025

クローラ中心距離 （mm） 965

平均接地圧 （kPa｛kgf/cm2｝) 24.1｛0.246｝

種　類 JW450×90×52リンク

変速方式 HST無段変速×副変速

変速段数 （段） 前進3・後進3

旋回方式 FDS

走行速度
前　進 （m/s） 低速0～0.79　標準0～1.65　走行0～2.99

後　進 （m/s） 低速0～0.77　標準0～1.57　走行0～2.78

刈取部

刈取方式 フレール式

刈　幅 （mm） 1500

刈取条数 （条） 5

刈高さ調節段数 （段） 3

切断部

切断方式 フレール式

平均切断長 （mm） 100～150

切断長調整 3段階（スライド）

梱包部

梱包方式 スチールローラ＋平ベルト

ベールサイズ （mm） 直径1000×幅860

ベール質量 （kg） 300（含水率60％）

乾物密度 （kgDM/m3） 150～180

梱包圧調節 油圧式

ベールイジェクタ 有り

結束部

結束方式 ネット巻き

巻数 （巻） 3・5・8

結束資材 1m幅ネット

自動化

セフティーリフト 有り

オートセット・リフト 有り

水平制御 有り（左右）

その他

乳酸菌散布装置 オプション

対象作物 イネ・麦・牧草（ソルガム・イタリアンライグラス等）

予乾体系 適応

安全鑑定番号 35088

作業能率（計算値） （分/10a） 10～52
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2. 主要消耗品

区分 No. 部品名称 部品コード 個数 備考

駆動ベルト

1 Vベルト　LB－54　スーパーゴールド 1K1190-21010 2 フレール駆動ケースベルト

2 Vベルト　LC－108　スーパーゴールド 1K1190-45020 2 フレール駆動ベルト

3 Vベルト　LA－54　オレンジ 1K1190-14110 1 ネット繰出しベルト

4 Vベルト　コグA42 25152-004200 1 冷却ファン、ジェネレータ駆動

5 Vベルト　トクB53 H4 25123-005304 3 エンジン～トランスミッション

6 Vベルト　LB84-AG8 1K1190-57230 2 エンジン～フレーム

7 Vベルト　トクB54 1E8680-51080 2 エンジン～ベーラ

8 Vベルト　トクA36 25122-003600 1 スクリーン吸引

コンベア
9 コンベアベルト；M1400 1K1190-27330 1 コンベア搬送ベルト

10 コンベアプレート 1K1190-27251 2 コンベア左右

セイケイ
ベルト

11 ベルト；2750 1K1190-13320 1 フロント側成形ベルト

12 ベルト；2050 1K1190-13330 1 ゲート側成形ベルト

13 レーシングピン 1K1190-13800 2 フロント側、ゲート側成形ベルト

14 レール 1K1190-13080 8 フロント側成形ベルトテンション部

ワイヤ
15 ブレーキワイヤ 1E3100-63550 1

16 クラッチワイヤ 1K1140-65161 2

チェン

17 ローラチェーン　80×60L 1K1190-12250 1 ベーラ駆動チェン

18 ローラチェーン　80×100L 1K1190-12110 1 メイン駆動チェン

19 ローラチェーン　60×180L 1K1190-12120 1 フロント駆動チェン

20 ローラチェーン　60×200L 1K1190-12180 1 ゲート駆動チェン

21 ローラチェーン　40×58L 1K1190-31080 1 パッケージ駆動チェン

22 ブラシ 1K1140-18000 5 自動注油ブラシ

ネット

23 シヤバー 1K1190-15410 1 ネット切断用受刃

24 ナイフ 1K1190-15400 1 ネット切断刃

25 ゴムプレート 1K1190-15290 1 ネット繰出し部

26 ゴムローラ 1K1190-15010 1 ネット繰出し

フレール

27 フレールカッタ；9 1K1190-22010 24 フレール刃

28 フレールブッシュ 1K1140-21030 24 フレール刃取付部

29 フレールピンCP 1K1140-21040 24 フレール刃取付部

30 ナイフプレート 1K1190-23060 1 受刃

ベーラ
31 ローラ；188 1K1190-13470 2 フロント成形ベルト部

32 ローラ；168 1K1190-13500 2 ゲート成形ベルト部

防塵シール・
パッキン他

33 スポンジパッキン；700 1K1190-24020 2 刈取掃除口カバー部

34 スポンジパッキン；840 1K1190-26041 2 コンベア上掃除口カバー部

35 スポンジパッキン；325 1K1190-26051 4 コンベア上掃除口カバー部

36 アクリルプレート；510 1K1190-26090 1 コンベア；左

37 アクリルプレート 1K1190-26500 3 コンベア；右・上

38 スポンジパッキン；200 1K1190-26131 4 コンベアアクリルプレート；左右

39 スポンジパッキン；510 1K1190-26141 2 コンベアアクリルプレート；左

40 スポンジパッキン；710 1K1190-26151 2 コンベアアクリルプレート；右

41 ゴムプレート 1K1190-25080 1 シュート先端下

osaka_dtp06
長方形

osaka_dtp06
長方形
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防塵シール・
パッキン他

42 ゴムプレート；U 1K1190-26220 1 エアシュート；上

43 ゴムプレート；LO 1K1190-26460 1 エアシュート；下

44 ゴムプレート；S 1K1190-26240 2 エアシュート；左右

45 スクレーパ 1K1190-27151 1 コンベア後下

46 スポンジパッキン；60 1K1190-15340 2 ネットカバー部

47 ゴムプレート 1K1190-17210 1 工具入れ

48 ゴムプレート 1K1190-28030 1 エンジンルーム上部

49 ゴムプレート 1K1190-28150 1 エンジンルーム右側

50 カバー 1K1190-18210 1 ベーラ上部

51 ビニルシート 1K1190-18242 1 ネットカバー部

52 ロープ 1K1190-18570 2 ネットカバー部

53 カバー 1K1190-18190 1 ネットブレーキ部

54 シールプレート 1K1190-32130 3 操作ボックス部・CANコントローラ部

55 スポンジパッキン；680 1K1190-26300 2 排気ダクト部

56 スポンジパッキン；390 1K1190-26440 2 排気ダクト部

57 スポンジパッキン；50 1K1190-28430 2 ルーム枠カバー

58 キャップ；8 1K1190-18580 2 排気ダクト部

59 ボウジンカバー 1K1190-26270 1 シュート部

60 ハイキカバー 1K1190-18560 1 排気ダクト部

61 シート 1K1190-13790 2 ゲート下部

その他

62 シャーボルト；M10×55 1K1190-12080 1 10本セット（ボルト・ナット・Sワッシャ）

63 バッテリ 172460-16130 1 115D31R

64 フィルタ80×L80 129150-35153 1 エンジンオイルエレメント

65 FOフィルタ 123907-55801 1 燃料コシ器

66 エレメント 119802-55710 1 ウォーターセパレータ

67 エレメント7インチ 129935-12520 1 エアクリーナ

68 エレメントASY 1E8560-66370 1 HSTフィルタ

69 クローラ　450×52×90JW 1E9330-73020 2

区分 No. 部品名称 部品コード 個数 備考

osaka_dtp06
長方形
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3. 主要消耗部品の点検・交換時期の目安表

※下記の表は、主要消耗部品の点検・交換時期の目安表です。

作物条件・作業条件により交換時期が異なりますので注意してください。
○：点検と調整・掃除・締結　▲：交換　●：初期運転後の点検と調整

点検箇所

点検・交換時期

アワメータ表示時間（時間） それ以降（時間：h）
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2
年

点検 交換

エ
ン
ジ
ン

ラジエータファンベルト ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ○ ▲ 100hごと 500hごと

エアクリーナエレメント ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ ○ ▲ ○ 毎日掃除 300hごと

FOフィルタエレメント（カートリッジ） ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ 100hごと 200hごと

油水分離器エレメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日点検、100hごと洗浄

燃料タンク清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日点検、100hごと清掃

燃料ホース ▲ 毎日点検 2年ごと

エンジンドレンホース ▲ 毎日点検 2年ごと

ラジエータホース ▲ 毎日点検 2年ごと

エアクリーナホース ▲ 毎日点検 2年ごと

LOフィルタ　80×L80 ▲ ▲ ▲ ▲
750 ▲ － 最初50h、

250hごと

エンジンオイル（7.5L） ▲ ▲ ▲ ▲
750 ▲ － 最初50h、

250hごと

エンジン冷却水（7.7L） ▲ 毎日点検、冬季抜き取り 1年ごと

防振ゴム ○ ▲ 500hごと 1000hごと

マフラ排気管周囲清掃 ▲ 毎日点検 2年ごと

マフラ（排気サイレンサ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ 100hごと 1000hごと

ミ
ッ
シ
ョ
ン

サクションフィルタ ▲ ▲ ▲
850 － 400hごと

ブレーキ摩擦板 ▲ ▲ － 400hごと

ブレーキスティールプレート ▲ ▲ － 400hごと

車軸オイルシールセット ▲ ▲ － 800hごと

車軸シールカバー ○ ▲ 400hごと 800hごと

トランスミッションオイル（7.8L：ケース内） ▲ ○ ▲ ○ ▲
850 － 400hごと

走
行

クローラ ● ○ ▲ ● ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

クローラガイド ○ ▲ 400hごと 800hごと

CRガイドザガネ ○ ▲ 400hごと 800hごと

スプロケット ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ 100hごと 300hごと

トラックローラ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

トラックローラBB ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

トラックローラオイルシール ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

トラックローラスリーブ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

アイドラ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

アイドラローラ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

アイドラローラオイルシール ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

アイドラローラスリーブ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラBB ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラオイルシール ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラスリーブ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

イコライザー ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

イコライザーBB ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

イコライザーオイルシール ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラ支点軸BB ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラ支点軸オイルシール ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

キャリアローラ支点軸スリーブ ○ ▲ ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと

テンションボルト ● ○ ▲ ● ○ ▲ ○ 200hごと 400hごと
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走
行

油圧ホース ▲ 毎日点検 2年ごと

ラインフィルタ ▲ ▲ ▲ － 最初50h、
400hごと

オイルクーラの清掃 毎日点検清掃 －

ラジエータの清掃 毎日点検清掃 －

走行駆動ベルト ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ ○ 20、50hごと 400hごと

ベーラ駆動ベルト ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ ○ ○ 20、50hごと 500hごと

フレール駆動ベルト ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ ○ ○ 20、50hごと 500hごと

駐車ブレーキワイヤ ● ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ 50、200hごと 500hごと

反射器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 毎日点検

フ
レ
Ｉ
ル

フレールカッタ 毎日点検

フレール駆動ケース ▲ ▲ ▲ － 300hごと

フレールベルト ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 20、50hごと 500hごと

ベ
Ｉ
ラ

自動注油タンク 毎日点検

ベーラ駆動チェン ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ 20、100hごと 500hごと

メイン駆動チェン ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ 20、100hごと 500hごと

フロント駆動チェン ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ 20、100hごと 500hごと

ゲート駆動チェン ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ 20、100hごと 500hごと

油圧パッケージ駆動チェン ● ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ▲ 20、100hごと 500hごと

ネット繰出しベルト ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ● ○ ○ ○ ○ ○ ▲ 20、50hごと 500hごと

ネット切断ナイフ ○ ○ ▲ ○ ○ ▲ ○ ▲ ○ 100hごと 300ｈごと

電
装

バッテリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▲ ○ 100hごと 800hごと

ジェネレータ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 200hごと

スイッチ類 ○ ○ 1年ごと

ハーネス ○ ○ 1年ごと

ヒューズ・スローブローヒューズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100hごと

ランプ（電球） 毎日点検

ホーンスイッチ 毎日点検

点検箇所

点検・交換時期

アワメータ表示時間（時間） それ以降（時間：h）
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フレールカッターの刃先
フレールカッターの刃先が磨耗する（エッジがなくなる）と、刈跡が汚くなります。
また、エンジン回転が下がりやすくなり、フレール部で作物が詰まる原因となり
ますので、研磨してください。

　本機を使えば籾や茎葉を傷つけ
砕きながら、均一混合・高密度梱包
するから高品質サイレージができる

・水洗いをするときは、エンジン部・電装品に
水をかけないでください。

ロードモニターの80～90％以下で刈取作業をするように
作業速度を下げて、負荷を下げてください。
ロードモニターの100％を超えて作業するとフレール部の
回転も下がりシュート部などに詰まりやすくなります。

ネットは巻き方向に注意して
伝線しないように注意
ネットの巻き方向に注意し
て取り付けます。
また、ネットの通り道に異物
や突起がないか確認してく
ださい。異物や突起がある
とネットが伝線するので、注
意が必要です。
また、ネットには静電気が
発生する場合がありますの
で、新しいネットロールを装
着するときには、取り付け
ローラーに静電気防止スプ
レー、ベビーパウダーなど
を振りかけてください。

上手に作業をするポイント
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※0.75ベール分では、満了のブザーがならないため、ネット操
出スイッチを「強制」にして結束してください。

・残り少ない作物でベールを作ろうとすると、梱包密度が低くなり、
発酵品質が悪くなりやすく、廃棄処分しなければならない場合が
あります。また、作物の量が少ないためネットが巻けなかったり、
ラッピングマシンでフィルムが巻けない場合もあります。

ネット操出しスイッチを「切」位置にして全て刈り取ります。

ネット操出しスイッチを「強制」にして、結束してください。

回

上手に作業をするポイント
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